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ＭＦ文庫Ｊ

戦極ヤヲヨロズ

無課金だけど神殺し
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　──ねえ、知ってる？　ちょっとしたウワサなんだけど。

　そんな声を、神か峰みね匠たくみはヘッドフォン越しに聞いた。

　通学に使っている埼京線の車内。幸運にも座席にありつけた匠の前には、二人の女子高生が立っている。ヘッドフォンがつながるスマートフォンに指を走らせてゲームをしていると、効果音やＢＧＭに交じって二人の会話が聞こえてきた。




　──曰いわく、そのソーシャルゲームはただのゲームじゃない。

　──曰く、ゲームの世界に入って体感するリアルな戦いだ。

　──曰く、その戦いを最後まで勝ち抜いたやつには『景品』が与えられる。




　なるほど、よくある与よ太た話だ。女子高生たちも半信半疑どころか、九割以上都市伝説としてそのウワサを笑い飛ばしていた。

　電車が減速し、車しや掌しようが自宅の最寄り駅の名前をアナウンスする。匠はヘッドフォンをずらすと、目の前に立つ二人に一言告げた。

「すいません」

　声をかけられた女子高生たちは、驚いたように目を丸くしていた。匠たくみの容姿に驚かれるような特徴はない。白い開襟シャツに黒のスラックス──高校指定の夏用制服に包まれた体は男子高校生の平均的な体格で、顔だちもいたって平凡。背景役モブの『男子生徒Ａ』という表現がしっくりくるような少年だ。

　ならば、なぜ彼女たちが驚いたか。

　──意識していなかったのだ。目の前に、匠が座っていることを。

　よくあることで、匠も気にすることはない。影が薄すぎて誰にも気づかれないことなど、匠にとってはいつものことだ。

　女子高生たちが匠に道を譲るように両脇にずれた。彼女たちが談笑を再開する前に匠は、ヘッドフォンをもとの位置に戻して電車を降りる。

　日差しは容赦なく降り注ぎ、街の雑踏は陽炎かげろうに揺らめいている。耳元が蒸れるヘッドフォンを外してしまいたくもなるが、周囲にあふれかえる膨大な音を耳に入れることを匠は嫌った。

　日差しと人ごみを嫌うように大通りから裏道に入ると匠は、ポケットからスマートフォンを取り出す。指紋認証を済ませ、並ぶアイコンの一つをタップ。ゲームが起動し、匠は画面を確認する。

　左上に表示されているものは上から順に匠のユーザーネーム、プレイヤーランクとランクアップに必要な経験値、そしてその下に【スタミナ】とある。

【スタミナ】の四文字と並んで、横に向かってバーが伸びている。そこには【17／65】と、現在値と最大値を示す数字が並んでおり、さらにその横に【あと０：15】とカウントダウンを続ける数字が示されている。

　匠は画面、左下のアイコンに触れる。すると中央には【転送しますか？】という一文が表示され、その下には二つのボタンが表れる。【ＯＫ】と【キャンセル】──匠は周りに人目がないことを確認すると【ＯＫ】のボタンを指先で叩たたき──

　同時に、匠の目の前に鳥居が現れた。

　俗世と神域を隔てる『門』を象徴する、シンプルな構造物。突如、道のど真ん中に現れたそれに向かって匠は、物おじすることなく歩んでいく。




　匠が起動したアプリの下に並ぶ文字──

《戦せん極ごくヤヲヨロズ》

　それが、都市伝説としてささやかれるソーシャルゲームのタイトルだ。





壱．







　鳥居をくぐる時は端をくぐる。真ん中は神様が通る道であり、避けるのがマナーである。信心などはなく、『一応そういう決まりになっているから』というだけで鳥居の端を歩いていた匠たくみだが、今は少し違う。

　自分の隣──鳥居の中央を軽い足取りでついてくる少女の存在を想おもい、匠は駅の改札にタッチするようにスマートフォンを鳥居に触れさせてくぐった。

　不意に襲う、上りのエレベーターに乗った時のような、足元が引きつけられる感覚。体にかかる負荷に、匠は眉まゆをひそめ──

　刹せつ那な、景色が変わる。

　匠の立つ場所は、先ほどまでと様変わりしていた。

　長く伸びる石畳の両脇に茂る、豊かな木々。匠の背には朱色の門が、正面には古めかしい社やしろが建っている。つまるところそこは、神社の境内だ。

　静せい謐ひつで、神聖な空間──整然とした参道は畏敬の念を覚えさせながらも、いたずらに緊張させることはない。

　黄昏たそがれ時どきを思わせる紅あかに染まる空間──常にこの色を維持する世界を匠たちは《隔かく離り世よ》と呼び、中でもこの第一層を《ラウンジ》と呼んだ。

　赤という色のせいだろうか。柄にもなく高こう揚ようする自分を匠は自覚する。

　今、戦場に立っているのだ、と。

　高鳴る胸の鼓動──だが、そんな感傷をぶち壊すように二つの柔らかな感触が匠の背中に押し付けられる。

「──!?」

　毎度のことながら、匠はいつまでたっても慣れない。背中に伝わる情報量の膨大さに脳の処理が追いつかず、熱暴走を起こす機械のように匠の思考が停止した。

　先ほどまでとは別な理由で鼓動が加速する。その上、耳元で吐息とともにささやかれた。

「ｈｓｈｓハスハス……タクミ、お久しぶりですね。実に三時間ぶりです。三時間ぶりのタクミ分補充タイムです」

　匠を後ろから抱きしめるのは、金髪の少女だ。匠より拳こぶし一つ分ほど低い身長で、鮮やかな緋ひ色いろの衣装に包まれたその体は、砂時計のように起伏に富んでいる。

　肉感的な少女に抱きつかれた匠は、彼女の羽織る衣に負けないくらい真っ赤になって言い返す。

「そ、それって、久しぶりって言わなくない!?」

「そんなことありません。もう少しでタクミ分が足りなくて死ぬところでした」













　口調こそ淡々としたものだが、それがミカの本心であることを匠たくみは知っている。だからこそ軽はずみな対応はできないのだが、こうも直接的な肉体言語に訴えられるとコミュ障としては上手なあしらい方がわからない。結局、上ずった声で告げるだけだ。

「で、でも、ほらっ。スタミナ調整の都合もあるし、とりあえずは戦ってから、な？」

「なるほど、それは確かに。では、さっそく片付けましょうか。今日はどちらです？」

《戦せん極ごく》の戦いは大きく二つに分類される。一つはＣＰＵ──マガツと呼ばれる敵性プログラムを相手にする《クエスト》。

　そしてもう一つが、プレイヤー同士の戦いになる、

「《デュエル》だ。相手、結構貯ためこんでる」

「──と、いうことは」

「一いつ攫かく千せん金きんのチャンスだ。稼ぐぞ」

「承知しました」

　パシン！　と拳こぶしを手のひらで打ち鳴らし、意気込みを示すミカ。その姿に匠は、心強さを覚えた。

　匠は手の中のスマートフォンの画面に指を滑らせ、戦いを挑む相手を選択する。《デュエル》申請欄にある、【許可】のボタンをタッチ。数秒の通信の後、画面には《デュエル》の成立と鳥居への移動を促すメッセージが表示される。

　匠たくみは、この世界に来た時と同じように、スマートフォンをかざして鳥居をくぐり直す。瞬間、自然にあふれた境内の景色が後ろに過ぎ去っていく。その速度はぐいぐいと増し、やがて匠はさっきまでとは違う場所に立っていた。

　整然と並ぶ石畳が鳥居と社やしろを繋つなぎ、両脇には玉砂利と、樹齢何百年という月日を感じさせる太い幹をした針葉樹。対戦フィールドは全国各地の神社をモデルにしているらしかったが、今回のステージは初めて訪れる場所だ。

　スマートフォンの画面が切り替わり、格闘ゲームを思わせる二本のバーが横に伸びる。左下に表示されるのが匠、右上に表示されるのが相手のものだ。また、匠のバーの下には【２０１，８４４】、相手のバーの下には【１００，９９３】と数字が並んでいる。

　ＨＰを示すものかと思いきや、そうではない。生命線には違いないが、むしろＭＰとしての意味を持つのがこの数値──奉納点フエイスだ。プレイヤーたちは《デュエル》の勝敗でこの奉納点を増減させていくことになる。

　奉納点だけを見れば匠の戦力は相手の倍近くあるように見えるが、楽らつ観かんはできない。いささか特殊な事情で蓄えが多いだけであり、《デュエル》の申請を許可する際に見たプレイヤーランクは相手の方が【１０６】と匠より７も上だ。

　匠はスマートフォンから視線を上げ、社を背にして立つ対戦相手を観察する。匠と同じくらいの年頃だろうか──愛あい嬌きようのある顔立ちをした、ハーフパンツにＴシャツというラフな格好の少年だ。夏休みの日中であり、私服なのは問題ない。匠が制服姿なのは、高校の図書室に用があったからだ。

　少年──匠が《デュエル》の申請を受ける際に確認したユーザーネームによると、『クロウ』というらしい──の横には、軽装の鎧よろいをまとった少女が立っている。足元に西洋風の剣を突き立てた彼女は、凛りんとした眼まな差ざしをミカに向けてきた。

　ドレスの上に胸当てとガントレットだけをつけた格好で、いわゆる『姫騎士』というものを想像させる。日本神話を題材とするゲームには似つかわしくない姿だが、今さら呆あきれることはない。これまでにも、姫騎士以上に違和感のある相手と戦ってきたのだから。

　ミカを見据えたクロウが、「おや？」と首をかしげる。

「パートナーはさっそく隠れちまったか？」

　ミカがこれまでに戦ってきた相手からも何度となくされてきた問いに、小さくため息をついて返す。

「あなたの目は節穴ですか？　隣にいますが」

「へ？　……うおっ」

　クロウがミカの横に立つ匠にようやく気づき、驚いたように小さく跳ねる。姫騎士風の少女もクロウと同じく、まるで匠が突如現れたように目を見開いていた。

　先ほどのミカより深いため息を匠は吐き出す。お馴な染じみの反応とはいえ、こう何度も繰り返されるとうんざりしてくるというものだ。

　そんな匠たくみの胸中も知らず、クロウがまじまじと匠を見つめてきた。

「……うっすいなー。や、マジ、影薄すぎじゃね？　近頃うちのギルドでも話題になってるから、てっきり百戦錬磨みたいなおっかないのを想像してたんだけど、さ」

「……」

　軽口をたたくクロウに対して匠は、なにも応じない。この時点で勝負は始まっており、その中にはハッタリという要素も含まれる。無論、このやりとりを自分にとってプラスになるように使うこともできるのだろうが、匠は自分にその話術がないとして、いつもだんまりを決めている。

　クロウも、そういう対応には慣れているのだろう。特に意に介することなく、さらに声をかけてくる。

「そう邪険にしてくれるなよ。少なくとも、パートナーのルックスについてだけはテメェを評価してるんだぜ？　いい趣味じゃないか」

　匠はかすかに、苛いら立だちのサインとして瞼まぶたを動かす。それがクロウに伝わったかどうかはともかく、匠の反応はそれだけだった。

　匠はチュートリアルを担当した『運営』の少女の言葉を思い出す。

『神様っていうのは本来、姿かたちは決まっていないのね？　ギリシャの主神や北欧のトリックスターは様々な姿に変身するけど、それは他の神様にも言えること。そういう性質を持つ神様たちに形を与えるのは、あなたたちプレイヤーの願望よ』

　己のパートナーとして望む姿。伝承で男神・女神と語られようが《戦せん極ごく》の世界では、プレイヤーの願望を鋳型として神々はその姿を得る、というのが彼女の説明だった。

　匠の場合はそれが、モロに『好みのタイプの異性』として表れているし、クロウにしても同じことだろう。自分の性癖をむき出しにするこのシステムを『運営』の悪趣味としか思えない匠だが、ため息の代わりに低い声を零こぼす。

「余計なおせっかいかもしれないけどさ……いいの？」

「いいって、なにが？」

　唐突な問いにきょとんとした反応を見せるクロウに、匠は続ける。

「二度と、《戦極》ができなくなるよ、あんた」

《戦極》には敗退条件がある。《奉納点フエイス》の完全喪失──そうなった場合、そのプレイヤーのスマートフォンから《戦極》のアプリは削除され、二度とプレイを再開することはできない。バックアップも無意味な、完全なリタイア。匠はチュートリアルで『運営』に、そう説明された。

　もっとも、クロウほどの蓄えがあるなら一度の《デュエル》でリタイアという事態に陥ることは、ないと思っていい。《デュエル》における奉納点の増減の基準はまず【１０００点】。これを基準にして自分と対戦相手のランク差や《デュエル》がタイムアップした時点での残りＨＰ差によって勝者は奉納点フエイスを獲得し、敗者は同じだけの奉納点を失う。レベル差が離れていればいるほど、ＨＰ差が離れていればいるほど数値は大きくなる。

　このシステムは裏を返せば《デュエル》の決着はタイムアップを基本としているということになるが、だからこそ特別ルールが設けられている。

　ＫＯ勝利をした際には、ランク差やＨＰ差に関係なく問答無用で敗者の持つすべての奉納点を勝者が奪うことになる、という特例。

　薄い存在感とは対照的な、大胆にもほどがある匠たくみのＫＯ宣言に、クロウが呆あきれたように肩をすくめた。

「大した自信だな。ま、実際テメェにリタイアさせられてるのが何人もいるんだ。そう思っちゃうのも、わからなくもない」

　クロウの顔から軽薄さが消え、いら立ちをあらわにした好戦的な笑みになる。

「けど、マグレ勝ちが続いたくらいでチョーシに乗られるのは正直ウザいんだわ。うちのギルドマスターがテメェに目をかけてるみたいだけど、ここでテメェを倒せばオレの株が上がるってもんだ」

　クロウの反応に、匠は再び小さくため息をついた。

　匠なりの和平交渉のつもりだった。相手がこちらのことを何一つ調べもせずに挑んで来ていたとしたら不運な事故のようなものだし、それならば一発で敗退させないくらいの甘さを捨てきれないのが匠だ。

　だが、相手はそうでないと言った。匠が近ごろ連勝を重ね、幾組ものプレイヤーと神々にＫＯ勝利を重ねてきたと知りながら挑んできたというのなら──

「いいけど。覚悟、できてるってことだよな」

　匠の声をかき消すように、スマートフォンのスピーカーから甲高い鈴の音が響く。同時に、次の号令を待つように両者は表情を硬くした。

　続いてカランカラン、と二つ目の鈴が鳴る。三つ目の鈴の音が、戦いの開始の合図。匠は、連なる鈴の音に呼応して強さを増す鼓動を意識しながらその時を待つ。

　ビギナーではないというのに、いまだに匠はこの焦燥を煽あおる音に慣れない。ふと、隣から声をかけられた。

「お任せを。今日も、一ひねりです」

　ミカが、ゆるぎなく、まっすぐに敵を見据えている。その威風堂々とした態度に匠の顔は自然とほころび、意識を戦闘へと切り替える。

「──ああ」

　気だるげだった匠の顔に、鋭さが増す。全神経を総動員して敵への警戒を強め──

　戦いの到来を告げる三つ目の鈴の音が鳴り響くと同時に、両者は動き出した。

　ミカが軽く地面を蹴ける。たちまち足元の石畳に亀き裂れつが入り、ミカの体が加速する。

　放たれた矢さながらのスピードで、相手との距離を詰める。挨あい拶さつ代わりに放ったのは、下から突き上げる掌しよう底てい。甲かつ冑ちゆう姿の少女は紙一重のところでかわすが、前髪を浮かばせる風圧にひやっとした表情を見せた。

　その間に匠たくみとクロウも動いている。お互いのパートナーが境内の中央で交錯した刹せつ那な、強大な力同士がぶつかり合った余波が波紋のように境内に広がった。

　風が吹きすさび、玉砂利が宙に舞う。そんな中プレイヤーである少年たちは、中央でぶつかり合うパートナーから全力で距離を取る。

　目の前の攻防に巻きこまれたときの被害は尋常ではない。神々が牽けん制せいのつもりで放った攻撃がかすりでもすれば最後、その時点で勝負はほぼ決まる。

　故にプレイヤーは、自分のパートナーから距離をとる。かといって距離をとりすぎるのも危険だ。パートナーから離れすぎれば、敵に遠距離攻撃スキルで狙ねらわせる格好のチャンスを与えることになる。匠は一か月間戦ってきた経験から、パートナーに対して一〇メートルの間合いを保つのがちょうどいいとしている。

　姫騎士の姿をした少女の長剣が空を切る。間合いの不利をものともせずミカは相手の懐に潜りこみ、再び五指を開いた手を相手に向かって放つ。

　ミカの一撃を姫騎士は、長剣の腹で受け止める。衝撃に吹き飛ぶ姫騎士は空中で体勢を整え、剣を地面に突き立てることでブレーキをかける。

　すかさずミカが駆け、追撃。下段から斬きり上げられた一いつ閃せんを紙一重のところでかわし、回避の動作からそのまま弧を描くような軌道でミカの掌しよう打だが放たれた。

　ミカの手のひらが脇腹に届くその寸前、姫騎士は自分から地面を蹴ってダメージを逃がす。派手な吹っ飛び方と裏腹に与えているダメージが低いことをミカは手のひらに伝わる感触から、匠はスマートフォンの画面に映るＨＰバーの減り方から察知した。

　前衛で戦う神々に対し、後衛のプレイヤーたちの仕事は彼女らのサポートだ。それを示すようにクロウがすかさず動いた。画面をタップし、表示されている名前を告げることで音声認証とする。

「《フォトンストリーム》！」

　奉納点フエイスを消費することで使用する神々の技芸──スキル。それが発動されることによってクロウの背後に【壱いつ仟せん】と光の文字が浮かぶ。その数値はスキルの使用によって消費される奉納点を示し──

「はぁああああ！」

　同時に、姫騎士の体を閃せん光こうのエフェクトが包み込む。裂れつ帛ぱくの掛け声とともに大上段から振り下ろされる一撃は、境内を真一文字に引き裂いた。

　その一撃が向かう先は、ミカではなく匠。とっさのことで足が竦すくみ、匠は回避が間に合わない。

　瞬時にミカが動いた。迷わず、匠たくみに向かって駆け出す。

　地面を抉えぐる剣圧が匠に迫る。その間にミカは割って入り、

「っせい！」

　空気を破裂させるような一喝とともに、足を地に叩たたきつける。衝撃によって中和を試みるミカだが、焼け石に水だった。相手の力を受け流し切れず、地面を転がるミカを見てクロウが勝利宣言とも言えるような高らかな笑い声をあげた。

「ウワサじゃ、もっとやるって聞いてたんだけど期待外れだな！　ま、いいや。そのまま、押しきっちまえ！」

「承知！」

　長剣を振りかぶり、間合いを詰める相手の一撃をミカは回避できそうにない。半ば放心状態だった匠もさすがに気を引き締め直し、反射的に動いた。

「代替執行オルタナテイブ・防ガード！」

　匠は駆け出し、敵の攻撃に対して手をかざす。【伍ご仟せん】というエフェクトが消えるのと入れ替わりに光の壁が生まれ、敵の一撃を受け止めた。

　代替執行──神に代わって、その力を行使する機能。それは全プレイヤーで共通して、光の盾、ないしは剣という形で現れる。

　特徴として、一定の奉納点フエイスを消費するスキルと違い、プレイヤーは消費量をスマートフォン上で指定して使用することになる。その奉納点の消費量が多ければ多いほど盾は強固かつ巨大に、剣は鋭利かつ長大になるという仕組みだ。

　だがそれは、緊急時に行われる一時しのぎ的なものに過ぎない。所しよ詮せん、人は人。か弱い力で神々の力を受け止めるには限界があった。

　光の盾が、ガラスが割れるような音とともに粒子となって砕け散る。それで充分。匠が敵の攻撃を受けることによって生まれた、ほんの数秒の隙すき──その間にミカが体勢を立て直し、匠の手を取って力の限りバックステップをする。

　景色が高速で流れていく。着地点を選ぶこともできず、匠とミカは笹ささ藪やぶへと突っ込んだ。

《隔かく離り世よ》では痛覚が現実世界の十分の一にまで軽減されており、地面に体をたたきつけられても匠はすぐさま体を起こす。藪やぶから転がり出て、すかさずパートナーに問うた。

「ミカ！　大丈夫か!?」

「ちょっと、効きました。なかなかやりますね、今日の相手は」

　ミカの体を、ダメージを受けたことを示す黒い血液のようなエフェクトが伝う。ミカの反応は淡々としたものだが、危機を認めていないわけではない。ただ、感情が表れにくいだけだ。

　匠は、スマートフォンの画面に視線を落とす。ＨＰバーの残りはこちらが四割強、敵が八割弱。通常攻撃を一発や二発当てたところでひっくり返らない戦況であるが、悲観するほどでもない。この不利を覆す方法はいくつかある。

　一発や二発といわず、何度でも敵に攻撃を加える。幸い、ミカのファイトスタイルは実に《戦せん極ごく》のシステムに適している。

　もう一つはスキルの使用であるが、そちらは最後の手段にしておきたい。なにせ、コストパフォーマンスが悪すぎる。匠たくみはＨＰバーから所持奉納点フエイスへと視線を移した。

　さきほどの代替執行オルタナテイブの使用で５０００点分、数字を減らしている。また、クロウの奉納点もエフェクト通り１０００点分の減少。クロウがタイムアップによる勝利を狙ねらっているのなら、１０００点というのは少なくない消費だ。なにせ、それ以上使えば得られる奉納点よりも失う奉納点の方が多い──つまり赤字ということになる。

　クロウがこのままタイムアップによる小さな勝利を狙うか、リスクを負ってでもＫＯを狙うか──というのは正直、匠にとってどっちでもいい。先ほど敵の攻撃を防ぐために５０００点という奉納をしてしまった以上、匠が他に選ぶべき道はない。

「……よし。次で決めるぞ、ミカ」

「はい。サポート、お願いします」

　呼吸を整え、ミカが跳躍──笹ささ薮やぶから飛び出ると同時に、追撃を入れようとしてきた敵に向かってアッパースウィング気味の掌しよう打だを放つ。

　上体を後ろに反らし、ミカの攻撃を避よける敵。反りきった胴に、ミカが返す刀で二撃目を放つ。

　いったん離れて、仕切り直そうとしたのだろう。敵は先ほどと同じように、自分から飛んでダメージを軽減しようと足に力をこめる。

　そのタイミングに重ねて、匠はスマートフォンを操作した。

「《ハイプレッシャー》！」

　再び、【伍ご仟せん】のエフェクトが浮かび上がった刹せつ那な、姫騎士の動きが鈍にぶる。いきなり真上から巨大な手で押さえ込まれたかのように、華きや奢しやな体が地に向かって吸い寄せられた。

　姫騎士が戸惑いを隠しきれず、目を見開く。同時にミカの放った掌しよう底ていが、姫騎士の顔を突き上げた。

　痛烈な一撃が姫騎士の体を激しくノックバックさせ、門に当たって跳ね返ってくる。ミカはテニスの壁打ちでもするかのように再び姫騎士を門に向かってたたきつけた。

　ミカの攻撃は止まらない。格闘ゲームやアクションゲームにおける、いわゆる『壁ハメ』という状況に追い込み、三度目の打撃を加えた。

（途切れてくれるなよ……このコンボ！）

　匠は、はらはらしながら連撃を見守りつつもスマートフォンの画面に目を落とす。確認したのは、表示されているＨＰゲージの削れ具合。相手のＨＰはそろそろ五割を切り始めるところで──動いてくるとしたらここだ。

　匠たくみの予想通り、クロウが起死回生を図ろうとスマートフォンを操作しかける。先んじて匠は、声をかぶせた。

「《アースブレイカー》！」

　同時に現れる、消費奉納点フエイスを意味するエフェクトは【拾じゆう萬まん】──重すぎるコストだが、残り五割という敵のＨＰを一撃で削りきるにはこれを使うしかない。スマートフォンが匠の声を認証した刹せつ那な、天から雷がミカの体に降り注ぎ、

「受け取りました」

　雷を受けてもミカは微動だにすることなく、むしろ雷を自分の体の一点に集中させる。

　ミカの体を覆っていた紫電は右手に集まると、さらに輝きを増す。閃せん光こうに圧倒されたクロウの口から、乾いた笑い声が漏れた。

「ははっ……やっぱりそうなのか。圧倒的な戦闘センスに加えて、雷の使い手。武神と雷神の性質を併せ持つ神なんて、そうそういねぇ。テメェがウワサされている通りの神なら、初めからオレたちに勝ち目なんてなかったわな」

　自虐的な笑みを鮮烈なる雷光が照らす。その圧倒的な眩まばゆさにクロウが、声を上げた。

「タケミカヅチ──それがテメェの正体か！」

　繰り出す一撃こそが、ミカの答えだ。

　上からたたきつけるように放たれる、大ぶりの一撃。

　一拍置いて、地面を揺らす衝撃が訪れる。姫騎士の体が地球を割りかねない勢いで石畳にめり込み、そのダメージは画面に表示されているＨＰゲージがごっそりと削られるという形で示された。

　半分以上あったゲージが、今や消滅している。同時に、戦闘の終了を告げるファンファーレが響いた。





　　　○






《ラウンジ》に帰ってくるや否や匠は、鳥居の前にしゃがみ込んで頭を抱えた。

「……結局、使っちまった。勝ててもこれじゃ収支的にはスタミナの無駄遣いだっての」

　奉納点を使いすぎた。これなら地道に《クエスト》をこなしていた方が、スタミナの費用対効果的に良い。一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらって、見事にやらかした結果だ。

　そもそも《デュエル》は奉納点の獲得に特化したものであり、アイテムのドロップもなければプレイヤーランクを上げる経験値も微々たるもの。この失態を埋め合わせるためにはどうしたものか──と考えていたところでまた、背中に例の柔らかい感触が当てられた。

「──!?」

　匠たくみの脳が瞬間的に沸騰する。そのまま耳元で、脳をトロトロに溶かすようなウィスパーボイスがささやかれた。

「タクミ、やりましたよ。ご褒美とかあると、私はとても嬉うれしいです。逆に、私がタクミにご褒美を与える、というのもありですが」

　ミカの声は、聞いているだけで体がふわふわしてしまう。ご褒美ってなに？　なにを与えればいいの？　なにを与えてもらえるの──などと匠は考えるが、大事なことを思い出してどうにかこうにか意識をつないだ。

「あ、ああ。お疲れ。でも、すぐ次、行っていい？　今の戦いでランクが上がって、スタミナが回復した」

《デュエル》にせよ《クエスト》にせよスタミナというものを消耗する。《クエスト》では３～18ポイント、《デュエル》では一律18ポイントと定められている。

　回復する手段は三つに限られており、もっとも一般的なのが時間経過だ。《戦せん極ごく》では一〇分に１回復することになっていて、呑のん気きなプレイヤーはこれによる回復を待つ。

　二つ目が、《クエスト》のクリア報酬や課金によって手に入れる《勾まが玉たま》の使用。これは一つ消費するとスタミナを全回復することができる、という代物であるが、課金という性質上、やりたがらないプレイヤーもいる。

　最後に今、匠が急いでいる理由──『ランクアップ時のスタミナ全回復』だ。スタミナが満タンのままでいるということは、時間経過による回復分を無駄にするということであり、匠がそれを何より嫌うことを知っているミカは、すぐさま匠を解放する。

「そういうことならば、どんどん参りましょう」

　再び、鳥居を見据える匠とミカ。

　そこに、のんびりとした声がかけられた。

「あらあらー。やる気満々なところ悪いけど、ちょっとお時間いいかしら？」

　白の小こ袖そでに緋の袴はかま──いわゆる巫み女こ装束に身を包んだ少女が匠たちに歩み寄ってくる。

　彼女を表すのならば、『大和やまと撫子なでしこ』の一言で事足りる。癖のない黒髪を腰まで流した、柔和な笑みを向ける美人。大和撫子らしからぬところがあるとすれば、それは慎み深くない胸くらいだろうか。

　そんな美人を目にして匠は顔をゆがめた。『運営』の一人であり、匠のチュートリアルも担当した彼女──財たから部べほのかは匠にとって苦手な人間だ。

　それはほのかが常に神出鬼没で得体のしれない力の持ち主であるとか、いつも匠を子ども扱いしたような態度であるとか、匠の影の薄さなどお構いなしに見つけてくるとか、そういうことではない。もっと単純に、

「課金だったらしないからな」

　プレイを始めたばかりのころ、しょっちゅう催促に来られたことを匠はいまだに根に持っている。ほのかは気まずそうに苦笑すると、やんわり否定する。

「最近はレアガチャぶん回してくれるプレイヤーがいるから、匠たくみくんに課金してもらわなくても大丈夫かなーって」

　ガチャとは要するに、課金をすることでレアアイテムを手に入れる仕組みだ。神々は二つまでアイテムを装備でき、それによる強化ができるのだが、このアイテムの入手先は二つ。《クエスト》で手に入れるかガチャを引くかなのだが、ガチャ限定で手に入るアイテムは露骨に強力だったりする。

　レアガチャを一回引くのに消費する《勾まが玉たま》は五個──《勾玉》は一個百円なので、つまりは一回引くたびに五百円が飛ぶことになる。そうしたところで当たりが出るとも限らず、匠はガチャを回すこと＝イコール『金をドブに捨てる行為』と思っている。自然と、ほのかに取る態度はつれないものとなった。

「そりゃ、ありがたいことで」

「でも、したいなら止めないわよ？　ほらっ。浄財、浄財っ」

　ほのかはどこからともなく、募金箱くらいの賽さい銭せん箱ばこを出現させる。中にはいくらか小銭が入っているらしく、ほのかが揺らすとジャラジャラ音を立てた。

「うふふ……この音、癒いやされるわぁ……。癖になっちゃう」

　うっとりと箱をじゃらじゃら鳴らし続けるほのかは、お近づきになりたくない類たぐいのものだ。匠たくみはほのかが金の音に夢中になっているうちに去るのが吉として踵きびすを返した。













「話があるんだったら、また後でな。今スタミナ満タンなんで、ちょっと《クエスト》済ませてすぐ帰ってくるから」

「あ、待って待って。って、待ってもらわなくても強制的に待たせるんだけど」

　ほのかの言うことを右から左に聞き流しながら匠は、スマートフォンを操作して挑戦する《クエスト》を選ぼうとするが、その指が止まった。

「げ。なにこれ？」

　画面には大きく【運営からのお知らせ】と表示されているだけで、匠がいくらタッチしてもうんともすんとも反応しない。匠が焦って画面を連打したり、説明を請おうとほのかに切羽詰った視線を投げかけていると、ほのかは匠のスマートフォンを指さした。

「新しい機能が解放されたことについて説明を、ね。それが終わるまではダンジョンに行けない仕様なのよ。ん……おほん」

　かしこまって咳せき払ばらいをするとほのかは、大おお仰ぎように声を弾ませた。

「おめでとう！　ランク１００に到達したことで、ギルドの設立が可能になったわ！」

　匠の反応は芳かんばしくない。普段から表情に乏しいが、さらに死んだ魚のような目になっている。

　それはほのかにもわかっていたことだったのか、特に戸惑うことなく指摘した。

「あ、その顔。『ギルドなんか作る気さらさらないんだけど』って思ってるわね？」

「わかってるならとっとと解放してくれ。時間が惜しい。スタミナが満タンの状態ってのは、落ち着かないんだ。あんたもソシャゲの運営やってるならわかるだろ？」

　いつもより早口になり焦りと苛いら立だちを見せる匠に、ほのかはくすくすと肩を揺らす。

「スタミナを無駄にしない、ってしんどいだけよ？　スタミナなんて《勾まが玉たま》使えばいつでも回復できるんだから、暇なときにさくっとプレイするくらいの感覚の方が幸せじゃないかしらー、なんてアドバイスしてみちゃったり」

　あくまでにこやかに言うほのかだが、匠は自分が泥沼に向かって手招きされていることを知っている。誘惑に屈しないように自分を律し、白い目をほのかに向けた。

「さらっと『《勾玉》使えば』なんて言ってくれるけど、万年金欠の貧乏学生にとっては一個百円もするものをそうホイホイ使うわけにはいかないんだけど？」

「完全に無課金っていう縛りをかけてストレス貯ためるよりは、ほどほどに課金して楽しむのがいいと思うんだけど。特別に、今だけガチャ限定アイテム排出率アップ！」

　賽さい銭せん箱ばこを揺らして煽あおるほのかに対し、匠は断固として己の意志を貫つらぬく。

「引かない。ガチャ引くぶんの《勾玉》でアイテムボックス拡張する方が有意義だし。それより、新しい機能の説明があるんだったら早くしてほしいんだけど」

　匠がそういうスタンスを示すと、ほのかは意味深に目を細めた。

「ずいぶん、この世界に染まったわね。初めは興味無さそうだったのに」

　染まっている。改めてそう言われた匠たくみは、とっさにそれを否定する。

「……別に。他にやることもないし」

　何事にも執着しない。いつ、それがなくなってもいいように。

　それが、神か峰みね匠の信条である。

「皮肉なものねぇ。そんな態度をとるあなたが闘争の神──タケミカヅチ様のプレイヤーになるなんて」

　からかうように微笑ほほえむほのかに匠は、眉まゆを八の字にしてため息をつく。

「ほんとだよ。《戦せん極ごく》のシステムが勝手に選んだこととはいえ、よりにもよって俺なんかに日本有数の軍神をあてがわなくてもいいだろ」

　プレイヤーと契約する神は、《戦極》のアプリをインストールした時点でシステムがオートで選定する。チュートリアルで匠はそう説明されていたが、

「ま、契約する神様に所縁ゆかりがあると選ばれる確率が高くなってるみたいね」

　補足を入れるほのかに匠は、首をかしげる。

「って言っても、ミカとの所縁なんてガキの頃に住んでた家が、ミカが祭られている神社の近く、ってくらいなんだけど」

　匠がそう言うと、ミカが隣から半はん眼がんを向けてくる。

「近いだけでなく、たびたび遊びに来てくれていたでしょう？　……もっとも、宝物館で刀だけ見ていく変な子だと思っていましたけど」

「わ、悪かったよ。いつも、お参りもしないで帰っちゃって」

　気まずそうに匠が目をそらすと、ぐいと体を引き寄せられた。

「悪いと思っているのならば、これからはいつでも私が好きな時にｈｓｈｓハスハスさせてほしいものですね。ではさっそく」

「ひ、人が見てる前だっていうのに、お前は……っ」

　ミカへの負い目もあるのか、無理に振りほどくこともできず匠は棒立ちになる。胸元にミカの息遣いを感じ、耳まで真っ赤になっているとほのかが告げた。

「まぁ、意外と相性いいみたいでよかったわ。ここまで、破竹の快進撃じゃない。普通、ランク１００って無課金でやってたら三ヶか月げつはかかるんだけど、匠くんがここに到達したのはたった一ヶ月。奉納点フエイスに至っては同じランクのプレイヤーたちの倍近くよ？」

　そんな特殊な状況になったのは、ひとえにミカのピーキーな性能にある。匠はミカの頭を撫なでてなだめると、苦虫をかみつぶしたような顔になる。

「大きく勝つしかないんだよ。二つしかないスキルはどっちも消費が激しくて、レベルを上げるのにかかる奉納点も膨大。周りと同じペースでプレイしてたら、あっという間に置いていかれる」

　プレイを初めて二週間ほど──ミカのレベルが30くらいのところまでは順調だった。そこから急にレベルを上げるのに必要な奉納点フエイスが跳ね上がり、せっかく覚えたスキルも消費する奉納点が膨大。ＲＰＧに例えると、序盤でＭＰが低いのにいきなり最上級呪じゆ文もんを覚えてしまったようなものだ。しかもそのＭＰの枯渇が敗退条件となれば、気軽に使うわけにもいかない。フラストレーションがたまっているのが現状だ。

　ミカの基礎ステータスが高いおかげか、スキルを使うまでもなく相手をＫＯすることもできたが、あくまでもそれは稀まれなパターン。たまに大きく勝っては大きく奉納点を消費してレベルを上げる、という日々が続いていた。

　匠たくみはスタミナが満タンという状況にそわそわしながら、そっけなく告げる。

「それで、ギルドの設立？　今まで入ったこともないし自分で作る気もないんだけど、説明が必要だっていうんなら短めに頼む」

「徹底してるわね。さすが、フレンドを拒み続けてここまで勝ち残ってきただけはある、ってところかしら」

　多くのソーシャルゲームがそうであるように、《戦せん極ごく》にもフレンドという制度がある。《戦極》においては戦闘前にフレンドを選択すると、その能力が反映されるというものだ。

　神々の能力はスキルとアビリティに大別される。スキルが奉納点を消費して『使う』ものであるのに対し、後者は神々が持つ性質のようなものであり、オートで適用される。

　フレンドに反映されるのはこのアビリティだ。自分とフレンドのアビリティの組み合わせによって攻略に幅が増えるし、戦力は跳ね上がる。だが匠は、このゲームを始めるきっかけとなった人物を最初で最後のフレンドとして、それ以降送られてくるフレンド申請をすべて無視してきたし、自分からも申請することはなかった。

　それなのに、匠の戦績にはまだ黒星がない。匠が注目されているのはそのせいだ。『最近になって頭角を現し始めた、フレンドを持たないプレイヤーがいるらしいぞ』──と。

　匠はしかめっ面をしてほのかから目をそらす。匠が危き惧ぐしたとおり、お説教が始まった。

「いい加減、フレンド増やさない？　フレンド招待キャンペーンで《勾まが玉たま》とかレアアイテム配ってるの、知らないわけじゃないでしょ？　そもそも匠くんが《戦極》を始めたのだって、招待がきっかけだし」

「知ってるけど、そこまでして《勾玉》欲しくないし」

「それに、そろそろ攻略、キツくなってきたころじゃないかしら？　匠くんのフレンド、ミカ様とアビリティのシナジーないし。フレンドが高火力でダメージ受ける前に押し切るタイプなのに、ミカ様は逆にピンチの時にこそ効果を発揮するアビリティでしょう？」

「そうなったら、それまでだろ。他人の手を借りてまでゲームしようとなんか思わない」

「匠くん、ソーシャルゲームの『ソーシャル』ってどういう意味か知ってる？」

「『金を搾り取る』って意味か？」

　匠たくみが皮肉を込めて返すとほのかは、「お手上げ」とばかりに両手を肩の高さに上げた。

「ここまで社会性のないソシャゲプレイヤーも珍しいわよね」

「むしろソシャゲ廃人なんて、社会性を失った連中がほとんどだろ」

「たしかに、言えてるかも。ソーシャルって言葉の意味を改めて考えたくなるわ」

　ほのかも思うところがあるのだろう。それ以上匠に言い返すことはなく、物憂げにため息をつく。

「フレンド、って言葉がいけないのかしらねー。別にプレイヤー同士で交流することを強要しているつもりはないのだけど」

　ほのかの言葉に匠は、鼻を鳴らす。

「コミュニケーションのための機能、こんなに満載しておいてよく言うよ。メールぐらいなら他のソシャゲでもあるけど、ＩＭインスタントメツセージはおろか通話までできるのは《戦せん極ごく》くらいじゃないか？」

「それは開発担当の一人が強く主張してねー。『みんなでワイワイ遊んだ方が絶対楽しい』って、匠くんが聞いたら苦虫かみつぶしたみたいな顔しそうなこと言い出して──あ。ほんとに思いどおりの顔したわね」

「……ぞわっとした。絶対かかわりたくないタイプだ」

　匠の口ぶりからは、先ほどまであった冗談っぽさが完全に抜けていた。ほのかはそれに苦笑する。

「もっとも、がんばって通話とかの機能を実装した担当者には悪いんだけど、実際のところほとんどのプレイヤーは交流よりも戦いを有利に進めるためフレンド申請してるっていうのが現状なのよねぇ。フレンドが多ければ多いほど、選べるアビリティも多いわけだし。匠くん、そういう風にできない？」

「ムリ。生理的にムリ」

「どうしてそんなにこじらせちゃったのかしらねー、若いのに」

　匠は口を閉ざし、うつむく。やり場のない想おもいを示すように、握った拳こぶしが震えていた。

　その拳が包みこまれる。匠が顔を上げると、ミカは落ち着いた声音で言い聞かせた。

「タクミ、こんな拝金主義者の言葉に耳を貸す必要はありません。課金もフレンドも、しょせんは勝つための手段の一つ。ならば私は、タクミのためにそんな小細工など薙なぎ払はらいましょう」

「ミカ──」

　匠の震えがおさまっていく。ミカは静けさと鋭さを同居させた視線をほのかに向ける。

「というわけで、本題に入ってくれるでしょうか？　こっちは早くスタミナを使ってしまいたいのです」

「仲がいいわね、本当に」

　からかう気もなくなった、と言うかのように肩をすくめてみせるとほのかは、『運営』としての仕事に戻る。

「ギルドに入ったときの大きな変更点は三つね。一つ、所持しているアイテムの交換、譲渡が可能になること。二つ、《デュエル》においてギルドメンバー同士で肩代わりができるようになること。三つ、奉納点フエイスをギルド内で共有すること」

　匠たくみは頭の中でもう一度ほのかの言ったことを吟味して、疑問点を整理する。

「二つ、いいか？」

「どうぞ。まあ、細かいことは後で改めてメールで送っておくからそっちを参照して」

　指を二本立てる匠にほのかが、ダブルピースで応じる。巨乳巫み女このダブルピースだヤッホゥ、というのを顔に出してしまえばミカの嫉しつ妬とがマッハなので匠は淡々と話を進める。

「まずは、《デュエル》の肩代わりについて。この場合、ＨＰや奉納点はどうなる？」

　匠がこの問いをしたのは、自分がそのシステムを使うのではなく、相手に使われた場合のことを想定して、だ。幸い、今までそういうシチュエーションになったことはなかったが、いい機会だし把握しておきたい。

「ＨＰは引き継ぎだけど、奉納点は本来《デュエル》していたプレイヤーと代行するプレイヤー、別個のものとして扱うわ」

　ほのかの答えに匠は、わずかに眉まゆを寄せる。

「……つまり、やろうと思えば大技連発で格上を倒せるわけか」

　スキルは強力なものほど奉納点を消費し、だからこそプレイヤーたちの切り札となる。だが、この《デュエル》の代行というシステムは場合によっては二度も三度もその切り札を使える、ということを意味していた。

　匠がなにを恐れているのか理解しているかのように、ほのかは補足を入れる。

「そういうことね。もっとも、代行は一回の《デュエル》につき一度しか使えないから無限にプレイヤーを入れ替えて物量作戦、ってのはできないんだけど。あと、代行した側がＫＯされちゃったら本来《デュエル》していたプレイヤーも一緒にリタイア、とかそのへんも注意ね？」

　ほのかの答えに匠の懸念が解消された。匠が一番恐れたのはまさに、ほのかの言う『ギルドメンバーをフルに投入しての物量作戦』だ。

　スキルは強力だが、使うことには『奉納点の消耗』というリスクを伴う。そのルールが《戦せん極ごく》のバランスを保っていると匠は思っているが、《デュエル》の代行がそれを覆しかねない可能性があった。ひとまず不安が消えたところで、次の質問に移る。

「もう一つ、『奉納点の共有』ってのはどういうこと？　《戦極》はバトルロイヤル──つまり、最後の一人を決めるまで戦うっていうルールだ。なら、生命線である奉納点を共有するなんて、どうかしてるだろ」

「最終的には敵対するけど、それまではギルドのみんなで獲得したものを分け合いましょー、っていう協定みたいなものね。負けが続いた時のリスクをギルドの構成員で分散する代わりに、勝った時の報酬もみんなで分配。例外として、ＫＯについては総取りのルールが優先されるけど。まあ、保険とか社会保障的なものをイメージしてもらえればいいわ」

　ほのかの説明に匠たくみは、苦虫をかみつぶしたような顔をする。

「社会保障、ね。助け合いって言えば聞こえはいいだろうけど、やっぱ気がしれないな」

「あら。っていうと？」

「足を引っ張るのも、引っ張られるのも御免ってこと。負けたら自分の責任、勝ったら自分の功績。そういうシンプルなプレイの方が楽だ」

　それは《戦せん極ごく》というゲームに対する方針でなく、匠の人生観でもある。誰も頼らず、誰にも頼られず。ただ淡々と自分のことだけを考える。『個』であることが、匠の理想だったが──

「タクミ。それでは私のことも不要ですか？」

　不意に背中に押しつけられる、二つのやわらかい感触。ニヒルを気取った態度は、一瞬で吹っ飛ばされた。

「ミ、ミカっ。そ、それはっ、そのっ──」

　顔を赤くし、上ずった声をあげる匠。そんな匠を後ろから抱きしめつつ、ミカは耳元でささやく。

「どうなのです？　タクミはひょっとして、私はただのゲーム上にあるデータにすぎず、プレイヤーたる自分の力だけでここまで勝ち上がってきたと思っているので？」

　その行為には艶あでやかさだけでなく、匠の思い上がりを糾弾するような厳しさも秘められている。瞬時に匠は、自分の負けを認めた。

「ごめん、お前が必要だ！　もう一人でプレイしてるようなことは言わない！」

「ならば、よいのです」

　解放された匠は、限界まで上昇した脈拍を落ち着かせるように深呼吸する。おかしそうにそれを見ていたほのかは、やんわりと告げる。

「スタミナのこともあるし、説明は以上ってことにしましょうか。なにか、質問は？」

「……ない。それじゃ」

　匠は、ぶっきらぼうに言い残すと、足早に鳥居を目指す。

「あ、タクミ。置いていくなんてひどいです。ホノカ、説明ご苦労さまでした」

　ミカは深々と頭を下げると、匠を追いかける。

　二人の背中を見つめながら、ほのかは虚空に向かって呟つぶやきをこぼした。

「頼もしいんだか、不安なんだか」

　紅あかい空間に、ほのかの言葉が溶けていく。

「本当にあの二人が鍵かぎなのかしらねぇ、このゲームの」

　その意味を知る者はまだ、ごく少数だ。





　　　○






　匠たくみは、スタミナを使い切ったことでプレイを切り上げる。あとは寝る前までに回復するスタミナであれをやってこれをやって明日の朝起きたら──とスタミナ配分を考えながら《ラウンジ》に帰ってくると、ミカが匠の腕に自分の腕をからめて尋ねてくる。

「タクミ、今日の戦果はどんなものでしょうか？」

「ちょっと待って。今、確認する」

　匠は腕に当たるふにふにとした感触を極力考えないようにしながらスマートフォンを操作する。そこで、ＩＭインスタントメツセージが届いていることに気付いた。

《戦せん極ごく》のコミュニケーション機能の一つであるＩＭは、フレンド同士でのみ使えるものだ。フレンドが一人しかいない匠にとっては、自然と送り主が特定される。

　内容は、簡潔なものだった。

【ランク１００　おめ】

　おめ、とは『おめでとう』の省略形だ。匠も特にかしこまらず、

【㌧】

　と返す。『サンクス』──ありがとう、の意味らしいが匠はサンクスがどう転じて『㌧』になったかは知らない。スラングとして通じるから使っているだけだ。

　改めて報酬を確認しようとすると、今度は通話機能が着信を告げた。『通話を許可しますか』という一文の下に表示されている『許可』のボタンをタップし、匠はスマートフォンを耳元に運ぶ。

「もしもし」

　返ってくるのは、飄ひよう々ひようとした男の声だ。

『やーやー。メッセージ返してくれたってことは今、大丈夫かな？』

「はい。ちょうど、ひと段落したところです」

　すると、匠の腕に抱き着いていたミカが首を伸ばしてぶっきらぼうに告げた。

「いえ、取り込み中です。後でかけなおしてください、テッシュウ」

「こ、こらっ、ミカっ。あの、すみません、テツさん」

　ミカの無礼な態度を気にすることなく、男は鷹おう揚ように返した。

『相変わらず、仲がいいことだねぇ。お似合いだよ、まったく』

　諫いさ早はや鉄てつ舟しゆう、というのが男の名だ。人付き合いがいい方ではない匠が愛称で呼ぶ、唯一の存在である。

　その風体は一言で言えば胡う散さん臭くさいアラサーの男なのだが、匠たくみは鉄てつ舟しゆうと師弟関係にある。刀剣鑑賞という高校生らしからぬ趣味を持つ匠に鑑賞のポイントなどを教えてくれたのが美術館でたまたま会った鉄舟で、以来、鉄舟が趣味で集めている古刀を見せてもらうなど懇意にしている仲だ。

『そういうことなら、お邪魔虫にならないように手っ取り早く済ませようかな。ま、用件はメッセージで送ったとおりなんだけどね。おめでと、ランク１００』

　素直に祝われる機会が少ない匠は、鉄舟の言葉に戸惑いを見せる。目を泳がせ、やっとのことでなんとか返事をすることができた。

「えっと……どうもです」

「一応、感謝しておきます」

　二者二様の反応に鉄舟は、電話の向こう側で笑い声をあげた。

『そう？　感謝してくれる？　いやー、ほっとした！　や、最初は心配だったんだよ！　坊ぼん、争い事とか向いてないしこんなことに巻きこんじゃって悪いかなーって！　でもその様子なら許してくれてるってことだね！』

　その朗々とした声に、匠の頬ほおがひくついた。

「テツさん……本当に悪いと思ってます？」

『でもー、招待キャンペーンでもらえるアイテム欲しかったしー。ゴメンネ！　てへぺろっ！』

　新しいプレイヤーを招待するとレアアイテムをもらえるキャンペーンをやっているから登録だけでもお願いできないか──鉄舟の頼みを特に何も考えず受けてしまった匠だが、こんなことになるとは思っていなかった。まさか、そのゲームが自分の体を戦いにさらすものだなどと、予測できる方がおかしい。

『慣れたかい？　生身のどつきあいにはさ』

　鉄舟の問いに対し匠は、今までの戦いを振り返る。

　楽な戦いばかりだったわけではない。だからこそ、言える。

「……はい。自分でも意外ですけど、なんとかやっていけています」

　その答えに鉄舟は、また朗らかな笑い声をあげた。

『ははっ。なら、なによりだ』

　鉄舟の言葉に匠は、はにかむように苦笑する。

「っていっても、ミカが強いおかげですけど」

　匠に相手にしてもらえなくてふてくされていたミカは、不意に自分の名前が出されて匠を見上げる。「そう言うのでしたら誉ほめてください」という感じでミカは匠に向かって自分の頭を差し出し、匠もミカの希望通りにした。

『ときに、坊。ランク１００に達したということは、ギルドの設立ができるわけだよね』

　匠たくみはミカの頭をなでながら、おざなりに返す。

「しませんよ、そんな面倒くさそうなこと。一人で勝手にやってた方が性に合ってます」

『ブレないねぇ。坊ぼんらしいっちゃ、坊らしい。ま、味方をつくらないのはいいけどそれならそれなりに、目立ったマネはやめておきなよ？　最近、よくないウワサを聞くからさ。たとえば坊が、とあるギルドの恨みを買ってる、とかね』

「とあるギルド？」

　危機感のない匠の言葉に鉄てつ舟しゆうが、いつもよりわずかに声に緊張感を持たせた。

「《清せい流りゆうファンド》──今、最も精力的に活動しているギルドだ。でも、アレか。坊にとっては売られたケンカを買ってるだけか。坊って、自分から《デュエル》申請しないもんね。コミュ障だから」

　コミュ障なのはともかく、匠は思い出す。そういえばさっき戦ったやつが、ギルドがどうのこうの言っていたな、と。

　今まで気づかなかったが、匠はようやく自分が危うい立場にあることを自覚する。知らないうちに、とんでもないものを敵に回していたんじゃないか、と。

「……あの、精力的に活動している、って？」

　おずおずと問う匠に鉄舟は、自分の知識をひけらかす。

『有名ギルドの中では新参ながら、有力なプレイヤーの勧誘にご熱心で、ここ数週間で頭角を現してきた。方針としては、好感が持てるものだよ。初心者狩りをするようなプレイヤーの排斥を積極的にやってくれたりと、自警団みたいな活動をしている。何のつもりでそんなことをしているのかは知らないけどね』

　やけに詳しい鉄舟に匠は、一つの可能性を危ぶむ。

「あの、テツさんはそのギルドに──」

『入らない、入らない。僕も坊とおんなじだからさ。誰かとつるむのなんて、想像するだけで寒気がするよ』

　鉄舟の返事に匠は胸を撫なで下おろした。ゲームとはいえ、恩師である鉄舟と戦うことは考えたくなかった。

『ま、坊の戦いもこれからがいよいよ本番ってことかな。僕と君がぶつかり合うその時までは、お互い頑張ろうぜ』

「必ず当たる、ってわけでもないですけどね。俺とテツさん、どっちかが先に脱落することもあるわけだし」

　いつもの会話の延長線上として、匠は返したつもりだった。

『いいや。僕と君は必ずぶつかり合う。お互いの譲れないもののために、避けられない戦いをすることになる』

　鉄舟から告げられたのは、断絶の言葉。

　決して交わることなく、相対するという断言に匠たくみは動揺する。

「え……？　な、なに言ってるんですか、テツさん。それって、どういう──」

『なぁに、今は妄言と思ってくれていていいよ。オッサンの些さ細さいな戯たわ言ごとだとね。そいじゃ、またねー』

「あっ、ちょっと──」

　有無を言わさず通話が切られ、匠は物言わないスマートフォンを見つめて立ち尽くす。鉄てつ舟しゆうが気ままなのはいつものことだが、突き放すような言葉に匠は心細さを覚えた。

　鉄舟と敵対する理由など匠には思い当たらない。ゲームとして勝負するならともかく、『譲れないもののために戦う』など、想像もつかなかった。

　なら、なんであんなことを告げたのか。まるで未来を知っているかのような鉄舟の言葉の意味を匠が考えていると、不意にその手が握られた。

「タクミ、《クエスト》に行きませんか？　あのちゃらんぽらんな男の言葉についていちいち考えるよりも、体を動かす方が有意義かと。ぜひ、そうするべきです」

　どんな時でも淡々としている瞳ひとみに今は、切実さが灯ともっている。その意味が分からないほど匠は鈍感ではない。

　気遣ってくれているのだ。わけのわからない言葉を突きつけられて戸惑う自分を。

　匠は思考を切り替える。今は、ヘコんでいる場合じゃない、と。

「……そうだな。ちょっと待って。《勾まが玉たま》使ってスタミナ回復する場合の効率考える」

　強がって浮かべた苦笑にミカも、懸念が晴れたかのように表情を柔らかくした。

「お任せします。私は、頭を使うことは苦手なので」

　匠はさっそく、方針を立てようとする。その矢先、画面上の【フレンド】というアイコンの上に１と数字が表れた。

「あ。……またか」

　他のプレイヤーからのフレンド申請があったことを示すものだが、それ自体は珍しいものではない。いつもと同様に見なかったことにしようとする匠だが、相手のプロフィール欄に並ぶ数字に思わず手を止めた。

【ランク３５０　所持奉納点フエイス２，５１２，３４４】

「これって……」

　匠は息をのむ。一ヶか月げつ、《戦せん極ごく》をプレイし続けてきたが七桁けたの奉納点というものは見たことがない。

　もっとも、そういう存在がいることだけは以前から小耳にはさんでいた。一〇〇万人のプレイヤーのうち、たった四人。その領域にたどり着いた者たちがいる、と。

　所持奉納点が一〇〇万点を超えていることから《ミリオン》と呼ばれるプレイヤー。

　その一角からのフレンド申請に匠は、言いようのない胸のざわめきを感じた。





弐．







　匠たくみがランク１００に到達してから数日。

《ラウンジ》の片隅で巨木の根元に腰をおろし、幹に背を預けるようにして空を仰いだ匠は、陰いん鬱うつにため息を漏らす。

「……またかよ」

　その手にはスマートフォンが握られ、画面が映すのは《戦せん極ごく》のメール欄。未読を示すアイコンの隣にある名前は、その下にもずっと続いていて画面はその送り主からのメールで埋め尽くされていた。

　読むまでもなく内容の予想はついているが、念のため未読のメールを開いてみる。文面にこそ多少の違いはあるが、結局いつもの一文で締めくくられていた。

【君の力が、オレのギルドに必要なんだ。一度直接会って、オレの話を聞いてもらえればきっと共感してもらえる。ぜひ、返信してきてほしい】

　最初にメールが届いてから数日。匠は一日三回、このメールを受け取るはめになっていた。連日にわたってシカトされ続けているのにもかかわらず、こうも根気強く勧誘してくる相手の気がしれない。というか、こっちの気が病みそうだ。

「もうヤダ……しつこいを通り越してきもちわるいんですけどこの人……」

　膝ひざを抱えて自分の殻に閉じこもりだす匠の肩を、ミカは揺らす。

「タクミ。いい加減、きっぱりと断りのメールを返すなりしてはどうかと」

「嫌だよ、面倒くさい」

「なら、私が代わりにメールを打つとか」

「メール送るのが面倒くさいんじゃなくて、それがきっかけで向こうになんらかの印象を持たれるのが嫌なんだよ。メールの文面からでも、性格っていうのは滲にじみ出でるんだから」

「そういうものですか。ちなみに、匠はこの送り主をどんな性格だと見ているので？」

　匠は今一度、スマートフォンの画面に眼めを落とす。

　受ける印象は最初に見たときと変わらず、苦々しい顔で答える。

「──リア充。リア充集団の中でもリーダー格っていう、とびっきりのリア充だ。流行に左右されることなく、むしろ自分が流行を作ることができるってくらいの」

　リア充、という言い回しにいまいちピンと来ないのかミカは、自分の知っている言葉に置き換える。

「ガキ大将のような感じでしょうか？」

「ちょっと、ニュアンスが違うかな。力で押さえつけるような、オレ様ってタイプじゃない。一見周りの意見を尊重して、和わ気き藹あい々あい盛り上がろうぜって方針に見えるんだ。でも、最終的には自分が一番望む結果に落ち着ける。そうしないと気が済まない我の強さも見て取れる、この文章からは」

　すらすらと読み解く匠たくみにミカは、感心して目を輝かせる。

「そこまでわかるのですか。あれっぽいですね。ぷろ、ぷろ……」

「プロファイリング？」

「それです」

　ぽんっ、と手を叩たたくミカだが匠は、自虐的に口元を曲げる。

「どうだろうな。推測だよ、しょせん。もしかしたら大ハズレかもしれない。俺の僻ひがみも入ってるし」

　リア充を見下しているわけではない。むしろ、あのように生きられればどれだけいいだろうかとすら思っている。

　だが十七年という人生経験の中で匠は知ってしまった。自分は彼らのように生きられない。真ま似ねをするくらいがせいぜいで、そのためには人一倍の努力を必要とする、と。

　そんな苦労をするくらいならば自分はリア充になれなくていい。諦てい観かんを口には出さず、匠はあくまで自分の胸の内に秘めておく。

「当たっているのかいないのか確かめるなら、お会いしてみるのが一番手っ取り早いかと。向こうも直接話したいと言っていることですし」

　ミカの言うとおり相手は、『直接会って自分という人物を見定めてほしい』と言ってきている。こういうところも含めて匠はこの人物と相あい容いれないと思った。

　生理的な嫌悪感であり、理路整然と説明するには難しい。匠はしばらく考えてはみたが、結局は上う手まい言いくるめ方を思いつかず、お茶を濁すだけとなる。

「やっぱ、保留で」

「あいかわらずの臆病者チキンっぷりですね」

　ミカのジト目に射抜かれ、匠はそわそわと目を泳がせる。ふと、視線の先に二つの影を捉とらえた。

　こちらに向かって歩いてくる、一組のプレイヤーと神。匠の怪け訝げんそうな視線に、プレイヤーらしき青年が相好を崩した。

「やぁ。タケミカヅチのプレイヤーって、君？」

　匠はとっさに身構える。知り合いでもないのに親しげに声をかけてくるやつなど、匠にとって異星人のようなものだ。

　その過剰な反応に相手──細身の青年が、苦笑する。

「その反応だと正解、かな？　あぁ、警戒しないで……って言っても無理はないか」

　青年の言うとおりだった。匠は神経を張りつめさせ、慎重に声を絞り出す。

「……あんた、何者だ？　なんでミカの正体を知っている？」

　匠たくみの問いに青年は、隠し立てすることなく自己紹介をする。

「オレは、速水はやみ征せい士し郎ろう。《清せい流りゆうファンド》ってギルドのマスターをやらせてもらってる。そのキュートなパートナーの正体を知っていたのは、ここ最近うちのメンバーが君たちの手で《戦せん極ごく》からリタイアさせられてたんで情報が集まっていた、ってところ」

　匠の警戒レベルが一気に跳ね上がる。相手が告げたのは、ここ最近しつこくメールを送り続けてきている張本人の名だった。

　思っていたより、若い。匠と同い年か少し上くらいだろう。理知的で隙すきのない、整った容姿をしていながら、人好きのするさわやかな笑顔が似合う。言い換えると匠の苦手なタイプだ。どこかで見たような覚えがあるが、匠にとってイケメンはだいたい同じ顔に見えるので気のせいということにしておく。

　同時に、「こいつならあのメールを送ってくるに違いない」と納得する。リア充ほど人の都合を考えないというのが匠の持論だ。

　征士郎が予想通りの人間であったためか、匠の興味はむしろその隣に立つ存在へと移る。その意図を汲くんだかのように、征士郎から彼のパートナーを紹介された。

「こっちは、ヤマトタケル。けっこう有名だし、説明はいらないよね？」

　黒の長衣に身を包んだ、ひどく不吉な神がその場で小さく会釈をよこす。

　西洋風のつば広帽に、印象的な鳥のくちばしを模した仮面。匠は、中世のヨーロッパでペストを専門に治療する医者がこんな姿をしていた、と世界史の授業で教師が雑学を披露していたことを思いだした。

　その特徴的な格好と、征士郎があまりにもあっさりと自分のパートナーの名前を告げたことに匠は放心する。情報を整理しようとする匠の背中に、さらに莫ばく大だいな負荷がかかった。

　背中に伝わる柔らかい感触。それに匠は、声を裏返す。

「ミ、ミカっ？　な、は、はぁっ？　いきなり、なにをっ？」

　おんぶだった。ミカが匠の首に手を回し、腰では両の脚をがっちりとからめてホールドしている。匠におぶる気があろうとなかろうと密着する、完かん璧ぺきな形だった。

　牧歌的な光景に引き換え、ミカの声は戦いのときと同じように鋭かった。

「──気をつけてください、タクミ。相手、かなりできます。ヤマトタケルといえば九州人を殺すのにわざわざ女装する変質者のように思われるでしょうが油断できません」

「九州人って、クマソタケルを討伐した遠征のこと？　その言い方だとまるで女装癖のあるシリアルキラーみたいだな……っていうか、なんでおんぶ？」

　もっともな匠の指摘にミカが、真顔で返す。

「一流の達人は、立ち方ひとつで相手の力量がわかるもの。タクミがメールの文面から相手の性格を読み取ることができるように、私は敵の姿勢でその実力を測ります」

「それが、この状況とどう関係が？」

「無論、立ち方を悟らせないために決まっています。こうしてタクミに支えてもらえば、敵は私の姿勢から力量を見極められないというわけです」

　さも当然のように結論付けるミカ。そのやり取りがおかしかったのか、征せい士し郎ろうが小さく肩を揺らした。

「仲がいいね。うん、ウワサにたがわない、いいコンビだ。フレンド申請を拒否し続けてきたがゆえの、絆きずなの強さなのかな？」

　こちらの情報は向こうに筒抜け──と匠たくみは思っておく。ミカの太ももに手を回し、しっかり担ぎ直して気合を入れる。その反応を見た征士郎は、自分のパートナーを追い払うように小さく手を振った。

「ヤマトタケル。席を外せ。お前がいると、向こうはずっとあのままみたいだ」

　ヤマトタケルがなにも言わず、ただ小さくうなずく。次の瞬間、その体が忍者のように消えた。

《ラウンジ》において、神々が姿を消したり瞬間移動をしたりする、ということはない。それは裏を返せば、今ヤマトタケルが姿を消したのは純粋に彼の体術、ということだ。

　匠はミカが警戒する理由を改めて実感し、おぶっているミカを地面に下ろした。向こうがパートナーに席を外させたのなら自分もそうするべきか、と匠は迷ったが、征士郎はそれを見抜いたように、朗らかな笑みを向ける。

「いいよ。彼女を下がらせる必要はない。よければ、一緒に話を聞いてくれないかな？」

　その言葉に甘えさせてもらう。初対面の人間と一対一で話し合うのに比べて、気心の知れたパートナーが隣にいてくれる心強さは段違いだ。

　とはいえ、もともとコミュ障。怯おびえを前面に出さないよう、精いっぱい虚勢を張って匠は征士郎を見据える。

「……っていうかさ、ハッタリなの？　自分からパートナーの正体を明かすなんて、正気じゃないだろ」

　情報はなるべく相手に与えない。戦いにおける原則だ。プレイヤーと契約しているのがどの神なのかということはフレンドにも公開されない情報であり、それを明かす征士郎を匠が疑うのも無理はなかった。

　告げられた名前に匠は、豊富とは言えない日本神話の知識を掘り起こす。ヤマトタケル──ミカと同じく、軍神の性質を持つ者。タケミカヅチよりも若い世代の神とされており、神というよりは『英雄』として語り継がれている、というのが匠の印象だ。

「敵意がない証拠だと思ってほしい。あくまでもオレは、キミを勧誘しに来ているだけだ。再三言っているように、オレのギルドにキミが欲しいんだよね。……おっと、失礼。キミと、そのキュートなパートナーが」

　征士郎の口ぶりに匠の苦手意識がより一層強くなる。長い間、話していたくないタイプの人間だ。

　とっとと切り上げてしまおう。匠たくみは自分のスタンスを、いつもよりやや強い語調で示す。

「悪いけど、馴なれ合あうつもりはないんだ。そういう戦いだろ、これって」

「いいね。オレ好みの答えだ。ますます誘いたくなった」

　きっぱりと拒絶する匠に征せい士し郎ろうは、どういうことか機嫌をよくする。

「……あのさ。つるまないって言ってるんだけど」

「そうだね。でも、つるまずに戦い抜こうって意志がない奴やつを誘っても意味がない。君は少なくともこの戦いの本質をわかっている。そう評価しているのさ」

　匠は真意を見極めるように征士郎の表情──いや、全身を観察する。相手が放つシグナルを一つも見逃すものかと、戦闘の時と同じ状態に気持ちを切り替えた。

　ポーカーフェイスのままそれができるほど匠は器用なわけではない。征士郎も匠の変へん化かに気づきながら、続けた。

「オレが欲しいのは、ギブアンドテイクが成立する関係だ。それを踏まえたうえで、もう一度言わせてもらう。オレと手を組まない？　君にとっても悪い話じゃない。ギルドの機能の一つ……アイテムの譲渡。よかったら、気に入ったものをいくらでも都合するけど」

　と、征四郎は自分のスマートフォンの画面を匠に向ける。表示されているのはアイテムボックスであり、そこにはアイテムがレアリティ順に並んでいるのだが、どれも匠がお目にかかったことがないものばかりだ。

　それも当然。レアリティの高いアイテムはガチャでしか手に入らず、無課金主義の匠には縁遠くなる。画面いっぱいに並んでいるレアアイテムに匠は、征四郎が《戦せん極ごく》にいくらつぎ込んだのか想像し、次第に眩暈めまいがしてきた。

「……ナニコレ？」

「なにって、好きなのあげるって言ってるじゃないか。ダブってるのも多いし」

「いや、なんでこんなに持ってんの？」

「そりゃあガチャ引いたからだよ。金をつぎ込めば強くなれる……いいよね、楽な上にわかりやすいシステムで。……あ、もしかして『こんなゲームのデータなんかに意味はない』って思ってる？　じゃあ、こっちならどうかな？」

　征士郎が取り出したのは、分厚い財布だ。ブランド物に興味がない匠でも知っている模様をしたそれを征士郎は、丸ごと差し出してくる。匠はぎょっとして後ずさった。

　異星人だ。ずっと人との関かかわりを絶って生きてきた匠にとって、初対面の人間に馴なれ馴なれしく振る舞われるだけでも気持ち悪いというのに、無防備に大金を渡そうとするなんて、どうかしている。匠は胸に渦巻く気持ち悪さを、ため息に乗せて告げる。

「あんたの気がしれないんだけどさ、どういうつもりでギルドなんて作ってんの？　たしかに《戦極》にはそういうシステムがあるけど、俺たちは最後の一人を決めるためにいつかお互いを滅ぼしあわなくちゃいけない。違うか？」

　匠たくみの問いに、征せい士し郎ろうはすぐには答えなかった。値踏みするような視線にしばらく貫つらぬかれることを、匠は強いられる。

　匠が焦じれてきたところで、眼鏡にかなったのだろう。征士郎が、ようやく口を開いた。

「──君は、このゲームに違和感を覚えたことがないかな？」

「違和感？」

「ああ。さっき君が言ったとおり、このゲームには終わりが定められている。最後の一人を決める、っていうね。でもそれって、ソシャゲにしては珍しいよね。少なくともオレは、《戦せん極ごく》以外にクリアの目標が決まっているソシャゲを知らない」

「……確かに」

《戦極》を始めたことをきっかけに、匠もほかのソシャゲに手を出し始めていた。どれも長続きはしなかったが、征士郎の言っていることは正しい。

『運営』はゴールをさせない。採算が取れる限り次々とアップデートを繰り返し続ける。それが匠の知っているソーシャルゲームだ。

「『運営』にとっては本末転倒さ。プレイヤーが離脱するごとに収益源を失い、戦いが終結を迎えるころには多くの『顧客』を失う。これって、大損以外のなにものでもない。だよね？」

　確認するように尋ねてくる征士郎に匠は、賽さい銭せん箱ばこを揺らしながら課金を迫ってくるほのかを思い出す。

「あの銭ゲバらしくない、ってことか」

「そう。つまるところ、『運営』には金かね儲もうけ以外の目的がある。たった一人の勝者を決めなければいけない理由がね」

　理由──匠はそれに一つ、思い当たることがある。匠の口からその単語がこぼれた。

「《原初の威光ライト・オブ・オリジン》──最高神の位か」

　公式に発表されているわけではない。フレンドを持たない匠は誰かと情報を共有するわけでもなく、ただのウワサとしてその情報を耳にしている。

《戦極》の勝者──最後に残った神とそのプレイヤーが手にするものは、最高神の座であり、この世界を思い通りにする力だと。

　壮大、かつ漠然としすぎている。眉まゆ唾つば物ものの話を征士郎が本気で鵜う呑のみにしているのか、匠は疑った。

「あんな与よ太た話信じているってのか？　なんか、確かなソースがあったり？」

「いろいろ、さ。それを明かすのは、キミがもっとオレを信用してくれてからかな」

　この言い草である。匠は追及を諦あきらめ、話を進めることを優先した。

「なんにせよ、この戦いはいずれ終わる。あんたが言いたいのはそのことだろ？」

「少なくともオレは、そう考えている。これは金かね儲もうけだけが目的のゲームじゃない。むしろ、最後の一人を決めるための儀式だ。言い方は悪いけど、蠱こ毒どくみたいなものかな」

「そいつは、確かに趣味が悪い」

　匠たくみは虚勢を張って、笑みを浮かべる。

　蠱毒──古くから伝わる、器の中に入れた虫同士を食らい合わせ、呪のろいの力を得る儀式。

　そんなものの材料に自分が──いや、自分とミカがなっているとは思いたくなかった。

「──そして、最後の一人がすでに決まっているとしたら？」

「なに？」

　匠は耳を疑う。これまで築いてきた前提を崩されたような気がした。

　最後の一人を決めるために戦う。そうであるはずなのに、すでにそれが決まっているのなら──それはとんだ茶番だ。

「天あま照てらす大おおみ神かみ──この国に生まれたんだから、名前くらいは知ってるよね？」

　匠は息を呑のむ。体が勝手にそうさせるくらいの知識は持っている。

　この戦いに参加するようになってから、「戦闘の際に知識があれば有利になるかもしれない」と、八や百お万よろずの神について大おお雑ざつ把ぱに調べている。ネットで検索した情報によると、かの神についてはこうだ。

　天照大神。皇こう祖そ神しん・イザナギから生まれた三姉弟きようだい──三さん貴き子しの一柱。太陽を司つかさどる神にして、この国の最高神とされる神。

　そこまで考えて、匠は違和感に気づいた。

「でも、それっておかしくない？　アマテラスは現役の最高神だ。引退するから席を譲るっていうのならともかく、自分で優勝したら意味ないだろ」

　征せい士し郎ろうが、神妙な顔でうなずく。

「たしかに、そのことを踏まえると例のウワサは疑わしくなる。だけど天照大神が圧倒的な力を持っていることは事実だ」

「断言するほど……なのか？」

　征士郎の強さは公開されているランクや奉納点フエイスでだいたいわかる。それほどまでのプレイヤーが勝てないという存在を、匠は想像もできなかった。

　訝いぶかしげな顔をする匠に、征士郎が「念のため確認」という口ぶりで尋ねてくる。

「天照大神と《デュエル》したことはないよね？　その様子だと」

「まだランクが低いもんでね。大物にケンカは売れないし、できたとしても無駄にスタミナを消費するだけだろうからやらない」

　それまで張り詰めた雰囲気をまとっていた征士郎は、わずかに表情を穏やかにして匠を称たたえた。

「慎重で、賢明な選択だ。君は無課金派だっけ？」

「俺のことはどうでもいい。そのアマテラスがどうした？」

　征せい士し郎ろうは言葉を選ぶようにしばらく沈黙をはさみ、口を開いた。

「結論から言うと、天あま照てらす大おおみ神かみは倒せない。システム上、そうなっている」

「システム上？」

　匠たくみが妙な言い回しを気に掛けると、征士郎が逆に問いかけてくる。

「ゲームって、けっこうやる方？」

「ＲＰＧなら、人並みに。他はあんまり」

「オッケー、オッケー。ＲＰＧやってると、絶対に倒せない中ボスとか出てくるじゃん？　イベント戦っていうか、強制敗北が決まっているバトル。アマテラスについてはそれを想定してもらえればいい」

　匠もその経験があるだけに、すんなりと理解ができた。こちらのダメージを一切通さないなど、露骨な形で敗北を強いるバトルをさせられたことが何度かある。

　だが、《戦せん極ごく》はそういったゲームではない。プレイヤー同士が戦い、勝者を決めるゲームだ。そんな戦闘が、そんなプレイヤーが存在してしまってはゲームの公平さが損なわれるどころじゃない。ゲームとして、まったく破は綻たんしてしまっている。

「強制敗北させるって……とんでもない大当たりを引いたもんだな、そのプレイヤー」

　匠が忌々しげに吐き捨てると、にわかに征士郎の声が鋭さを取り戻した。

「……いや、天照大神はプレイヤーを持たない。彼女自身がプレイヤーそのものだ」

　征士郎の雰囲気がまるで「ここからが本題だ」と言わんばかりに剣けん呑のんさを帯びる。ずしりと圧のしかかる言葉の重さに呑のまれ、匠は目を見開いた。

「その、もの……？　ありなのか、そんなの？」

「ないね、彼女以外には。だからこそオレは、天照大神がイレギュラーの存在だと確信しているってわけさ」

　得意げに情報をひけらかす征士郎。それは匠をギルドに引き込むためというのももちろんあるのだろうが、匠にはどうしても気になることがあった。

「アンタ、なんでそこまでアマテラスについて詳しい？」

　征士郎の答えは沈黙だった。答えないなら会話をここで打ち切っても良かったが、匠は好奇心に逆らわず、口を閉ざす征士郎にあえて自分から踏みこむ。

「戦ったことがあるのか？　アマテラスと」

「──ああ。興味本位でね。結果は散々だったよ。戦いとすら思ってもらえず、無様にも見逃してもらった」

「そこまで……か」

　所持奉納点フエイスが百万を超えている──俗に《ミリオン》と呼ばれているプレイヤーは現在、征士郎を含めて四人しかおらず、それだけで匠は目の前の人物が住む世界の違う人間だと察している。が、アマテラスはさらにその上を行くらしい。強さを想像しておののく匠たくみに、征せい士し郎ろうが続ける。

「だけど、収穫がなかったわけではない。一つ、わかったことがある」

「な、なんだっ？」

　攻略の糸口があるのかと、匠は希望を抱く。

　だが征士郎の口から放たれたのは、むしろ逆のことだった。

「彼女には攻撃が一切通らない。属性や威力にかかわらず、あらゆる攻撃が全すべて、そっくりそのまま返される」

　征士郎の告げることに匠は、あるものを連想する。

　三種の神器の一つ。天あま照てらす大おおみ神かみを象徴とする魔鏡──

「──八ヤ咫タノ鏡カガミ」

　匠の口からこぼれたつぶやきに、征士郎は深くうなずく。

「そう。それが天照大神のアビリティ──彼女が《フェイタルミラー》と呼ぶ力だ」

　征士郎の言葉に匠は、疑問を呈する。

「アビリティ？　スキルじゃなくて、アビリティなのか？」

　それを聞くや否や、征士郎はさわやかに顔をほころばせた。

「グッド。そこに食いついてほしかった」

「ふざけてる場合じゃない。そんなの、異常だろ……」

　匠は《戦せん極ごく》におけるシステムを思いかえす。

　奉納点フエイスを消費してさまざまな効果を起こすスキル。それに対してアビリティとは、オートで適用されるいわばその神が持つ性質であり、すなわちそれが示すことは──

　アマテラスが敵の攻撃を常時、無条件で反射するということだった。

　その事実に、匠の顔がゆがむ。

「じゃあ、なにか？　この戦いは最初から、アマテラスとやらが俺ＴＵＥＥＥＥするための茶番で、俺たちはそれに付き合わされてるってわけか？」

　征士郎の言葉が真実ならば、アマテラスは本人の意思にかかわらず、システム上の仕様として攻撃を跳ね返すということだ。その力がスキルであるのなら不意打ちをするなり奉納点を枯渇させるなり戦い方はあるが、アビリティとなると手の打ちようがない。

　単純にして絶対──それが最高神、天照大神であった。

　征士郎がこれまでのまとめをするように、静かにため息をついた。

「だから言ったろ？　勝者は既に決まっている、って。チートみたいなもので、正直オレはキミもそういう類たぐいのプレイヤーかと疑った。なにせ、タケミカヅチのステータスが高すぎる。最初は成長が速い代わりに最大値が低いタイプかと思ったけど、そうでもなさそうだしね」

　征せい士し郎ろうの指摘に匠たくみは、あたふたと弁解を始める。

「チ、チートなんてしてないぞ、俺。っていうか、そんな知識もないし」

「うん、それは直接話してみてわかった。キミはそういうことをする人間じゃないよ」

　朗らかに笑って同意してくれる征士郎に匠は、一瞬だけ「いいやつかも」と思ってしまうが、すぐにその考えを頭から追い出した。人間不信の年季は伊だ達てじゃない。深入りすることなく、あくまでも征士郎が都合のいい言葉を並べていると疑ってかかる。

　匠の徹底した警戒っぷりに苦笑しながら征士郎は、続けた。

「ま、俺ＴＵＥＥＥＥっていうのは状況を端的に表しているね。オレたちは出来レースに付きあわされることになっている。でもさ、だからといって『はいそうですか』って諦あきらめられるほどオレは聞き分けが良くなくってね」

　征士郎が、身を乗り出した。それまでのスマートなイメージとうって変わった、稚気に満ちて輝く瞳ひとみで征士郎は語る。

「やってみたくないか？　俺ＴＵＥＥＥＥを信じているやつの鼻っ面に、ガツンとキツい一撃をぶちかますのを。金の力に任せた、新時代の到来を告げる神殺しジヤイアントキリングを」

　匠は一瞬、高こう揚ようする自分を意識した。だが、あらかじめ、征士郎を『人を動かすことに長たけたリーダー資質を持つリア充』と分析してあったことによってなんとか自分を律する。こいつは言葉巧みに相手を動かそうとしているだけだ、と。

　自分の感情の手綱を強く握り、匠は慎重に問う。

「……なんとかする方法が、あるのか？　っていうか、金の力？」

　匠がうさん臭そうな視線を向けると征士郎が、勇み足になったことをはにかむような笑みを浮かべた。

「もう、ギルドという枠組みを超えてこの茶番を阻止しようとしている同志が集まりつつあるところでね。それぞれ専門分野ってものがあって、ある者はオカルト的な角度から、ある者はゲームのプログラミングっていう角度から天あま照てらす大おおみ神かみのアビリティを打開する策を探っている。そして、オレの担当が金ってわけ」

　ぴんと来ず、だんまりを決めこむ匠に征士郎は続ける。

「オレは、金の流れに敏感なことが取り柄でね。課金っていう制度がある以上、金銭的なバックアップはもちろん、オレたちが使っている金がどこに流れていくのかを辿たどるのがオレの仕事だ」

　無課金主義の匠には考えつかなかったアプローチだ。同い年くらいに見える征士郎が、そんな手法をとっていることに驚きながらも、匠は自分なりに頭を働かせる。

「金の流れていく先っていうと、『運営』ってこと？」

「そ。アマテラスの強さがシステムに則のつとっている以上、そのシステムを構築している存在──『運営』に疑いを持ったんだけど」

　征せい士し郎ろうが言葉を濁す。みなまで言わなくても、匠たくみはその先を予測した。

「空振り、ってわけか」

「……ああ。『運営』の誰一人として、何者なのか掴つかめなかった。少なくとも戸籍は持ってない──この国にいないことになってるね、あの人たち」

「え？　そういうことって、他人が調べてわかるもんなの？」

「ルートはあるものだよ、金さえ出せばね。むしろ、金で何とかならないことなんて滅めつ多たにない。『金でできないこともある』なんてのは、その横暴をまかり通らせるだけの資産を持っていない奴やつのセリフだね」

「……あんた、そんなに金持ちなの？」

「いろいろ商売が成功してね。有力なプレイヤーに投資できるくらいの資産は持ってる」

「投資、か。なるほど、『ファンド』を謳うたうわけだ」

　それが速水はやみ征士郎というプレイヤーの方向性。大局を読み、損害を減らし、利益を得る。匠のしている戦いとはまた別種の戦い方だ。個人主義の匠にとっては共感できないもので、声には自然と皮肉めいたものがにじむ。

「……話がそれたね。ここで問題だ。じゃあ俺たちの目の前に現れた、あの『運営』を名乗る連中はいったい何者なのか？」

　それは匠もずっと考えていたことだった。

　わざわざソーシャルゲームなんて枠組みを作り上げ、いるかどうかも不確かだった神々とプレイヤーを引き合わせて《戦せん極ごく》を始めさせた存在。匠の知る常識を壊し、それに悪びれることもなく笑顔で《隔かく離り世よ》という異界を渡り歩く、財たから部べほのかを始めとした『運営』とはいったい、何者なのか──

　疑わしいのは確か。だが匠は、征士郎が投げかけた疑惑を鼻で笑って一いつ蹴しゆうした。

「言いたいことはわかるけど、信用できないって点じゃあんたも一緒だ。ってか、ほのかとは昨日今日会った仲じゃないし、あんたよりはあいつの言うことの方が信じられる」

　匠の答えに征士郎が、わずかに眉まゆをひそめる。

「このまま『運営』の手のひらの上で踊らされる、と？」

　征士郎の顔からいけすかないさわやかさが消えたことに匠は、胸がすく思いで続けた。

「同じ騙だまされるなら、うさんくさいイケメンより巨乳の美人に踊らされたほうがまだ諦あきらめがつく」

　その答えは征士郎の意表をついたようで、鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔をする。

　やがて征士郎が、堰せきを切ったように笑い出した。

「あははははっ！　そっか、巨乳か！　ならしょうがない！」

　別にウケを狙ねらったわけではなく、ありのままの気持ちを語っただけなのだが、なにかが彼の笑いのツボを刺激したらしい。ようやく落ち着いたのか征士郎は、目じりに浮かんだ涙をぬぐった。

「誤算だったよ。君の巨乳への情熱を、ちょっとみくびっていたみたいだ」

「……そりゃ、どーも」

　釈然としないながらも、『金でなんでも思い通りになる』なんて馬鹿げたことを考えている征せい士し郎ろうに一矢報いることはできたはずだ。征士郎が匠たくみに背を向け、歩き出す。

「いったん、出直すよ。うちのギルドに巨乳がいればよかったんだけど、いなくてね」

「いや、別にあんたのギルドに巨乳がいようがいまいが入る気はさらさらないよ？」

　一応、念押しをしておく。そうでないと乳だけで動く人間だと思われかねない。

　征士郎がふと歩みを止め、振り向くことなく告げる。

「そうそう。例大祭フエスの仕組みについては、知ってるかな？」

《戦せん極ごく》では定期的に、特殊なルールを設けた戦いが行われる。

　それが例大祭。このイベントの賞品でしか手に入らないアイテムがあり、プレイヤーたちはこぞって上位を目指すというものだ。

　匠は、征士郎がなにを言いたいのか怪け訝げんに思いながら返す。

「仕組みもなにも……あんなの、『運営』の一存だろ。プレイヤー側にできることなんて、『運営からのお知らせ』をこまめにチェックすることくらいじゃないのか？」

　多くのプレイヤーは匠と同じ答えを返すだろう。

　だが、はるか高みにいたった者だけに見える風景というものがある。

「所持している奉納点フエイスが百万を超えたときに、新しい機能が開放された。自分で例大祭を開く権利だ。目が飛び出るほど大量の《勾まが玉たま》と引き換えになるけどね。多用はできない反面、ルールや報酬が自由に設定できる」

「……それを俺に教えて、どうするつもりだ？」

「明日の正午、報酬を餌えさにアマテラスと同じくチート疑惑があるプレイヤーをおびき出すための例大祭を開く。よければ、君にも参加してほしい」

　首だけで振り返る征士郎の目に匠は、ぞっとした。

　それが最後のチャンス──そこまでに考えを変えないのなら、敵として排除する。征士郎の目はそう語っていた。

　いつも人目を避けて生きている匠にとって、こうして真正面から敵意を向けられるのは苦手だ。低く、だが相手の耳に届くような声で返す。

「だったら、そいつをあんたのギルドに誘えばいいだろ？　俺なんかより戦力になるだろうし、そいつなら金で雇われてくれるかもしれない」

　匠の言葉に、征士郎の目がさらに剣けん呑のんさを増した。

「リアルでの知り合いでね。あいつと手を組むっていうのは、ちょっとできない相談だ」

　口にするのも忌々しい、と言わんばかりの態度だった。こっちが本性か──と匠が思ったところで征せい士し郎ろうの顔が、もとの朗らかな笑みに戻る。

「返事はそれからでいいよ。それじゃ、いい返事を期待している」

　そう言い残すと征士郎は、今度こそ匠たくみたちの目の前から消えた。





　　　○






《隔かく離り世よ》から普段、生活している世界──現うつし世よに匠は戻ってくる。

　転送の機能を使用した地点──地元の路地裏へと匠の体が転送され、鳥居が光の粒子となって消える。《戦せん極ごく》に組み込まれた特殊な力によって、匠が急に現れたことはその場に居合わせた人間には違和感なく受け入れられるが、匠はどうもこの『急に現れる』ということに慣れない。

　長い間《隔離世》にいた気がするが時刻はまだ夕方の六時を回ったところ。歩き出した匠は、少し先にあるスーパーに寄って夕食を調達してから自宅に向かう。

　帰路の途中でスマートフォンを操作すると、通話をするように耳にあてた。

「アマテラスとは……いよいよ大物が出てきたな」

『ですね。今まではマイナーな相手がほとんどでしたけど、いよいよ戦いも盛り上がってきたという感じです』

　スピーカーから返ってくるのは、ミカの声だ。

　現世では、ミカは実体を持って匠に声を掛けられない。ミカ曰いわく、『傍そばにいるし、こちらからタクミたちのことを見ることはできるのですが』ということで、神は人々を見られるがその逆は不可、という仕組みらしい。

　そこを、スマートフォンが仲介する。こうして通話をするほかにもチャット式のアプリを使うこともでき、電車内ではもっぱらこちらのお世話になる。

　帰る道すがら匠は、せっかくなのでアマテラスについて尋ねる。

「ミカは、会ったことってあるのか？　アマテラスに」

『毎年十月にみんなで出雲いずもに集まるので』

「ああ、神かん無な月づきってやつか」

　匠も旧暦の名前とその由来を小耳に挟んだことくらいはあった。その知識によれば、たしか──

「集まって、誰と誰を恋人同士にするか決めるんだっけ？」

『その通りです。会場を提供してくれるオオクニヌシ様が、縁結びの神様なので』

「わざわざ集まってすることがコイバナか……」

　呆あきれがにじんだ匠の声にミカは、珍しく語調を強くした。

『大事なことです。なにせこの世界は、うちの母が毎日千人殺そうとしているので』

　ミカが言う『母』というのは多くの神々や日本列島の生みの親となった女神、イザナミのことだろう、と匠たくみは判断する。かの神は夫であるイザナギとの確執があった際、『一日に千人を黄よ泉みの国に誘おう』と言い放ったとされる。

　匠がｗｉｋｉった知識を思い出していると、ミカがますますヒートアップし始めた。

『と、なれば重要なのはいかに増やすかということです。つまり、どのカップルをくっつけ、子どもを生ませるかによって世界の命運が決まってくるのです。一億総火の玉ならぬ、一億総こづくり、これです』

「そ、そうか。軽率だった。ごめん」

　自分とは関係ない話だなー、と思いながら匠は、脱線した話を戻す。

「それで、アマテラスってどんなやつなんだ？」

『マイペースな方、でしょうか。つかみどころがないというか、奥底を見せないように飄ひよう々ひようとしているというか』

　などと話しているうちに、自宅であるマンションに着いた。匠はいつもどおり、ただいまを告げずに玄関を上がり、リビングへのドアを開ける。

　そこに、見知らぬ幼女がいた。

　小学校の高学年くらいだろうか。ブラウスの上に袖そでの余ったカーディガン、プリーツスカートという姿。日本では珍しい真っ赤な髪の毛を除けば、そこら辺にいる幼女にしか見えなかった。

　彼女はバランスボールの上で仰あお向むけになり、手元のスマートフォンをいじっている。天地が逆になったまま大きな目が「くりっ」と動き、匠の姿を映した。

「お帰り。上がらせてもらっておるぞ」

　古めかしいしゃべり方と変声期前の声のギャップが余計に匠を混乱させる。匠が放心していると、スマートフォンからミカの戦せん慄りつした声が漏れた。

『そんな……タクミが未成年者略取に手を染めるなんて。……事案です。このままだと教育委員会に連絡が回されてしまいます。ＰＤＦで』

「ファイル形式は関係なくないっ？　っていうか、部屋間違えたっ？　ごめんね、お嬢ちゃん！　お母さんには内緒にしてね！」

　慌ただしく部屋を出ていこうとする匠の背中に幼女は、マイペースに声をかける。

「間違えておらぬよ？　ここは正真正銘、ヌシの家じゃ」

「へ？　……って、それじゃあ──」

　匠が尋ねるより早く幼女が体を起こし、バランスボールの上で胡坐あぐらをかく。

「戸締りの心配はするだけ無駄じゃよー。なにせ、妾わらわは最高神じゃからのう」

　さっきまで話題にしていた肩書き。匠はますます目を見開き、目の前の人物──いや、神を注視する。













「なら、あんたが──」

　匠たくみの先回りをして幼女は、頬ほおを緩める。

「察しが早くて助かる。そう、妾わらわこそが天あま照てらす大おおみ神かみその人よ」

　そのことを証明するかのように、スマートフォンからミカの声が響く。

『言われてみれば、たしかにアマテラス様ではありませんか。どうしたのですか、その格好は？』

「おー、タケミカヅチか。これはのう？　いつもの妾の格好だとこっちで過ごすにはなにかと目立ちすぎるがゆえよ。郷ごうに入れば郷に従わねばのう。似合っているかや？」

　そこにいるミカが見えているのかアマテラスは、匠の隣のなにもない空間に向かって手を振った。ひらひらと余った袖そでを揺らすアマテラスと名乗る少女を、匠は半信半疑で観察する。

「え……本当にアマテラスなの？」

「そうじゃよー」

「『そうじゃよー』って。あっさりすぎない？　もっとこう、あるだろ？」

「そう言うと思うたから赤福持ってきた」

「伊い勢せ名物を持ってきたからってアマテラスであることの証明にはならねえよ!?」

「いらぬの？　なら、妾が食うてもよい？」

　匠たくみは以前、一度だけ食べた赤福の味を思い出す。伊い勢せ名物、赤福は餅もちをこしあんで包んだものだが、しっとりとしてベタつかない甘さはこしあん好きの匠を魅了したものだった。

「……お茶淹いれてくる」

「妾わらわの分は結構じゃ。自前で飲み物を持ってきておる」

　アマテラスが虚空に手を差し出すと、手品のようにそれが現れる。

　小さな手が握っていたのは、立派な一升瓶だった。

「おい、幼女！」

　反射的に指摘する匠にアマテラスは、一升瓶と同じように虚空から取り出した枡ますにジャバジャバと酒を注つぐと、それを一息に飲み干してから半はん眼がんを向ける。

「幼女ちがうわ。これでも立派なお姉さんじゃ。長女じゃぞ、長女。ババア喋しやべりをしているだけの、ただの幼女と思うでない」

　アマテラスは雑な手つきで赤福のパッケージを開けると、付属のヘラで餅をすくって口に運ぶ。そこに日本酒を流しこむアマテラスに匠は、胸やけがしそうになった。

「……本当に、アマテラスなのか？」

「まだ信用せぬか。ヌシも疑うたぐり深ぶかいのう。なんなら、光ってみるかや？　太陽神らしく」

　まったくもって予想していなかった提案に、匠は問い返す。

「……光れるの？」

「そうじゃよ？　ポロリをしても隠せる程度の光を出せる」

「そういう物言いが最高神らしさを失わせてるんだけど!?」

「ブルーレイだとお役御免じゃな」

　のほほんと笑うアマテラスに、匠は盛大にため息をついた。

「……もういい。アマテラスだってことにするよ。なんか、すっごい不毛な気がしてきたこの会話」

　匠はアマテラスの対面にあるソファに座り、改めて問う。

「で、なんのつもりだよ？　敵情視察か？」

「そんなことせぬよ。必要もないしの」

　自負することなく、あっけらかんとアマテラスが言う。匠はそのふてぶてしさが気にくわないながらも、納得するところもあった。

「そうだな。あらゆる攻撃を跳ね返すっていうアビリティを持つあんたが、今さら敵情視察する必要なんてない」

「と、いうことじゃ。ほれ、ヌシも赤福を食らうがよい」

　付属のヘラは一つしかなく、アマテラスは自分が使っていたそれに赤福を乗せて匠に向ける。幼女に「あーん」されるのはどうかと思ったが、匠はなにも考えずにそれを口に含んだ。

　途端に、ミカの愕がく然ぜんとしたような声が漏れた。

『え？　……ちょっと、なにをしているのですか、タクミ？　間接キスというものではないですか、それは？　私もまだしたことないのに』

　餅もちを呑のみこんでから匠たくみは、けろっとした顔で返す。

「こんな幼女相手に気にすることもないだろ」

「幼女ではないと言うておろうに。……ま、ヌシが幼女趣味じゃないことは、タケミカヅチを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃろう。しかし、タケミカヅチよ。ずいぶんと動きづらそうな体にされてしもうたのう？」

『……ええ。レベルという制度のせいか、単純に体のバランスが違うせいなのか知りませんが、培つちかった武術が使えず武神の面目丸つぶれですが……そんなことよりいま問題なのは間接キスのことです。私というパートナーがいながらなにをしてるんですか、タクミ？』

　ミカの声音がかつてないほどに圧迫感を増していた。顔は見えずとも、目が据わっていることは間違いないくらいに。匠も改めて事態の重さを実感し、さすがに罪悪感がわいた。

「え……？　いや、その、ごめん。そんなに気にするとは思わなかった」

　匠の反省が行き過ぎて自己嫌悪にまで陥る一方、アマテラスはしれっと匠の隣にいるであろうミカを、顎あごで指し示す。

「そこまで言うのなら次に《隔かく離り世よ》に行ったときにヌシもしてもらえばよかろう」

『それです。さすが、アマテラス様。ナイスアイディア』

　とたんにミカは機嫌を直したようだった。匠は実際に間接キスをすることを想像しかけて顔を赤くすると、話を逸そらす。

「え、えーと、と、ところで、アマテラス様が何の用で？」

　匠の問いにアマテラスは、不敵に口元から八重歯をのぞかせた。

「なに、気にするほどのことでもない。近ごろ力をつけてきておる面白いコンビがいて、しかもその正体がタケミカヅチなのではないかというウワサを聞いてのう。ちょっと挨あい拶さつに来ただけのことよ。なにせ、軍神にして剣神にして雷神。『戦い』という言葉の象徴のようなやつじゃ。それならばあるいは……妾わらわとも勝負になるのではないか、と思うた」

　鷹おう揚ような口ぶりに含まれる自信。それを裏付けるものを匠は、つい先ほど聞いていた。

　アマテラスの持つアビリティ──《フェイタルミラー》。そのことを思い出した匠は、探りを入れる。

「一つ、訊ききたいんだけどさ。チート使ってまで勝ちたいって、なんか理由があるの？」

　匠の問いにアマテラスは、きょとんと目を丸くした。

「チート？」

「あんたのアビリティのことだ。どんな攻撃も跳ね返す能力なんて、チート以外のなんだってんだよ？」

　悪びれることのない態度に匠たくみが苛いら立だちを覚えると、アマテラスが当然のように告げた。

「仕様じゃ、あれは。言うなれば、『運営』が勝手にやったというか、妾わらわの強さを再現しようとしたらああなってしもうた、というところか。チートなぞして勝っても、つまらぬじゃろうが」

「……いや、でも、俺ＴＵＥＥＥＥみたいな」

「あー、ダメじゃ。最近の若い者はー、とは言いとうないが、そこばかりは価値観の違いじゃのう。どうも、妾はそういう楽しみ方ができぬ」

　アマテラスは、ぱたぱたと手を振って否定の意を示し、続ける。

「それゆえに、誰も妾の相手にならぬという今の状況はつまらぬ。最初こそ面白そうなことに巻きこまれたと思うたが、これではなんの楽しみもないではないか」

　アマテラスの言うことは、匠の興味をひくものだった。

「巻きこまれた？　ってことは、あんたが始めたわけじゃないのか？　《戦せん極ごく》って」

「そうじゃよー」

　またあっさりと返すアマテラスは、本当に何も知らないようだった。ぐびぐびと、幼女のナリをして実にうまそうに酒をあおる姿には威厳なんてかけらもない。本当にこれが最高神か、と匠がジト目を向けていると、おもむろにアマテラスが口を開いた。

「しかし、チートか。心外よのう」

　次の瞬間、匠は目を疑う。

　アマテラスの背後が、陽炎かげろうのように揺らめいて見えたのだ。

　その変へん化かに、目の前にいるのがどういう性質を持つ神なのか思い出す。太陽神。熱と光の化身は、今までのユルい態度から一転して、はるか高みから見下ろすように吐き捨てた。

「そんな卑劣なことでもしなければ妾が後れをとると思われているのは、まったくもって心外じゃ──そう思うじゃろう、ヌシも？」

　最高神としての格をかいまみせるアマテラスに匠はたじろぐ。

「……少なくとも、今の段階であんたに《デュエル》を挑もうって気にはならないな」

「今の段階では、と来たか。わざわざ足を運んだかいがあった、というものじゃのう」

　再び穏やかな雰囲気に戻るとアマテラスは、組んでいた足をほどいてバランスボールから降りる。アマテラスがスマートフォンの画面に指を滑らせ、その幼い容姿に似合った笑みを匠と、姿は現れていないがたしかにその横にいるミカに向けた。

「では、また会おう。対戦、楽しみにしておるぞ」

　瞬まばたきはしていなかったはずだ。

　だがアマテラスは、匠の目の前から消えていた。





　　　○






　数分後。

　突然の来客のせいで忘れていた空腹感を思い出し、匠たくみは弁当をレンジで温める。待っている間、テレビをつけてテキトーなニュースを流しておいた。

　しばらくするとレンジから電子的なメロディが流れ、匠は弁当を取り出す。特別に美う味まいわけでもないがマズくもない弁当を機械的に口に運びながら、匠は《戦せん極ごく》のアプリを立ち上げてスタミナを確認する。回復するまでにはまだ時間がかかり、手持ち無ぶ沙さ汰ただ。

　スマートフォンをいじりながらだらだらと食事をし終える。ほぼ同じタイミングでミカがスマートフォン越しに声をかけてきた。

『で、どうします？　セイシロウの誘いを受けるんですか？』

「今回の例大祭フエスには行ってみるつもりだ。チートの容疑がかかっているような奴やつがいるなら、確認しておかないと」

　チートというのが征せい士し郎ろうの勘違いだったらそれでよし、そうでない場合も征士郎のギルドに今回だけ手を貸すくらいはするつもりだ。不確定要素はなるべく摘んでおきたい。

　そう思う一方で、匠にはもう一つ気にかかることがあった。

（それにしてもあいつ、やっぱりどっかで見たような気が──）

　初めて会った時からぬぐえない違和感。その正体を匠は突き止めようとし──

　それは、意外とあっさり明らかになった。

「──あ」

　匠が不意に箸はしを止めると、スマートフォンから不思議そうなミカの声が響く。

『タクミ。どうかしましたか？』

「ミカ。あれ」

　匠が指差す先──テレビの画面を見たのかミカは続けて呟つぶやきを漏らした。

『え？　……あ』

　匠は一口、麦茶を飲むと感慨深く嘆息する。

「……なるほど。金担当ね」

　経済を語る番組にゲストとして招かれ、自分より一回りも二回りも年上の大人たちに今後の経済情勢を説く、高校生実業家という肩書きの青年。

　それは、速水はやみ征士郎に他ならなかった。





　　　○






　翌日──

　指定された正午の三十分前に《ラウンジ》にやってきた匠とミカは、征士郎に人好きのする笑顔で迎えられた。

「やぁ。来てくれたんだ？　ギルドの件、考えてくれたかな？」

　パートナーであるヤマトタケルを連れておらず、彼一人。相変わらず苦手なタイプだ、と思いながら匠たくみは返す。

「……いや。それは、まだ」

「それでいい。今日の戦いを通して、ゆっくり決めてくれ」

　例大祭フエスへの参加を申請しようとスマートフォンを操作しながら匠は、さりげなく告げた。

「テレビ、見たよ。金担当っていうのも、わかる気がした」

　匠から声を掛けられることを予想していなかったのか、征せい士し郎ろうが意外そうに目を丸くする。それはわずかな間で、すぐに柔らかい表情を取り戻した。

「恥ずかしいな。正直、ああやって人前でしゃべることは苦手なんだけど」

「あんたが苦手だっていうんなら、俺みたいなコミュ障はなんて表現したらいいんだろうな？」

　言ってから匠は、「しまった」と思った。こんないたずらにケンカを売るような態度、自分らしくない。

　同時に、その理由についても自分で見当はついている。

　うらやましいのだ、要は。

　自分にないものを持っている。金も、社交性も、なにもかも。それでいながら自分を卑下する征士郎に、らしくもなく苛いら立だってしまった。

　以前までの匠ならそんなことはなかったはずだ。征士郎の態度も受け流せていただろう。自分と征士郎は違うのだ、と。

　だが、これまでに《戦せん極ごく》を通して得てきた経験が枯れかけていた感情を再びよみがえらせていた。慣れないことをするもんじゃないな、と匠は猛省する。

「余計なことを言った。行こうぜ、例大祭に」

　促すようにスマートフォンを掲げる匠に征士郎が返したのは、申し訳なさそうな苦笑だ。

「あ、ごめん。今回の例大祭にオレは参加しないから」

「……へ？　なんで？　主催、あんただろ？」

「前にも言った通り、例のチート疑惑のプレイヤーとちょっとあって、ね。そいつもそいつのパートナーも顔を合わせたくないというか……視界にも入れたくない」

　征士郎の声が、わずかに低くなる。

　匠は理由を追及するのを避けた。今まで波風立たせない人間関係を築くことに腐心し続けてきた精神性がそうさせた。

　これ以上、このことに触れてはならない。匠の直感がそう告げていた。

　征士郎も、取り繕うかのようにまくしたてた。

「ってことだ。例大祭フエスにはうちのナンバー２を始め、ギルドのメンバーを送りこんでいる。いざとなったらそいつらを頼るといい。みんなには話をつけておいたから」

「気が向いたら、そうさせてもらう」

　匠たくみはそっけなく告げると、鳥居へと足早に歩きだす。

「一つ、いいかな？」

　背中にかけられる声に匠は振り返らない。足を止めて、続く問いを待った。

「それ、なに？」

　匠は首だけで振り返り、征せい士し郎ろうが指差す先を確認する。

　その先にあったのは、先日アマテラスからもらった赤福の箱だった。

　匠は愛想のない顔のまま答える。

「……食おうと思って」

「戦いの前に？　やっぱ面白いね、君」

　征士郎が呆あきれたように苦笑すると「引き止めて悪かった」と匠を送り出す。匠は鳥居をくぐり、例大祭の会場までやってくる。

　本殿の奥にある山までずっとフィールドは広がっており、山道にはおびただしい数の鳥居が建っている。これほど特徴的な神社だと匠もさすがに知っている。京都の伏ふし見み稲荷いなりを模したフィールドのようだ。

　匠はフィールドの下見のため、しばらく歩いてみるがどうやら山が丸ごとフィールドとなっているようで端にたどり着くことはできなかった。ルールが乱戦となっていることから大きめのフィールドを予想していたが、匠はそれが当たっていたことに安あん堵どする。

　匠は山道から逸それて林の陰まで移動すると、がさごそと赤福の包みを開ける。

「ミカ。約束してたやつ、なんだけど」

　アマテラスとした『間接キス』の件だ。そのためにわざわざ先日の赤福を持参していた。本当は《ラウンジ》の物陰でこっそりやるつもりだったが、征士郎に出くわしたおかげでそのプランがおじゃんになってしまった。

「待っていました」

　ミカはその場に、ぺたんと女の子座りをすると匠に向かって口を開く。

「あーん」

　足元にひざまずき、大きく口を開けている金髪巨乳、というシチュエーションに匠の喉のどがごくりと鳴る。匠の視線が、ミカの口と胸元を高速で往復した。

　見るな、意識するなと思えば思うほど往復のスピードは上がっていく。挙動不審の見本のような有り様であり、手元のヘラで赤福をすくうのにも一苦労するほどだ。

　見ちゃいけないけど、見ないと赤福をあらぬところに運びかねない。匠は顔をそむけ、横目でぎりぎりミカが見えるようにして赤福をミカの口へと運んだ。













　ミカの舌先がそれを感じ取り、口を閉じる。それに合わせて匠たくみはヘラを引いた。

　もっちもっちとミカの口が動く。赤福を咀そ嚼しやくしたミカは、目を輝かせる。

「ん……マイルドな甘みで、これはなかなか」

「お茶いる？」

　匠がペットボトルの緑茶を差し出すと、ミカが尋ねてくる。

「これも口をつけていますか？」

「……いや、未開封だけど」

「じゃあ口つけてください。この場で。今すぐ」

　からかうようでも恥ずかしがるふうでもなく、真顔で言われた。匠は断ることができず、言われたとおりにする。

　一口、緑茶で喉のどを潤すと匠は、改めてペットボトルをミカに差し出す。

「こ、これでいい？」

「このボトル、保存していいですか？」

「えっ、あ、うん、いいんじゃない？」

「ふふっ、やりました」

　ミカは満足げな顔をすると一気にお茶を飲み干し、ボトルを胸の谷間に収める。五〇〇ミリペットボトルがすっぽり入るその収納力に匠は絶句してそのこと以外何も考えられなくなった。

　匠たくみが呆ぼう然ぜんと谷間を凝視していると、ミカは意気揚々と立ち上がる。

「さて、これで誰も私を止められませんね」

　昂たかぶる気持ちが抑えられないのか、ミカがそわそわと手を握ったり開いたりする。匠も、いつまでもキョドっている場合じゃないと気合を入れ直し、装備アイコンをタップした。

　ガチャやドロップで手に入れるアイテムは、神々のステータスをアップさせたりアビリティやスキルに追加効果を付けさせたりという機能を持つ。《デュエル》や《クエスト》の最中に変更はできないのだが、まだ例大祭フエスの開始前ということでセットしなおすことができるようだ。匠は当初の予定通り、いつもつけている攻撃力が上昇するアイテムを外し、代わりに別のアイテムをセットする。

「ミカ。予定通り、様子を見ることに徹する。速水はやみ征せい士し郎ろうのターゲットの、チート容疑者が本当にそんな力を持っているのか確認。まずはそれからだ」

「了解です」

　そのアイテムはステータス上昇などの効果はないがただ一つ、特殊な能力が追加される。《アナライズ》──つまりは、敵の戦力を探る力だ。通常、公開されている相手の戦力は、プレイヤーランクとパートナーのレベル、所持している奉納点フエイスだけ。このアイテムはそれに加えて相手の装備しているアイテムについて知ることができる。

　装備を変えたことによるビジュアルの変へん化かはないが、アビリティ欄にはちゃんと《アナライズ》の項目が追加されている。それと引き換えに、いつもより攻撃力が下がっていることに不安を覚えないでもない。落ち着いていられず、ミカに声をかけた。

「ミカ。くどいようだけど、あくまで今回は偵察だから。無理に例大祭のランキング上位を狙ねらわず、むしろ奉納点については現状維持が目標な？」

「心配性ですね、タクミは。私とて軍神として数えられる一柱。戦略が必要なことくらい、わかっています」

　と、話しているうちに最初の鈴が鳴った。匠は気を引き締め、周りに注意を払う。

「始まるか、いよいよ」

　深呼吸をしてから、息を殺す。いつもどおり。普段からそうしているように、空気に徹する。空気と一体となった神経を張り巡らせ、些さ細さいな変化を読もうとする。

　やがて、境内の中央──社やしろと門の間に一組のプレイヤーと神が現れた。

「あれ……あいつって、まさか──」

　癖のない、茶色がかった髪を背の半ばまで伸ばした少女に、匠は目を疑う。遠くてよく見えないからなんとなくよく似ているだけだろうと思おうとするが、見れば見るほど匠の知る人物そっくりだ。

　ミカも匠と同じことを思ったのか、横から声をかけてくる。

「タクミ。あれ、テレビで見たことがあるような気がするのですが」

「やっぱり。Ｌｕｎａルナだよな、あれ」

《戦せん極ごく》とは別のソーシャルゲームだが、そのＣＭで見たことがある。売出し中なのか最近よく見かけるアイドルグループ、《プレアデス》。そのメンバーの一人だ。

　アイドルに興味がなかったタクミだが、初めて生でアイドルというものを見てみると「顔小せぇー」「手足細ぇー」と感心するばかりだ。立っているだけで風格があるというか、全身からオーラを放っているような気がする。

　匠たくみは続いて、彼女が連れている神に視線を移す。

　涼しげなセーラー服に包まれた小柄な姿は、中学生を思わせる。プレイヤーと同じく色素の薄い髪は、身長をかせごうとしているかのように高い位置で結われており、Ｌｕｎａというプレイヤーと一緒にいるから神と思っただけで、彼女が一人で立っていたらプレイヤーか神か判断できないかもしれない。

　唯一、その爛らん々らんと光るほおずき色の目だけが、彼女が人でないことを示していた。

　注目したところはもう一点。小さな体格に不釣り合いな曲線を描く胸に、匠は思わずうなった。

（──デカい）

　パートナーとなる神はプレイヤーの望む形で現れる、というのが《戦極》のルールだ。となると、その事実が示すことは一つ──匠は思わず、口元を押さえて嘆く。

「どうしよう……売出し中のアイドルがロリ巨乳好きらしいんだけど」

「人の好みをとやかく言うつもりはありませんが、敢あえて言いましょう。マニアック──いえ、メニアックと」

　発音よく言い直すほどミカも衝撃を受けているらしい。自分の胸と相手のそれを見比べて「勝ちました」と小さくガッツポーズを取っていた。

　匠は改めてＬｕｎａを観察し、呆あきれたようにつぶやく。

「しかしまぁ、いくらでも隠れるところあるのにフィールドのど真ん中に立っちゃって。アイドルって目立つのが好きなのかな」

「見やすくて、よろしいかと」

「そうなんだけど。自信の表れ、ってことか？」

　匠はＬｕｎａの表情からそれを読み取ろうとするが、遠くてはっきりと見えない。一方で、彼女が征せい士し郎ろうの言っていた『チート容疑者』なのだろうかと考えた。

　戦闘が始まれば、嫌でもわかるだろう。ほどなくして征士郎のギルド──《清せい流りゆうファンド》のメンバーらしきプレイヤーたちが続々と現れた。

　彼らは、Ｌｕｎａとそのパートナーを取り囲む。リーダー役を務めているらしい青年がなにやらＬｕｎａに言っているようだが、Ｌｕｎａはどこ吹く風で泰然としたままだった。

　同時に、ミカに装備したアイテムが効果を発揮し、匠たくみのスマートフォンに《清せい流りゆうファンド》のメンバーたちのデータが送られてくる。予想していたことだが匠は「うへぇ」と声を上げた。

「ＵＲウルトラレアばっかり。がっちがちの重課金戦闘用装備かよ。大人げねぇ」

　アイテムのレアリティは下から順にＣコモン、ＵＣアンコモン、Ｒレア、ＳＲスペシヤルレア、ＵＲ、ＭＲミラクルレアとなっている。このうち、無課金で手に入るのはせいぜいＳＲまでで、ＭＲのドロップ報告など《戦せん極ごく》が配信されてからの半年で数件あったくらいだ。

　通常のプレイヤーの認識としては、ＵＲが最上位。《清流ファンド》のメンバーは、例外なくそれを装備している。ここまで露骨だと、征せい士し郎ろうのやり口にイヤミの一つも出ない。逆に、ここまでの備えをさせるＬｕｎａルナとそのパートナーの実力に興味が湧わくくらいだ。

「タクミ。有象無象よりむしろ、チート容疑者のことですが」

　ミカに言われた匠は、慌ててスマートフォンの画面に指を滑らせる。

「あ、そっか。って……アイテムには、おかしなところがないな。装備している二つのアイテムのうち、どっちもＳＲ止まり。奉納点フエイスは……【７８２，１００】か。ミリオンほどじゃないけど、かなりの強敵だ」

　奉納点こそ莫ばく大だいだが、アイテムは匠も持っているようなもの。と、いうことは──

「もともとのステータスが高いか、アマテラスみたいにインチキくさいアビリティの持ち主で奉納点を消費することなく勝ち上がってきた、ってことか？」

「始まれば、それもわかるでしょう」

　匠とミカが言葉を交わす間に鈴の音は続き──三つ目の鈴が鳴る。

　同時に、Ｌｕｎａの隣に立つ少女が動いた。

　肩まで上げた腕を、そのまま横に鋭く払う。その動作に合わせて、ヒュンッ！　と風を切る音がしたと思った次の瞬間──

　すさまじい破壊の音とともに、彼女たちを取り囲む敵がまとめて薙なぎ払はらわれた。

　Ｌｕｎａを取り囲んでいたプレイヤーも神々も、木の葉のように吹き飛ぶ。動かないのは中央にいる一人、Ｌｕｎａだけだ。

　Ｌｕｎａのパートナーである少女が、鋭くもなお苛か烈れつなだけでない優美さ──激しいダンスを踊るように腕を振り続ける。この破壊はどうやらその動作から生まれるもののようだった。

　彼女が手を振り戻す間際、匠の目がかろうじてそれをとらえる。

　Ｌｕｎａのパートナーが手に握り、空を切り裂いて縦横無尽に敵を蹴け散ちらすのは、水の鞭むちだった。

　破壊はＬｕｎａたちを中心に徐々に広がり、匠たちの下にまで及ぶ。木々はへし折れこそしないが、強烈に揺れて葉を揺らした。

「タクミ。少々手荒になりますが、お許しください」

「おわっ!?」

　ミカは匠たくみの手を取ると一目散に走る。振るわれる鞭むちをかいくぐりつつ、Ｌｕｎａルナと《清せい流りゆうファンド》の面々との戦闘が見られる位置をキープする。

　破壊は、なおも止まらない。Ｌｕｎａが動くまでもなく、スキルも使わず征せい士し郎ろうのギルドメンバーたちを圧倒していく。

　匠は手元のスマートフォンの画面に目を落とす。並列するＨＰバーが見る見るうちに削れていく。その勢いは止まらず、とうとうそのうちの一本が消滅した。

　まず一人脱落。視認も困難な攻撃に戸惑う《清流ファンド》のメンバーは、体勢を立て直す間もなく一人、また一人と倒れていく。

　それでもやはり巨大ギルドの一員といったところか、一矢報いようとする者もいた。そのプレイヤーは焦燥に駆られた横顔で、スキルの使用を宣言する。

　空間に現れる無数のミサイル。それらはＬｕｎａとそのパートナーに照準を定めると、いっせいに発射される。

　爆発の余波が匠たちの下にまで届く。境内を包みこむ轟ごう音おんと閃せん光こうから匠は亀かめのように丸まって身をかばい、全身に叩たたきつけられる風圧に息を呑のんだ。

　しばらく続いた轟音がぴたりとやむ。匠はおそるおそる顔を上げ──

　そこに、信じがたいものを見た。

「無傷……ウソだろ!?」

　けろっとした顔で立つ二人に匠は、スマートフォンの画面を見る。ＨＰゲージは一ミリも減っていない。ＨＰが満タンなことを示す緑色のままだった。

　愕がく然ぜんとする匠に対して、ミカは冷静に状況を分析する。

「匠が伏せる前に、スキルを発動したようでした。二人を包む水の膜──あれが爆炎を防いだのでしょう」

「あれほどの攻撃を完全にシャットアウト？　チートかどうか知らないけど、あんなの相手にするなんて無理ゲーすぎるだろ」

　倒せそうなら征士郎のギルドメンバーたちに手を貸すことも考えていたが、ここまで実力差がはっきりしているならば取れる手段は一つ。匠はあっさりとその決断を下す。

「ヘタに奉納点フエイスを消耗するよりはタイムアップを狙ねらった方が賢明だな。ミカ、悪いけどあいつと戦うのはもっと強くなってからだ」

　返事はない。匠は怪け訝げんに思って、横を見る。

「ミカ？」

「そうもいかないみたいです」

　匠は、はっとして視線をＬｕｎａたちに戻す。

　こちらを見据える四つの瞳ひとみ。

　匠たくみがその殺気に貫つらぬかれ、すくみあがると同時にミカが凛りんとした声を発した。

「来ます！　タクミ、下がって！」

　ミカの声に背中を押され、匠は走り出す。

「なっ……！」

　鞭むちがまるで、意志を持っているかのように木々の間を縫ぬって奔はしる。蛇を思わせるその動きに匠の全身に鳥肌が立った。

　振り下ろされる鞭。匠はとっさに、ヘッドスライディングの要領で前に跳ぶ。一瞬前まで匠が立っていた地面がはじけ飛んだ。爆はぜた土が匠の体を叩たたいたがそんなことに構っていられる余裕はなかった。

　地面に穿うがたれたクレーターは直径一メートルほど。そんな攻撃をもらっては、ひとたまりもない。この世界で痛覚が十分の一になっているといえども、ショック死の可能性を考えるほどだ。

　水の鞭は再び上空に振り上げられ、匠に狙ねらいを定めている。顔面が蒼そう白はくになる匠の前に、影が差しこんだ。

　匠の前に立ちはだかったミカが腕を交差させ、鞭を受ける。さすがのミカでも顔を苦痛にゆがませた。

「くっ……！」

　受けたミカの足が地面に沈む。引き戻された鞭がもう一度ミカを襲うが、今度はミカがそれを掴つかんだ。

「水なら、これで！」

　ミカの全身が発光する。雷神としての性質を持つミカは、スキルに頼らずとも電撃を放つことができる。水の鞭を通して敵にダメージが通ったのか、鞭が形を失って地面にこぼれた。

「タクミ！　ダメージは!?」

　匠はその声の鋭さに、瞬時に頭を切り替える。自分が今やるべきことはミカを心配することではない。いかに被害を押さえるかプランを立てることだ。

　スマートフォンの画面に目を落とし、減少量を確認する。バーの長さは、五％に満たない程度、削られていた。

「大丈夫。そんなに減ってない」

「なら、まだ何度かは受けられますね。森にいる限り向こうの攻撃も制限されるし、タイムアップを狙うならここから動かない方が得策でしょう」

「それでいい。歯がゆい思いをさせて悪いけど、耐えてくれ」

　ミカは奥歯を噛かみしめる。

「──えぇ。この借りはいずれ」

　その視線の先──森の外にいるＬｕｎａルナは、スキルを使用したのか口を動かす。

　Ｌｕｎａの動作に合わせて少女は片手を前に突き出す。少女の背後で「とぷん」、と音を立ててなにかが現れた。

　渦巻く水流。鞭むちと同じそれが、匠たくみたちに向かって放たれる。

　タイミングをずらしつつ襲い来る八本の激流。ミカは再び電撃によるカウンターを狙ねらったが、とっさに判断を変えて回避に移る。完全に避よけることはできず、かすった足首から血液代わりの黒いエフェクトが迸ほとばしった。

　スマートフォンの画面に映るＨＰバーは先ほど受けたダメージ以上に削れている。かすっただけの攻撃が予想以上の威力を持っていることに匠は動転した。

「どういうことだ!?　直撃してないのにこのダメージとかヤバすぎるだろ！」

「タクミ、落ち着いてください。冷静さを欠いては、この場を凌しのぐことすらできません」

　ただの水がなぜあれほどまでの威力を持っているのかミカにもわからない。

　だが今の攻撃でわかったこともある。

「八本の激流……なるほど。あなたもこの戦いに参加していましたか。たしかに『怪物』として扱われるあなたですが本来は水神であり、山神でしたね」

　劣勢なのは悔しいが、同時に嬉うれしくもある。戦いを司つかさどる者として「ぜひ手合せできれば」と、あり得ない妄想をしていた。

　だが、《戦せん極ごく》がただの妄想を叶かなえてくれた。ミカは場違いだと思いながらも、相手の名前を心の高ぶりのままに呼ぶ。

「お会いできて光栄です──ヤマタノオロチ！」

　告げられた名前は匠も知るもので、マイナーな神々よりもその知名度は高いだろう。

　八つの頭を持つ巨大な蛇。竜を倒す英えい雄ゆう譚たんは東西にいくつも存在するが、日本を代表するのがヤマタノオロチ伝説である。

　ミカの声はＬｕｎａたちにも届いていただろうが、正体が看破されたことに対して動じた様子は見せない。触れたものを問答無用で削り取る水流が、再び牙きばを剥むく。

　ヤマタノオロチは河の化身とされるが、その攻撃はまるで吹きつける驟しゆう雨うだった。かすっただけでＨＰを刈り取る猛攻からミカは、匠の手を取って逃げ回るしかない。

　木々が邪魔だ。敵の攻撃からの遮しや蔽へい物ぶつになってくれるが、同時に二人の機動力を削そぐことにもなっている。動きを制限され、その結果、敵に先読みをされる。徐々に狙いが厳しくなり、激流が匠たちを捉とらえ始めた。

「残り時間、あと何秒だ!?」

　匠は走りながらスマートフォンを目の前にかざし、残り時間とＨＰをたしかめる。一方でミカが、一つの賭かけを提案した。

「タクミ。手荒なマネになりますが、このまま少しずつＨＰを削られるよりは、という案があるのですが」

「なんだ？」

　ミカはその方法を耳打ちする。

　匠たくみは思わず顔をひきつらせたが、それ以外の方法を思いつかず、ミカの提案に乗る。

「……オ、オッケー。それしかないな」

「それでは、失礼します！」

　善は急げ。言うが早いかミカは、すぐさま行動に出る。

　匠の腰に手を回したかと思いきや、その体を上空に向かって思いっきり投げた。

　ロープがない逆バンジーを匠は覚悟していたつもりだったが、絶叫を上げることもできなかった。猛スピードで地面から離れていく体に危機を覚えたのか、匠の脳が走馬灯を流し始める。

　一方、地上ではミカが次の動きを見せていた。匠を安全圏である上空まで放ほうり上げ、敵の意表を突くことで隙すきをつくったミカはＬｕｎａルナへと直進する。

　この隙に、Ｌｕｎａに一撃入れる。神々とプレイヤーはＨＰを共有しており、耐久力が神々よりはるかに劣るプレイヤーに一撃入れれば決着は必至だ。

　狙ねらい通り、ヤマタノオロチはミカの動きに反応できずミカの接近を許す。生身の人間にこの一撃を放つことを心苦しく思いながらミカが、雷光のスピードでＬｕｎａへと迫る。

　だが──

「代替執行オルタナテイブ・攻ソード」

　Ｌｕｎａの口が、ミカの攻撃を防ぐためではなく反撃するための言葉を紡いだ。

【伍ご仟せん】──と使用した分のエフェクトが浮かび、その間にＬｕｎａが踊るように軽く体の軸をずらした。ミカの一撃は空を切り、Ｌｕｎａの手が振りかぶられる。

　高く掲げた手から伸びる光の剣を振り下ろし──

　同時に、タイムアップ──例大祭フエスの終了を意味する鈴が鳴り響いた。

　Ｌｕｎａの手から伸びる光の剣が霧散する。つまらなそうにそれを見ていたＬｕｎａは、軽く鼻を鳴らして踵きびすを返した。

「運がよかったね」

　次いで、華きや奢しやな人差し指で天を指す。

「あれ、受け止めてやった方がいいと思うんだけど」

　渾こん身しんの一撃をかわされたことに呆ぼう然ぜんとしていたミカは、「はっ」として上空を仰ぐ。小さな点に見えていたものが加速度的に大きくなって地面に近づきつつあった。

　ミカは落下地点を予測、自分の立ち位置を調整して、両腕を構える。ちょうどそこに匠の体が収まった。

「ぐへぇっ」

　内臓が口から飛び出しそうな衝撃に匠たくみは目を白黒させる。脳に血液が送れなくなったのか視界がかすみ、ミカの肩を借りなければ立ち上がれないほどだった。

　だが、上空からでも先ほどの攻防は見えていた。軍神の一撃さえも退けたＬｕｎａルナが、背を向けたまま言い残す。

「次もまたその呆ほうけた顔見せるようだったら、ぶっ潰つぶす」

　鳥居をくぐって消えるＬｕｎａとヤマタノオロチの後ろ姿に、匠とミカは実感する。

　これが、敗北の苦さなのだ──と。

《戦せん極ごく》で初めて直接戦った、自分以上の強者。匠の胸の中心から、じわじわとその感情が湧わき上がってくる。

　久しく、忘れていた。誰かと関かかわること自体を避けていたため味わうことはなかったが──

　負けるというのはこんなにも悔しいことだったのだ。

　完敗としか言いようがない。Ｌｕｎａから見れば自分はまさしく呆けていたのだろうと思い知らされた。効率的なプレイだの無課金だからスタミナを無駄にできないだのと言い訳をして自分がしてきたのは、慢心にもほどがある『お遊び』だったのだと。

　自分と敵との圧倒的な差を匠は噛かみしめ、例大祭フエスは終わりを告げた。
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　Ｌｕｎａとヤマタノオロチ戦の敗北から数日。

《デュエル》を避け、ひたすら《クエスト》に挑み続けてちまちまと奉納点フエイスを稼いでいた匠は、とうとうミカを最大レベルである50にまで成長させた。

　だというのに、二人に喜びはない。それが意味することを知っているからだ。

『最大、ですか』

　自室のベッドに寝転がって匠は、ミカとスマートフォン越しに会話をしていた。スピーカーから聞こえる沈んだ声に匠はうなずく。

「成長はここで打ち止め、ってことだ」

『と、いうことですね』

　ミカのため息が聞こえてくる。二人がこんな態度なのは、自分たちの力がＬｕｎａとそのパートナー、ヤマタノオロチに及ばないとわかりきっているからだ。

　運が良ければもしかしたら──なんて希望すら抱けない。あの敗北は、それほど二人の胸に刻みこまれていた。ミカはしばらく黙りこくっていたかと思うと、不意に「ぎりっ」と奥歯を噛み鳴らすような音をさせる。

『納得いきません。私が、この程度の実力なんて。ホノカとちょっと、お話をする必要があるようですね』

　ミカの声には不穏なものが感じられ、匠たくみの背すじに冷たいものが走る。聞かなかったことにして会話を終了させてしまいたくなるが、続く言葉はさらに耳を疑うものだった。

『こうなればタクミ自身を鍛えるしかないです。Ｌｕｎａルナと同じくらい動けるように』

「ムリだよ。お前も俺が運動音痴なことは知ってるだろ」

『修行、特訓、努力です』

「俺の嫌いな言葉は、一番が『努力』で二番目が『ガンバル』なんだけど」

『……ほう？　余裕ですね。この期に及んでそんな主張が通るとでも？』

　なにやらミカの声から怒りを感じる。その気持ちがわからないでもないが、匠は現実問題として自分の能力を客観的に判断しているつもりだ。

　どう説得したものかと匠が悩んでいると、重ねて問われる。

『匠は先日の敗北が悔しくなかったと？　強敵を放ほうっておいて、いずれ《戦せん極ごく》から追放されてもいいと？』

「……いや。悔しかったし、もっと《戦極》を続けていたいけど──」

　匠は、心の底に重りをつけて沈めていたものが浮き上がってきそうな感覚にめまいがする。ゆがむ景色に耐えきれなくなり、目を覆ってうつむいた。

　何事にも執着しない。いつそれがなくなってもいいように──匠のそんな信条をつくったのは、『喪失』の経験だ。

　上がる心拍数を抑えるように呼吸を繰り返し、匠は声を絞り出す。

「怖いんだ。本気で頑張っても、結果が追いついてこないかもしれないってのが。良かれと思ってやってたことが全部ムダだったっていうか、独り相撲みたいになるのが」

　徒労になるくらいなら、始めから何もしなければいい。それが匠本来の主義。

　だが、今は共に戦う存在がいる。

「ミカは、どうなんだ？　ミカが《戦極》の頂点に立って、最高神の位ってやつを手に入れたいのか？」

　思えば、タッグであるのにそのあたりの事情に触れることは一切なかった。いつもの癖で、匠は自分からは踏み入れようとしないし踏み入らせないようにと一線を引いていたし、ミカもその意志を尊重してくれているようだった。

　怖くないわけじゃない。匠はそれでも、お互いがなんのために戦うのか──その理由を共有する必要に迫られる時が来ていると思った。

　ややあって、ミカの答えが返ってくる。

『いえ。勝つこと自体が私の目的です。最高神の座など、おまけみたいなものかと』

　匠は一呼吸置き、覚悟を決める。他人の事情にあまり深く踏み入らないことを信条にしている匠たくみがこの問いを切り出すには、それくらいの心構えがいる。

「なんで、そこまでして勝利にこだわるんだ？」

　数秒の沈黙。

　やがて返ってきたのは、自信の無さそうな声だった。

『私は、アレです。恥ずかしながら、教養とは無縁な神です。上う手まく伝えることができないかもしれません』

「それなら、伝わるまで聞かせてくれ。知りたいんだ、どうしても」

　いつわることのない、匠の本心だ。同時に匠は思う。自分のために言葉を尽くしてくれる存在が、どれだけいるのだろうかと。

　胸によぎる痛み。それが吐き気に繋つながる前にミカは、幼い子どものように語りだす。

『私は、軍神です。戦いに関することしか能がない神です。良縁を結ぶことも、商売を繁盛させることも、作物を実らせることも、戦い以外のことはなんにもできない。誰かの不幸せと引き換えにしか、幸運を呼ぶことができない出来損ないです』

　戦という物事の側面。勝者がいて、敗者がいる。どちらか一方の願いしか叶かなえられない。

　そんな不条理をこの神は、ずっと司つかさどり続けてきた。

『それでも、こんな私を拝んでくれる人がいる。ならば、戦いでだけは後れを取るわけにはいきません。それは私に祈りを託してくれた人々への裏切りであり、侮辱です』

　語ることでミカも自分の原点に帰ったのだろう。続く声は、どこかすっきりしたようだった。

『軍神としてのプライド。結局はそれです。私が勝利にこだわる理由は』

　シンプルに、ただまっすぐ勝利を求めようとする声音が匠を鼓舞する。もしかして、ミカとなら──そんな想おもいが匠に、《戦せん極ごく》を戦い抜く決心をさせた。

「ミカ。するぞ──《進化》を」

　レベル上限にまで達した神々をさらに成長させるシステム。それが《進化》だ。

　スピーカーの向こうから、ミカが息をのむ気配が伝わってくる。

『いよいよ、ですか。しかし……』

　言葉を濁すミカに匠は、確固たる意志を込めて告げる。

「やるしかない。……そのために必要なアイテムが、ガチャ限定といえども」

　ガチャ限定──それは、無課金主義の匠たちにとって入手が困難になる、ということを意味している。匠はスマートフォンの画面に指を滑らせ、【ガチャ】のボタンをタップした。

　画面に現れたのは、円筒形のおみくじ箱。円筒の底部から番号が書かれた棒が出てくるタイプのもので、『振ってね☆』という指示通り匠はスマートフォンをシェイクさせる。

　ガチャガチャという効果音。

　その響きに匠は、息を呑のんで結果を見守ることを幾度か繰り返し──数分後。

「全然出ねぇ！」

　匠たくみはスマートフォンをベッドにたたきつけて、自分も寝転んだ。

「ＵＲウルトラレア三倍ってウソだろこれ……。二度とやらないからなこんなクソゲー……」

　あまりの引きの悪さに体調まで悪くなってきた気がした。アイテムボックスに並ぶクズアイテムの群れを眺めると匠は、タオルケットをかぶってさなぎのように丸くなる。

「大人しくボックス拡張しておけばよかった……。『おっぱいと拡張は裏切らない』って、テツさんが最初にアドバイスしてくれてたのにもかかわらず、俺の大事な玉が……」

　陰いん鬱うつな空気が立ち込める中、ミカが匠を励ます。

『タクミ、諦あきらめるのはまだ早いかと。レアガチャがダメでも、ノーマルガチャが残っているではないですか』

「レアガチャですらろくなの引かないのに、今さらノーマル引いてもどうにもならないよ。カス引くために使うんだったら、ポイントをスペガチャに使った方が建設的だ」

　スペガチャとは、『スペシャルガチャ』の略称だ。ノーマルガチャやレアガチャと違い戦闘中にのみ使用できるという特殊なものであり、匠も以前、例大祭フエスでイレギュラー的に現れるレアなボスをこの機能の助けで仕留めたことがある。

　恩恵を知っているからこそ、そちらを尊重する。Ｌｕｎａルナとの戦いのときにはポイント不足で引けなかったからこそ、いざという時のために温存しておく。匠の方針にミカも異論はないらしいが、現実は世知辛い。

『タクミのフレンドが多ければ、もっとポイントがたまっていたのですが』

　ノーマルガチャ、及びスペシャルガチャは《勾まが玉たま》ではなく、フレンドに救援を求められたり求めたりしたときに得られる《縁ポイント》を消費して引くことになる。フレンドが鉄てつ舟しゆうしかいない匠は必然、このポイントがたまるスピードが遅い。

「こういう形で裏目に出るとはなぁ。覚悟していたつもりでも、実際に損してみると自分がいかにきつい縛りプレイをしているか思い知らされる」

『きつい縛りプレイって、そこだけ聞くと何やらいかがわしいですね』

「そういうつもりで言ったわけじゃないんだけど」

　縛られたミカを想像してみる。

　少し、生きる希望が湧わいた気がした。

　匠は起き上がり、現状を整理してみる。《勾玉》の所持数はゼロ。何度見てもゼロ。実はこれは夢で、起きた時には今までこつこつ貯ためた《勾玉》がしっかり残っている──と現実逃避しようとしてもやはりゼロだ。

　ため息を尽きつつ匠は、画面の一点──【ショップ】の四文字に注目する。

「……課金、してみるか」

　アイコンをタッチ。《勾玉》は一個百円が基本料金だが、まとめ買いすることによっていくらか割安になる。五千円で七十五個が最大だ。

『ですがタクミ、それは』

「わかってる。これは、修羅の道だ」

　一度枷かせを外してしまった者の末路がどのようなものか、知らない匠たくみではない。その上で匠は、ミカを安心させようと気軽さを装った。

「でも、だいじょぶ、だいじょぶ。欲しい素材が出たら、それっきりでやめるから。それ以上は突っこまないから」

『廃人の常じよう套とう句くですね』

　ミカの声が届いていないように匠は、ぶつぶつと呟つぶやく。

「三千円……いや、二千、二千だな。二千円までなら許容範囲内だ。二千円でこれからの戦いを勝てるなら安い。むしろ、たった二千円だ」

　どう言いつくろおうとも、課金廃人と成り果ててしまうための第一歩ではないのか。匠も不安に思うが、それとは別な懸念もあった。

『母上に、なんと説明するつもりです？』

　ミカの問いに匠は、ぎくりと顔を引きつらせる。真の問題はむしろ、そちらだった。

　匠はゲーム開始時点で、ミカに説明していた。自分の特殊な家庭環境のことを。そのせいで、課金はほぼできないと思ってほしいということを。

　黙りこくる匠にミカは、さらに現状を突きつける。

『タクミには義務付けられているはずです。月末ごとに母上に小遣いの使い道を報告すること──つまりは、決算書の提出が』

　匠はためらいを声音に交じえ、のらりくらりと言い訳を始める。

「……領収書まで要求されてるわけじゃないし、テキトーに他の使い道でっち上げれば、何とかなると思う。参考書とか……いや、現物が手元に残るものにしない方がいいな。食費を削った分課金して、いつもどおりの報告をすればいけるか」

『ケータイの明細とかに、課金したことが記載されたりしないのでしょうか？』

「それは気にしなくてもいい。たしかにケータイの料金は母さんがまとめて払ってるけど、課金はコンビニで売ってるカードからチャージして、って感じでできる」

『なるほど。しかし、粉飾決算が万が一にもバレれば……』

「ああ。──間違いなく削られる。俺の小遣いが」

　無駄なことに使える金があるのならその分、小遣いを渡す必要はない。当然のようにそう言ってのけるのが匠の母だ。現物が残らないたかがゲームのデータに課金していると知られれば匠の母は容赦なく小遣いを削るだろう。絶対にやる、という確信が匠にはある。

　匠が弱気になってため息をつくと、ミカも小声になって告げた。

『私は……イヤです。弱いせいで、タクミに迷惑をかけるのは』

　軍神としての矜きよう持じがあるのだろう──その声に隠せない切実さが宿っているのを聞き取った匠たくみは、早口にフォローする。

「迷惑って、そんな。俺の方こそ、こんな家庭環境で申し訳ないっていうか、それこそ速水はやみ征せい士し郎ろうみたいに金をじゃぶじゃぶ使えればレアガチャが引けないことで悩まなくたってよかったっていうか」

『いえ、私が弱いのが悪いのです』

「いやいや、うちの母親の変な教育方針がいけないんだ」

　言ってから匠は、議論の不毛さに気付く。ミカも同じ心境だったのか、小さなため息がスピーカー越しに聞こえた。

『平行線ですね』

「……だな」

　こんなことに時間を浪費している場合ではない。結論が出たところで、現状は何一つ好転に向かわないのだ。

『さておき、このままというわけにはいかないでしょう。なにか、方針は？』

　無策のままというわけではいられない。匠はすぐさま、取れる限りの最善の手を考えた。

「しばらく、毎日のログインボーナスと《クエスト》のクリア報酬で《勾まが玉たま》を貯ためる。いつになるかわからないけど……気長に待ってもらえるか？」

『もちろん。ですが、周りも待っていてくれるわけではないので早急な対応が必要かと』

「あぁ。今までスタミナに対する経験値とか奉納点フエイスの効率が悪かったからスペシャルダンジョンは後回しにしてたけど、そっちの攻略を主にしていく」

　逆境を自覚すると、腹が決まった。匠は無意識的に、頬ほおをつり上げてしまう。

　無課金、無フレンド（一人除く）上等。この縛りプレイで、せいぜい勝ち進んでやろうじゃないか、と。
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　匠が《クエスト》をこなしつつ《勾玉》を貯める中、ある日その知らせは届いた。

《戦せん極ごく》は毎日、早朝五時に『本日のお知らせ』を更新する。それはその日に出現するゲリラダンジョンについての通知であったり、イベントの開催通知であったり──

　今日、プレイヤーたちの下に届いたのは例大祭フエスの開催を告げるものだった。

　寝ぼけ眼まなこで半ば自動的にスマートフォンを操作していた匠は、例大祭の上位ランカーに与えられるアイテムを目にすると、瞬時に覚かく醒せいした。

「キタコレ！」

　震える手で《戦極》のアプリを起動し、通話を選ぶ。しばらくして、ミカが電話に出た。

　匠たくみはミカが「もしもし」というよりも早くまくしたてる。

「ミカ、チャンスだ！　できるかもしれない、進化が！」

『朝からハイテンションとは、匠にしては珍しいですね。なんでしょうか？』

「例大祭フエスだよ、例大祭！　今度の例大祭で、進化素材が手に入りそうなんだ！　このチャンスを逃すわけにはいかないだろ！」

　スピーカーの向こうから「ほう」と息をのむ気配がした。

『なるほど。千載一遇のチャンス、というわけですが……手に入る見込みはあるので？』

「ルール的にも短期決戦で、無課金勢でも上位を狙ねらえる。ここで素材を手に入れて、進化してやろうじゃないか」

『そういうことならばこの好機、みすみす逃すわけにはいきませんね』

　漲みなぎってきた。高まってきた。滾たぎってきた。

　どんな言葉を使っても語りつくせない祭りが、迫ってきていた。
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　例大祭はいつもの《戦せん極ごく》のシステムと違い、さまざまな特殊ルールが適用される。今回もその例に倣ならったとおりのものとなった。

　今回のルールは《ハント》。今日の正午から十二時間だけ出現する例大祭限定ダンジョンに現れるマガツを倒すと、経験値や奉納点フエイスとは別にＲＰランキングポイントというものが発生し、その獲得数で順位を競う方式だ。

　さらに今回は、特殊なルールが追加される。通常のダンジョンは、他のプレイヤーと鉢合わせすることがない。これはダンジョンのデータをいくつにも複製して、別々のダンジョンにプレイヤーたちは挑んでいる、というのが『運営』からの説明だった。

　だが、この例大祭の会場は違う。一つのダンジョンに複数のプレイヤーが入り乱れ、限られた数だけ存在するマガツの討伐を競う──いわばリソースの奪い合いになる。いかに他のプレイヤーにマガツを倒させず、自分が倒すか。他のプレイヤーが少なく、マガツが湧わきやすい時間帯をいかにして狙うかがこの例大祭でポイントを稼ぐコツとなる。

　匠は今のところ、五二六位。《勾まが玉たま》を消費してスタミナを回復し、周回数を増やしている廃人たちに混じってこの数字は、健闘しているといえるものの──やはり、無課金という縛りがここに来て大きな壁としてそびえ立った。匠が求める報酬を手に入れるには五〇〇位以内に入らなければならないのだが、後一歩のところで手が届かない。

　残り時間的に、このアタックが最後。少し待てばスタミナが回復して再度挑戦できる、という状況だった匠は、現世に戻るのももどかしく《ラウンジ》で回復を待っていた。

　スマートフォンの画面に目を落としたまま匠はカウントダウンを眺め続ける。ミカが腕をからめて同じ画面を覗のぞきこみ、時たまｈｓｈｓハスハスしてくるのが気になったが匠たくみはひたすら画面に集中した。

　回復までの残り時間が三十秒を切った。匠は声に「このチャンスを逃がしたらヤバい」という焦燥をにじませて告げる。

「これがたぶん、最後の挑戦だ。５００ＲＰランキングポイント稼げば、ぎりぎり目標圏内だと思う」

「と、いうことはＢ級のマガツを五体、というのが目標ですね。了解です」

　ミカのテンションも上々。根拠はないが匠は、この調子ならイケる、と直感し──

　スタミナのバーの下に示されていた数字が、【17】から【18】へと変へん化かする。同時に匠は例大祭フエスへの参加を申請するボタンをタップして鳥居をくぐった。

《隔かく離り世よ》を移動するとき特有の、重力が増すような感覚が体を包む。景色が後ろに遠のいていき、不意に体が軽くなって移動が完了したことを悟り──

　同時に、フィールドの中央から派手な地響きが上がった。

　破壊は見る見るうちに広がった。上る土煙を切り裂くなにかに匠はうろたえる。

「な、なんだっ？」

　匠の動体視力ではとらえられないものをミカは見ているのか、緊張と高こう揚ようが入り混じった声で告げた。

「水の鞭むち。これほどの使い手が、あのコンビ以外にいないと思いたいところですね」

　ミカの言葉に匠は、「げ」と苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になる。

「まさか」

　匠の脳裏に二つの顔が蘇よみがえる。水の鞭を振るう、激流の化身とそのプレイヤー。思い浮かぶのは、苦い敗北の味だ。

　それでも、じっとしてなどいられなかった。

「ミカ、止めるぞ！　このままじゃポイントはあいつらの総取りだ！」

「では、急ぐのでちょっと失礼します」

　言うや否やミカは、返事も聞かずに匠の手をとって駆け出した。匠がミカのスピードについていけるわけは当然なく、地面に引きずられるようになる。

「これ、ダメージ判定されてないよな!?」

　ＨＰはプレイヤーと契約したパートナーで共有しており、さらに言うとプレイヤーの耐久力はゼロに等しい。匠はスマートフォンの画面を見るが、結果としてＨＰバーに減少はない──セーフらしかった。

　ついでに、敵の情報にも目を通す。【ランク２３２　所持奉納点フエイス８９３，２２６】──匠がこつこつと力を蓄えていた一方で向こうは、荒稼ぎをしていたらしい。《ミリオン》に匹敵する力をつけてきていた。

　距離を詰めようとする匠たちの横を、高速でなにかが吹き飛んでいく。あまりにも速くて自信は持てないが、匠たくみにはそれが他のプレイヤーのように見えた。

　縦横無尽に奔はしる水の鞭むちに匠は理解する。敵はプレイヤーもマガツもお構い無しだ、と。

　その後も再三にわたって飛んでくるプレイヤーやそのパートナーを避よけつつ、匠たちはようやく台風の目となっている地点に到達。ミカは匠の手を離すと、そのままＬｕｎａルナの契約神──ヤマタノオロチに向かって突っこむ。

　水の鞭をかいくぐり、地面を蹴ける。一気に肉薄し、五指を大きく開いた手を振りかぶる。

　鞭という武器の特性上、近距離戦は不得手だろう。そう踏まえた不意打ちだったが、すかさずＬｕｎａに割って入られた。

「代替執行オルタナテイブ・攻ソード！」

　Ｌｕｎａの背後に【伍ご仟せん】とエフェクトが浮かび上がり、カウンター気味に光の剣が突きこまれる。ミカはぎりぎりのところでそれを避け、即座にいつでも匠を守れるよう、傍そばに戻った。

　立ちはだかるミカの肩越しに匠は、Ｌｕｎａに呼びかける。

「あんた、ルールわかってるか!?　敵はマガツであってプレイヤーじゃないだろ！」

　Ｌｕｎａは悪びれることなく、当然という顔で返した。

「プレイヤーを全員倒しちゃえば、あとの獲物は総取りでしょ？　ちまちま倒すより手っ取り早いじゃん」

「そんなムダにヘイト稼ぐような戦法とるかよ、普通」

　渋面になる匠。一方でミカは感心したように目を丸くした。

「その手がありましたか」

　ミカの反応にヤマタノオロチは、両手を腰に当てて自慢げにふんぞり返る。

「ふふん！　おねえちゃんが思いついたのよ！　すごくない!?」

　お手本のようなドヤ顔に匠は返す言葉もない。一方でＬｕｎａは、そわそわと自分の髪先をいじり始めた。

「チロ。その……あんまりアタシの自慢するの、やめて。恥ずかしい」

「照れることないわよ！　事実を言ってるんだから！　おねえちゃん賢い！　おねえちゃんかわいい！」

「あの、チロ？　だからね……？」

　止めるにも止められないのかＬｕｎａは、あたふたと焦るだけだ。毒気を抜かれた匠は、戦うよりも疑問をスッキリさせておきたくなる。

「一つ訊きいておきたいんだけど、おねえちゃんってあんたのこと？　あんた、神におねえちゃんって呼ばせてるの？」

　気恥ずかしそうな様子から一転、Ｌｕｎａの声が氷点下まで落ちる。

「は？　アンタには関係ないでしょ」

　匠たくみはおびえたように肩を縮めて言い返す。

「アイドルなんだよな、あんた？　アイドルがしていい目つきじゃないだろそれ……」

「いいの。アタシ、ファンの前でもこんな感じだから」

　そう言ってＬｕｎａルナが開き直るとヤマタノオロチ──チロは、また興奮して声を弾ませ、両の拳こぶしを握りしめながら訴える。

「おねえちゃんはね！　ドＭの人たちに大人気なのよ！　ニッチ向けって声も多いけど信者が多くてこの前の選挙だって二位だったのよ二位！　すごくない!?」

「チロ、お願いだから黙って」

　Ｌｕｎａは頭から湯気が出そうなほど顔を赤くしてチロの口を塞ふさぐ。その様子にミカは対抗心を燃やした。

「なかなか見せ付けてくれますが、タクミだって負けていません。人の目を見て話せないし、ちょっと大きな音がしただけで『びくっ！』ってするし、私がそばにいなくては、と思わせてくれる素敵な男子です」

「ミカ、張り合う必要ないから」

　恥ずかしそうにミカを止めようとする匠の声は、ミカに負けじと張り上げられたチロの声に吹き飛ばされた。

「くっ……やるわねっ。で、でも、おねえちゃんは自分の胸の小ささを気にして豆乳を毎日飲む努力家の一面もあるんだから！」













「手を抜くことにかけてタクミの右に出る者はいません。効率を優先しようとして逆に非効率的になっているその生き様には母性が刺激されます」

「おねえちゃんだって意外とドジっ子で、この前カップ焼きそばを流しにダバァして涙目になってたわ！」

「タクミは牛ぎゆう丼どん屋に行くにしても店員に注文するときに声が震えるからって、わざわざ遠くにある食券制の店に行くくらいです。……あ、でも『ごちそうさま』はちゃんと言えるのです。影が薄くて、九割がた無視されるのにもかかわらずですよ？」

　侃かん々かん諤がく々がくと自分のプレイヤー自慢が始まる。神々が熱くなる一方、プレイヤーたちは自分のパートナーがなにか言うたびに顔が赤くなっていった。

　やがて耐えられず、Ｌｕｎａルナが音を上げる。

「チロ。それ以上は、お願いだからやめて。あとアタシ、胸のことは気にしてないから。単に好きなだけだから、豆乳」

「ミカ。俺が松屋に行くのは味み噌そ汁しるがついてくるからだ。……や、たしかに、値上げしたせいで味噌汁のアドバンテージが失われた感はあるし、食券制だからっていうのも、ちょっとはあるんだけど。……もういいからとっととマガツを倒しに行こう」

　と、匠たくみがミカの肩に手を置く。

　次の瞬間、ミカは匠をお姫様抱っこして飛びのいた。

　一瞬遅れて、匠が立っていた地面にクレーターが穿うがたれている。チロは水の鞭むちを引き戻すと、勝気な瞳ひとみを向ける。

「行かせると思った？」

「……デスヨネー」

　一戦、交えざるを得ないようだ。匠はなんとかしてＬｕｎａたちを出し抜く手はずを考えるが、強者の余裕なのか、Ｌｕｎａがしれっとした態度で提案してくる。

「邪魔しないって約束するなら見逃してあげるけど？」

「おねえちゃん、本気？　こいつらも一緒にやっちゃいましょう!?」

　ぎょっとした顔で問いただすチロに、Ｌｕｎａがけだるげに口を開く。

「こいつら、ビミョーに強いし。できれば奉納点フエイス、温存したいし」

「おねえちゃん、さすが！　未来のトップアイドルともなると頭も冴さえてるわね！」

「そ、そんなことないし……」

　また始まった。匠は呆あきれながら、ランキングを思い出す。ここから五〇〇位以内に食い込むためには──

「ＲＰランキングポイント、５００点ほど、譲ってもらえるとありがたいんだけど──」

　匠のセリフをさえぎるように、鞭が奔はしる。

　最初から脅おどしが目的でだったのか、当たりはしない。鋭く目を細めたＬｕｎａルナがボイストレーニングの賜たま物ものなのか、脅しをかけるように低いのに驚くほど通る声で告げる。

「聞こえなかった？　邪魔するなって言ってんの」

「ムダか」

　匠たくみが腹をくくって身構える──その時だ。

　二人のスマートフォンが震える。同時に画面を見ると、そこにはこう記されていた。

【ＷＡＲＮＩＮＧ！】

　危険を告げる単語。点滅を繰り返す画面に匠は、思わず嘆きを口にした。

「マジかよ……」

　匠は以前に一度だけこの画面を見たことがある。例大祭フエスでだけ遭遇するレアなマガツが登場する予兆だ。

　今回の例大祭でも事前に出没することは告知されていたし、他のマガツなど比べ物にならないＲＰランキングポイントが設定されている。だが、匠はこれをチャンスと思えなかった。

　以前戦った城じよう塞さいのような巨体を誇るマガツはとても立ち向かえる相手じゃなく、ダメ元のつもりでスペシャルガチャを使ったら偶然勝てた、というほどの強敵だった。今回も同じマガツが出るかどうかは知らないが、あの巨大マガツに匹敵する強さであることは覚悟しておかなければならない。

　喉のどから手が出るほどＲＰを欲している状況だが、さすがにアレに手出しはできない。匠はパートナーの意志を確かめようと横目で見やるが、ミカも小さく首を振った。

　匠は身構えつつも、Ｌｕｎａの様子をそれとなく窺うかがう。Ｌｕｎａも匠と似た反応であり、匠とマガツ、どちらを警戒すればいいのか迷っている様子を見せた。

　だが、待てども待てども脅威はやってこない。おかしいな、と匠が思ったその時だ。異変を最初に察知したのはミカであり、匠の肩をつつく。

「タクミ。あれ──」

「え？」

　ミカが指差す先は、空。

　赤い空を割って、それが現れ始めていた。

　巨大な──鯨を思わせるフォルム。鯨と違うのは、胸びれの代わりに大きな翼がついていることだ。匠にとって身近な物差しとして二五メートルプールがあるが、あの巨体はそれにぎりぎり収まらないんじゃないか、と思う。

　空を統すべる覇者のように、巨体が悠々と泳ぎだす。その堂々たる様子は倒されるために用意されたプログラムであることを感じさせず、匠は上空を見上げて呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「マガツ……なのか？」

　同じく空を見ていたＬｕｎａは、不敵に笑う。

「ポイント、高そうじゃん。アンタたち、いったん見逃してあげる。チロ、行くよ」

「オーライ！　派手なステージにしてあげましょ！」

　Ｌｕｎａルナたちは巨大なマガツに向かって走り出す。その刹せつ那な──

「タクミっ！」

　ミカが呼び掛けると同時に、匠たくみの手を引いて建物の陰に隠れる。不意の加速に匠は目を回しかけるが、先ほどまで匠が立っていた場所が弾丸に穿うがたれるのはその直後だった。

　マガツが広げた巨大な両翼から、驟しゆう雨うのように礫つぶてが降り注ぐ。空を泳ぐ優雅さと対照的な爆撃が、マガツによって開始された。

　耳をつんざく破壊の音に匠は背すじを震え上がらせる。あんなものを相手にしろだなんて、冗談も大概にしてほしい。

　建物の陰からそっと顔をのぞかせ、Ｌｕｎａたちがどうなったか確認する。路上に取り残されていたＬｕｎａたちは、弾雨にさらされながらもそれに抗あらがっていた。

　避よける隙すき間まもない弾幕を、チロが鞭むちを振るって払おうとする。しかし礫はチロに鞭を振るい戻す隙を与えず降り注ぎ続ける。

　鞭での迎撃が間に合わず、礫がチロの太ももをかすめる。ダメージを受けたエフェクトである、血液を思わせる黒い液体が流れるが、チロはその足を踏ん張って鞭を振り続けた。

　戦力は僅きん差さだが、確実に、少しずつ削られていく。チロはもうふらふらで、いつ被弾してもおかしくない状態だった。

　やがて、マガツが放つ礫がチロの手を穿った。手首から先が爆はぜ、ほとばしる黒い液体に呆ほうけたような顔をするチロに、さらに礫が降り注ごうとし──

　その瞬間、Ｌｕｎａは動く。

「代替執行オルタナテイブ・防ガード！」

【伍ご萬まん】──使用した奉納点フエイスを示すエフェクトが、Ｌｕｎａの背後に現れる。同時に光の壁が礫とＬｕｎａたちの間にそびえ立ち、弾雨を遮った。

　礫が壁をたたく固い音が連続する。強固に見えた壁も徐々に削られ、ガラスが割れるような音とともに完全に砕け散った。

　万事休す。もはやなにも打つ手がないと匠が思ったその時だ。

　Ｌｕｎａは、礫からチロをかばうように、その小さな体を抱きしめた。

　呼応するように、匠の体も無意識的に動く。Ｌｕｎａたちに向かって駆け出してから、自分自身の行動に疑問を覚える。

　Ｌｕｎａの行動は、はっきり言って無意味だ。この状況でする判断としては、下の下。しょせんはパートナーの強さに頼っていただけのプレイヤーか、と失望すらするし、助けに入る義理なんてあるはずもない。

　それでも──匠の体は止まらなかった。

　足に絡みつき、動きを鈍にぶらせようとする疑問という鎖を匠たくみは振り切る。自分を今、突き動かしているものがなんなのか知らないが──

　匠は地を蹴ける足に力を込めて、自分自身に言い聞かせる。

（動き出してしまったのなら、止まるな！）

　その背中を後押し──というよりは匠の体がふわりと浮いて加速する。景色が猛スピードで流れていくと思った次の瞬間には、別の建物の陰に移動していた。

　匠が目を白黒させていると、耳元でため息をつかれる。

「珍しく無む茶ちやをしますね。さすがに三人を運ぶというのは骨が折れるのですが」

　匠の無謀を見かねたミカが、助け舟を出してくれたらしかった。匠はこわばっていた体を弛し緩かんさせて、苦笑する。

「あ……あぁ。悪い」

　マガツの攻撃も永久には続かないのか、弾雨の激しさは徐々に衰え──ついに、完全に攻撃の手が止まる。人心地つくと匠は、今さらながらＬｕｎａルナに対して呆あきれがわいてきた。

「……あんたさ、プレイヤーよりパートナーのほうが何倍も耐久力あるのに、かばうやつがいる？　それよりもっと、代替執行オルタナテイブ使うとかいろいろあるだろ？」

「しょ……しょうがないでしょ！　体が勝手に動いちゃったし──」

　Ｌｕｎａも自分の行動が合理的ではないとわかっているのか、顔を赤く染めて言い返し、

「チロは、アタシにとって、すっごい大事なんだから」

　目元に涙をにじませ、腕の中のチロをさらに強く抱いた。

　パートナーは、『プレイヤーが望む、共に戦ってほしい者の姿』として表れていて、プレイヤーがパートナーを大切に思うのは自然なことだ。だが、どんな姿をしていようとパートナーの本質はあくまで『神』。だからこそ匠はミカから寄せられる好意に応こたえようとしないし、それは匠が今まで見てきた他のプレイヤーにしても同様だ。

　だが今、匠の目に映る関係は違う。パートナーが悪名高い怪物であることなんかお構いなし──Ｌｕｎａはチロを、体を張ってでも守るべき戦友として扱っていた。

　匠の胸がズキリと、過去の傷を思い出して痛む。だがその痛みは、決して悪いだけのものではない。Ｌｕｎａを助けてよかった、と匠は思うことができた。

　感傷に浸ひたってはいられない。上空を警戒するミカから、声が飛ぶ。

「タクミ。向こうも出方を変えてくるようです」

「ったく……今度はしのげるかな？」

　身構える匠とミカに、Ｌｕｎａが問うてくる。

「アンタ。代替執行の下限値──５００点でいい。それだけでいいから奉納点フエイス、使ってもらえる？」

「５００？　そんなしょっぱい点数でなにするつもりだよ？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる匠たくみにＬｕｎａルナが告げたのは、耳を疑う提案だ。

「代替執行オルタナテイブでチロを攻撃して。……頼める？」

「おねえちゃん!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げるチロにＬｕｎａは、苦々しい顔をする。

「仕方ないでしょ。アンタのアビリティを使うには、これが一番手っ取り早いんだから」

「で、でも……うぅ……」

　Ｌｕｎａとチロの間には共通の理解があるようだったが、唐突な依頼に匠はしどろもどろになる。

「え、えっと、なんで、そんなこと──」

「いいから早く！　説明してる時間はない！」

　鋭く告げられると、匠も「もうどうにでもなれ」という気分になる。やけくそでスマートフォンを操作し、チロに向かってもう片方の手を突き出すが、

「代替執行・攻ソード──」




　光の剣が現れるよりも先に、匠の手がチロの胸に重なった。




「「「「──」」」」

　その場にいる全員の目が点になる。ワンテンポ遅れて光の剣が生み出され、衝撃にチロは体を『く』の字に折った。

「──ぐ」

　その場に膝ひざをつくチロに匠は、まくしたてるように謝罪する。

「わ、悪い！　いつもの癖で！　剣を振るっていうのがどうも苦手で、敵に直接触れてから発動してるんだよ！」

　ひざまずいたまま、わなわなと肩を震わせていたかと思ったチロが、急に吼ほえた。

「ちょっ……ちょっとあんた、どういうつもり!?　わ、わた、わたしの、むむむ、ムネっ……うわーん！　おねーちゃあぁあああん！」

　泣きつくチロを抱きしめＬｕｎａは、匠を睨にらみつける。

「チロ、大丈夫。アタシが、あいつにケジメつけさせてあげるから──絶対ぶっ潰つぶす」

「それには及びません。こちらできっちり、お灸きゆうをすえますので。……覚悟はいいですね、タクミ？」

　半はん眼がんになったミカは匠に寄り添い、拗すねた恋人がするように脇腹をつねるがそれは匠にとって恐ろしい時間の始まりだった。

「ミ……ミカ？　それ以上力を込めると俺の脇腹がちぎれるっていうか、やめていたいいたいすみませんわるぎはなかっ」

　それ以上はもう、痛みに耐えるのに必死で声すら出せなくなる。匠たくみがぷるぷる震えながら歯を食いしばっていると、上空から突風が吹きつけた。

　いっせいに、空をふり仰ぐ。巨大なマガツは、いかにも攻撃を再開するぞと言わんばかりに両翼を広げていた。

　Ｌｕｎａルナが、空から再び礫つぶてを降り注がせようとするマガツに鼻を鳴らす。

「まずはアイツをなんとかしなきゃ、か」

「……そうよ。あいつがいなきゃ、そもそもこんなことにならなかったのよ」

　Ｌｕｎａの肩に顔をうずめていたチロが、真っ赤な目で天上をにらむ。その声音には沸々とした怒りがにじんでおり──

「余裕で高みの見物なんかしちゃって……降りて、きなさぁああああい！」

　刹せつ那な、水の鞭むちが目にも見えぬ速さでマガツを繰り返し打ち据え、地にたたき落とした。

「なっ、なんだ、これっ!?」

　理不尽なほどの力の胎動に戸惑う匠にＬｕｎａは答える。

「《フラッド・ブラッド》──ＨＰが一割を切った時に全ステータスが八倍になる。それがチロのアビリティ」

「八倍？　しかも、全ステータスって……話、盛ってるわけじゃないよな？　たしかに、発動条件を考えるとそれくらいのリターンがあってもいいんだけど」

「そ。だからこそ、扱いが難しくて今まで使えなかった」

　話を聞いていた匠は、ふと疑問に思う。

「でもそれって、別に俺じゃなくてもお前が代替執行オルタナテイブで攻撃すればいいだけでは？」

「は？　意味わかんない。アタシがチロを攻撃できるわけないじゃん」

　匠の発言にＬｕｎａは、「なに言ってんのコイツ」という顔をした。

「あ、そうか。……そうか？」

　他のプレイヤーに攻撃させるのはありなのに？　と匠は混乱するが、すぐさまミカにその思考を遮られた。

「タクミ。ここはＬｕｎａたちに加勢し、ＲＰランキングポイントをかっさらう──というのが得策かと」

　匠は、我に返ってうなずき返す。

「ああ！　せっかくのチャンスだ……多少、大盤振る舞いで行くぞ！」

　このまま進化できずに足踏みをしているくらいなら所持奉納点フエイスの五割──十万点くらい費やしてでもランキングの上位に食い込む価値はある。

　匠の決断を受けるや否やミカは飛び出した。

　先行するミカの後を追って匠も走る。地面に落ちたマガツは、チロの攻撃に逆上したのか今までの悠然とした様子と、うって変わって暴れ始める。

　周囲を破壊しながら跳ね回る巨体を、ミカの掌しよう打だが迎え撃つ。クジラと人間──馬鹿馬鹿しくなるほどのウェイト差だったが、ミカが一方的に弾はじき飛とばされるのではなく、双方が同じ極の磁石のように反発しあった。

　砂すな埃ぼこりを舞わせてミカは地面を滑るようにして体勢を整え、匠たくみの隣に戻ってくる。たった一度の交錯だったが、ミカにとってはそれで十分。力の差をはっきりと測れた。

　今まで似たタイプのマガツと何度か戦ってきた経験から、ミカは敵のマガツとの『質』の違いを感じたようだ。

「思った通り、防御力が高いタイプのマガツです。おそらく、私の攻撃力ではダメージを通せないかと」

　自分の攻撃力以上の防御力を持つ相手へのダメージはゼロとなる。そしてマガツの中には、ＨＰが少ない代わりに防御力が極めて高く設定されたものがいる。

　そういう相手へはスキルで一時的に攻撃力を跳ね上げたり、固定ダメージを与えるスキルを使ったりという対策があるが、それでもまだこの巨大なマガツの装甲を貫つらぬくには至らないというのがミカの判断だ。

　すべてのステータスが八倍になったチロですら、わずかなダメージを重ねるのが精いっぱいなのだから敵の硬さが知れるというもの。だが、手詰まりというわけではない。

　再び荒れ狂おうとするマガツに委い縮しゆくしそうになるものの、匠は腹を決める。

「……わかった。的があれだけデカければ、俺でもさすがに外さないと思う。直接触れるまでもなく、仕留めてみせる」

　ちらりと、スマートフォンを持っていない方の手に目を落とす匠に、ミカは力強いうなずきを返した。

「では私は、陽動に徹します」

「頼んだ！」

　匠は駆け出すミカの背中を見送る。息を吸い込み、心を落ち着かせて自分が動くべきタイミングを計った。

　即興とは思えないコンビネーションで、チロの鞭むちが敵の巨体を浮かせたと同時に、ミカはその下に潜り込む。大地に根を張るように両足が踏みしめられ、ミカは地面の質量を丸ごと乗せるような一撃をマガツの腹に放つ。

　クリティカルのエフェクトが交錯した手と腹から発生する。空中でマガツが身もだえすると同時にミカが吼ほえた。

「今です、タクミ！」

　ミカの合図とともに、匠はスマートフォンをタップして音声認証を始める。

「代替執行オルタナテイブ・攻ソード！」

　匠の背後に【参さん萬まん】とエフェクトが現れ、それが砕け散ると同時に匠の手に光が集つどう。それは徐々に膨れ上がり、やがて──長大な剣となり、敵へと伸びる。

　極光が巨大なマガツを貫つらぬく。たちまち、暴れ狂っていたマガツの体がぴたりと止まった。

　場を包みこむ静せい謐ひつ。先ほどまでの破砕の音がウソのように静まり返り──

　数秒の後、マガツの巨体は爆発するような光の奔ほん流りゆうとなって消えていった。

　幻想的に輝く粒子を目の当たりにした匠たくみは、気力を使い果たしたように腰を抜かす。それでもプレイヤーの意地というか本能というか、視線はスマートフォンの画面に行った。

　ごてごてしたフォント。スピーカーからはファンファーレが流れ、そのことを告げる。

【＋１００００ＲＰランキングポイント！】

　目標を大幅に更新するＲＰを得たことが、画面には表示されている。ここまでくれば、目的のアイテムは入手したも同然だ。

　それを見届けた匠とミカは、居ても立ってもいられず快かい哉さいをあげる。

「よっしゃ！」

「やりました」

　ハイタッチの音がフィールドに響き、同時に例大祭フエスの終了を告げる鈴が鳴った。
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　例大祭から帰ってきた匠は、そのまま眠りに落ちた。

　激闘から一夜明け、翌朝──というよりはもう、ほぼ昼に近い時間になって匠はようやく目を覚ます。夏休み中とはいえ惰眠を貪むさぼりすぎではなかろうかと反省しながら、匠はキッチンで食パンを牛乳で流し込むようにして簡単な朝食を摂とり、自室に戻った。

　ベッドに腰を下ろし、枕まくら元もとにあったスマートフォンを手に取る。いよいよだ、と思うとにわかに緊張してきた。

《戦せん極ごく》のアプリを起動し、『強化』のアイコンをタップ。画面には通常のアイテム強化の下に、『進化合成』の四文字が表示されている。

　素材を選び、あとはボタンにタッチするだけ。しかし、匠はなかなかその先に進まない。

　なにせ、初めての進化だ。その結果が期待外れになる可能性も捨てきれない。

　画面を見たまま、いつまでたっても動こうとしない匠。しばらくすると《戦極》の通話機能が着信を告げた。

　びくっ！　と体を縮めて匠は発信者を見る。ミカの名前がそこにあり、匠は【応答】のボタンに触れた。

「も、もしもし？」

『タクミ。さっきからなにを迷っているのです？　もう進化するしか手立てがない以上、とっととやってしまう以外ないと思うのですが』

　匠たくみの煮え切らない態度にしびれを切らしたことが丸わかりの、ミカの冷ややかな声が突き刺さる。ミカの言い分ももっともだが、匠にも匠なりの言い分がある。

「……だって、強くなる代償としてミカがアマゾネスみたいな筋肉ゴリラウーマンになったら嫌だし。その可能性がないとは言い切れないし」

『……《戦せん極ごく》のルールを忘れましたか？　私の姿は、あなたの望みどおりにつくられます。タクミが私にゴリウーとしての姿を求めるのでしたらそうなるでしょうが、基本的にはそうなりません』

「あ、あぁ、そうか。そうだったな……」

　ミカの言うとおりだ。匠も自分のことながら呆あきれ、不安よりも高こう揚ようを意識した。

　今以上の力を手に入れ、軍神の名に恥じない活躍ぶりを発揮するミカをイメージする。覚悟を決め、名残惜しげに画面に表示されている現在のミカの姿を見ながらスマートフォンを握りしめる。

「頼むぞ？　お前がゴリウーになったら俺、《戦極》やめるからな？」

『だから、ならないと言っているでしょうに。タクミの希望に応こたえられるよう、努力はしますが』

「よし……じゃあ、行くぞ？」

『ど、どうぞっ』

　普段は抑揚のないミカの声にも、さすがに緊張と意気込みがにじんでいる。進化した結果どうなるのか──匠に不安がないわけでもないが、ミカの勇ましさに後押しされてボタンを押した。

　スマートフォンの画面上で、進化素材がミカの体に吸い込まれていく。光に包まれ、白く染まるスマートフォンの画面を、匠は息を呑のんで見守った。

　エフェクトと共に、進化が終わる。やってみればあっさりしたものだったが、匠は感慨深く息をついて画面を眺めた。

　今までただの『タケミカヅチ』だったのが今は『閃せん光こうの覇者・タケミカヅチ』などと仰々しい二つ名がついていて、外見もマイナーチェンジしている。匠はそれをしげしげと眺めて言った。

「なんか、ちょっと派手になった？」

『そのようですね。着物に柄が入りました。悪くないです』

　ミカの緋ひ色いろの着物は無地だったはずだが、今は金糸で模様が入っている。ゴリウーにならなかったので安心した匠は、外見以外の部分に目を向ける。

「お。新しいスキル覚えてる。遠距離攻撃は欲しいと思ってたからありがたい。ステータスは……ちょっと、下がっちゃってるか」

『ですが、この程度の減少ならば、少しレベルを上げれば元に戻るどころかすぐに前のステータスを追い抜くかと』

「だな。最大レベルも、ぐっと上がった。これなら──」

　匠たくみの頭に強敵の顔が浮かぶ。この力を極めればＬｕｎａルナとチロへの勝機も見えるだろう。

　匠はスタミナを確認する。もう少しで全回復するし、使っておきたいところだ。なにより──

「ミカ？　試してみたくない、この力？」

『私もそう思っていたところです。レベル上げもしなければなりませんし、スタミナも満タン寸前となれば、戦わない手はないでしょう』

「よし……ちょっと、待っててくれ」

　匠は立ち上がると、手早く身支度を整え始める。さすがに寝起き姿のまま《隔かく離り世よ》に行くのは気が引けた。

　顔を洗い、自室に戻って着替えると匠はさっそく《戦せん極ごく》のアプリを立ち上げ、《隔離世》に行くためのアイコンをタップする。部屋のサイズに合わせて縮小された鳥居が目の前に現れ、匠は内臓が引っ張られるような感覚に備えてそれをくぐるが──

「……あれ？」

　景色は先ほどと変わらない。匠の知る、黄昏たそがれ時どきを思わせる赤い空間ではない。

　なにより、隣にミカがいない。それが示すことはただ一つ──ここが《隔離世》ではなく、現世のままということだ。

　ミカも異変に気づいたのか、スピーカーから不思議そうな声が漏れる。

『……？　おかしいですね』

「あぁ。なんだろう」

　匠は一歩下がり、もう一度鳥居をくぐってみる。結果は同じ。匠の体は転送されず、その目に映るのは見飽きた自室の風景だ。

　なにか操作を間違えたか、とスマートフォンの画面を改めて見る。そこに表示されている文字に匠は目を疑った。

【接続エラー】

　初めて目にするものだった。《戦極》のアプリを再起動してみるものの、やはり画面には無慈悲な一文が示されているだけ。それどころか今度は、先ほどまでできていたミカとの会話まで不可能になっているようだ。

《隔離世》に行けないのではなく、《戦極》のシステムそのものがダウンしているらしい。棒立ちになっていると、不意に背後から声をかけられた。

「匠たくみくん、ちょっといい？」

「うわっ！」

　思わず振り返りながら飛びのく。匠の反応を気にすることもなく声の主──ほのかは、いつもののんびりとした笑顔で立っている。

　見慣れた自室に、巫み女こ──そんな異常な状況に匠は、いつも以上にテンパった。

「きゅ、きゅ、きゅ、急に出てくるなよっ。あんたが神出鬼没なのは毎度のことだけど、心臓に悪いんだからっ」

「あらー、それはごめんなさい。今度から気を付けるわね」

　だが、いいところに来てくれた。匠はさっそく、自分のスマートフォンをほのかに見えるように掲げる。

「ほのか。この【接続エラー】っての、どうなってるの？」

「そうそう。そのことなのよ、わたしが来たのは。お察しのとおりサーバーが調子悪くなっちゃったみたいで、告知する暇もなかったからこうして、直接案内して回ってるわけ。今、全力で復旧させようとしてるから、もうちょっと待ってちょうだい？」

　ほのかの説明に匠は、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる。

「……《戦せん極ごく》って、そういうのでトラブルになるのか？」

「あくまでもソーシャルゲームよ、《戦極》は。なんか、オカルトめいたシステムで動いてると思った？」

「そ、そっか……。それで、復旧の見込みは？」

「んー、それが、いつ終わりそうなのかちょっとわからないのよねぇ」

「……もうすぐスタミナ溜たまりきるんだけど、接続できなかったら？」

「もったいないことになるわねぇ」

　匠は、血の気が引く音を聞いた気がした。夏の暑さを忘れたように体が寒さに包まれる。

「もったいないじゃすまないんだけど。え？　ちょっと待って。マジでしばらく繋つながらないの？　マジ？　なんで普段からメンテしておかないの？　どうすればいいの？」

　動転して匠の思考が空回りを始めていた。それも、高速で。

　落ち着きを失い、ろれつも怪しくなる匠にほのかは目を光らせる。

「どうすればいいの、ですって？」

　その反応に匠は反射的に理解した。地雷を踏んでしまった、と。

　だが時すでに遅し。ほのかのスイッチは入ってしまった。ほのかは先ほどまでの穏やかなテンションと対照的に叫ぶ。

「金よ！」

　どこからともなく賽さい銭せん箱ばこが現れる。両手で抱えた賽銭箱をジャラジャラ鳴らし、ほのかはわざとらしく言う。

「サーバーを増強するお金があれば、こんなことは起こらないのにー。あー、誰かいないかしらー。気前よく、課金してくれるプレイヤーがー」

　ちらっ。

　匠たくみがなんの反応も示さないとほのかは、再び賽さい銭せん箱ばこを揺らす。

「いればいいのにー。課金してくれるプレイヤーがー。気前よくー、お金を落としてくれるユーザーに支えられてー、ゲームは成り立っているのだからー」

　ちらっ。

　このままでは平行線っぽいので匠は、きっぱりと告げる。

「……しないから、課金は。金払わなきゃ勝てないゲームなら、とっととやめる」

「あら、残念」

　拗すねたように唇をとがらせるほのかに、匠は半はん眼がんを向ける。

「それよりこの不始末、どう対応してくれるんだよ？」

「まぁ、詫わび《勾まが玉たま》が妥当なところでしょうね。じゃあわたし、他のプレイヤーにも土下座参りしにいかなきゃならないから」

「あ、ちょっと──」

　匠が引き留めようとするのは間に合わず、ほのかは現れたとき同じく、急に姿を消す。

　ほんの一瞬前までは、そこにいたのに。虚空に伸ばした手を見つめ、匠はほのかにしようとしていた問いを思い返していた。

　征せい士し郎ろうからも呈された疑問。ずっと考えないようにしていたこと。

　あんたたちはいったい、何者なんだ──と。

　非日常的な力を持ち、このゲームを作り上げた『運営』とは何者なのか。

　ずっと考えないようにしていた。それを知ったところで今まで平凡な生活をしていた匠には手に負えないかもしれないし、余計な心労になる要因は避けるべし。さわらぬ神にたたりなし、というやつだ。

　だが、征士郎の勧誘から数日──状況は刻一刻と変わりつつある。アマテラスとの会談、Ｌｕｎａルナへの敗北──今までどおりのプレイを続けていれば、待っているのは確実な敗退ということは嫌でも思い知らされてきた。

　こうなった以上、『他人に興味を持たず、淡々と自分のためだけのプレイを貫つらぬく』というスタンスは変えざるを得ない。人とかかわってプレイすることへの抵抗感はいまだに拭ぬぐいがたいが、砂を噛かむ気持ちで匠はその結論に至った。

　アマテラスの存在も含め、『運営』には明かしてもらわなければならないことが山ほどあるにもかかわらず、問いかけるべき相手はもういない。喉のど元もとまで出かけていた疑問は行き場を失い、匠は宙ぶらりんの気持ちを味わう。

　その場から動くことができず、匠はしばらくずっと立ち尽くしていた。
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　唐突にやることをなくしてしまった匠たくみは、「せっかく着替えたことだし」と夕食の買い出しに行くことにする。暇ができたのなら、たまにはちゃんと自炊するのも悪くない。

　近所のスーパーに向かいながら、匠は自問自答する。『今日の俺は何腹なんだ？』──自分の胃が、どんなものを求めているのか、と。

　いろいろな食材を思い浮かべる中、どうしても《戦せん極ごく》が気になった。歩きスマホの危なさとマナーの悪さをわかっていながら、スマートフォンの画面に指を滑らせる。表示されるのは相変わらず素っ気のない【接続エラー】の文字だ。

　ため息をついて、スマートフォンをズボンのポケットに突っ込む。

　同時に、胸のあたりにドン、と何かがぶつかる感触がした。

　強い衝撃に匠は「しまった」と思う。普段、人から認識されることのない匠は道を歩いていると向こうからやってくる人間がまっすぐに突っ込んでくるから注意を怠らないようにしているのだが、《戦極》に接続できないという焦りがそれを忘れさせていた。

　倒れそうになる相手の手をとっさに掴つかもうとするが、匠の反射神経では間に合わず、伸ばした手は空を切る。相手も踏ん張ろうとしたが奮闘むなしく、尻から地面に倒れこんだ。

　幸い頭を打ったとか、大事にはなっていなそうだったが匠は狼ろう狽ばいもあらわに再び手を伸ばす。

「す、すみませんっ」

「いったた……ううん、こっちこそ」

　匠の手は握り返されず、ぶつかった相手は自力で起き上がる。そのまま歩み去ろうとする相手に、匠は胸をなでおろした。こちらの不注意とはいえ、グダグダからまれる可能性も考慮していたのでそういう事態にならなかったことを幸運に思ったその矢先、

「アンタ、ちょっと待って」

　匠の肩が、叩たたかれた。

「──っ!?」

　人と接触する機会が著しく少ない匠は、小動物のように警戒心を一気にマックスにした。匠と対照的に相手は、しげしげと匠の顔を覗のぞきこんでいる。

「やっぱり、アンタだ。偶然だけど、ちょうどいいとこで見つかった」

　知らない顔だった。キャスケット帽に、大きなセルフレームのメガネ。地味でありながらオシャレに敏感な女子、という雰囲気を出す彼女に匠はしどろもどろになって身構える。

「は？　え、ちょっと、いきなり、なに？　キミ、誰？」

　匠の反応が不服だったのか、少女が半はん眼がんになる。上目づかいにこちらを見上げてくる顔はどことなく匠たくみの知るものに似ていて、

「アタシ。顔、もう忘れた？　ってか、キョドりすぎ」

　少女がメガネを下にずらす。そうされて初めて匠の記憶にある人物と目の前の少女が繋つながった。

「あ、あんた、Ｌｕｎａルナかっ？」

「声が大きい」

　目をすがめ、Ｌｕｎａがメガネを戻す。髪型をツインテールにし、メイクの印象も変えているためか、まるで別人だ。

　匠は深呼吸をして、まじまじとＬｕｎａを見つめた。

「地味、だな」

「でないと、変装の意味ないでしょ」

《隔かく離り世よ》で会った時の圧倒的なオーラが完全に消えている。本人のはずなのに、ただのダウナーな女子高生にしか見えない。その変へん貌ぼうっぷりに匠は舌を巻いた。

　言葉を失う匠にＬｕｎａが、淡々と告げる。

「お茶つきあって。仕事、ドタキャン食らっちゃって暇になったの。《戦せん極ごく》もあの調子だしさ」

『あの調子』というのは、メンテナンスのことだろう。匠はダメ元で、抵抗を試みる。

「そんなの、グループのメンバーたちといけばいいだろ。……あ。それとも、実は仲悪いのか？」

　匠の問いにＬｕｎａは、「む」と眉まゆをひそめる。

「悪くないし。むしろ良いし。さすがにまとまってぞろぞろ動いてると目立つの。……立ち話もなんだし店、どっか入ろ。リクエストある？」

　承諾したつもりはないが、Ｌｕｎａの中ではすでに匠をお茶につきあわせることは決定事項のようだ。匠は観念して、ため息交じりに答える。

「どこでも。……なるべく、安いところで。金ないから」

「おごるけど。こっちが頼んでつきあってもらうわけだし、前の例大祭フエスで助けてもらった借り、返さないままってのは気持ち悪いから。スタバでいい？」

「任せる」

「そんじゃ──」

　Ｌｕｎａがバッグをまさぐると財布を取り出し、そこから千円札を二枚取り出して匠に差し出してくる。

「お金、渡しとくから。会計よろしく」

「いいけど、なんで？　あんたがレジで払えばいいじゃん」

「女におごられる奴やつって思われてもいいなら、アタシが払うけど？」

「……なるほど」

　その辺りの機微に疎い匠たくみは、素直に感心する。その間にＬｕｎａルナがスマートフォンで目的の店の位置を検索し、匠は案内された。

　店は、匠がもともと行くつもりだったスーパーと反対方向だったが、そう遠くはない。成り行きでついてきたものの、匠は緑色の看板に地獄の門のような威圧感を覚えていた。

　なにしろ注文がややこしいというイメージが匠の頭にはこびりついている。『コミュ障お断り』の代表格のような店であり、店のドアから斥力が発しているような気さえした。

『いかにも慣れています』という顔でドアを開けるＬｕｎａの後ろに隠れるようにして匠は店に入る。外の蒸し暑さと隔てられた、ひんやりとした空気が肌に心地いい。先んじてカウンターに向かったＬｕｎａが、最初からメニューを決めていたかのように短く告げる。

「ソイラテのアイス。トールで」

　Ｌｕｎａに続いて匠は、精いっぱいの機転を利かせて店員に告げる。

「こっ、この人と同じの」

　滞りなく注文は通り、会計を済ませた匠は達成感に包まれる。『注文が難しい』と言われる店でスムーズに会計まで終わらせるのは、コミュ障にとって試練に等しい。

　それを乗り越えたのだ。大人の階段を一つ上った気分にもなる。得意げになりそうなところをＬｕｎａや店員に隠しながら、注文したものを受け取って席に移動する。

　匠はソイラテをすすりつつ、目の前の人物を注意深く観察する。クールな印象があるＬｕｎａもこの暑さで参っていたのか、一息でソイラテを半分近くまで減らすと屈託のない笑顔をこぼす。

　一連の表情の変へん化かに、匠は見とれてしまっていた。これだけでＣＭになるな、と。

　ぼーっとしかけて、慌てて気持ちを切り替える。メガネと髪型のせいで印象ががらりと変わっているが、間違いなくこれまで二度、戦った相手だ。本来なら敵であるはず。それが、いったいなんのつもりでお茶に誘ってきたのか──あらゆる展開を想像していると、Ｌｕｎａが人心地ついたのか唐突に切り出す。

「ってかさ、こっちの話していい？」

「な、なんだよ？」

「なんでアンタ、アタシのフレンド申請シカトしてんの？」

　例大祭フエスで共同戦線を張ったことがきっかけだったのか、Ｌｕｎａから申請が届いていた。匠は「放ほうっておいてくれ」という希望を言外にこめて突っぱねる。

「そんなの、こっちの勝手だろ」

　匠がまとう拒絶のオーラをＬｕｎａも感じたようだった。匠の反応が予想外だったのか目を丸くし、『ぐぬぬ』と怒りを込めた視線を送ったかと思えば、最後には拗すねたようにつぶやく。

「……せっかく、初めてこっちからフレンド申請したのに」

　さすがにそれを聞くと、匠たくみも悪い気がした。心が痛み、反射的に言い訳をする。

「そういう主義なんだ。仲間は作らない。一人、例外はいるけど」

「なんかそれ、理由あるの？」

　ずけずけと、デリケートな部分に踏み込んでくるＬｕｎａルナ。匠はむっすりとしたまま、自分を落ち着かせるためソイラテを一口吸う。

　ストローから口を離した匠は、投げやりに告げた。

「あるけど、それを俺がお前に話す必要があるか？」

「必要とか、そういう話じゃなくない？　アンタは必要じゃなきゃなにもしないの？」

「なにもってことはないけど、基本的に必要じゃないことはなにもやりたくない」

　必要最低限のことだけして生きていく。匠はそれが自分にできる最善だと信じている。

　そのはずだった。

「じゃあ、なんであの時アタシを助けてくれたの？」

　Ｌｕｎａに指摘されたとおり。あんな行動、本来の主義に反する。まったくのイレギュラーだ。

「それは……俺にもわからないけど」

　正直に白状した匠は、なんとかＬｕｎａが納得してくれそうな妥協ラインを探した。

「俺がフレンドを増やさない理由は、喋しやべる。それでいいか？」

「内容によるけど」

「聞いた後でつまらないとか言うなよ？」

「それを判断するのはアタシなんだけど」

　譲歩って言葉を知らないのか、この女は──匠は頬ほおをひくつかせるが、Ｌｕｎａが悪びれることなく続ける。

「話してよ。面白かろうがつまらなかろうが、聞いてみたいの」

　黒い瞳ひとみはまっすぐに匠を貫つらぬいていて、

　それを前にしてしまった匠は、文句の一つも出なかった。

「……一つは、家庭環境っていうか、親の教育方針のせい。『周りを頼るな。全部一人で何とかできるようになれ』、ってのが母親の持論で、無駄に金使うなってことで毎月決算書まで出させるような人なんだけど──」

　匠はためらいながらも、ここで止めるのは相手にとっても自分にとっても不完全燃焼だろうということで続ける。

「まぁ……親が離婚してるんだよ、うち。そのせいか、母親はもう他人を信用できないみたいだし、息子の俺にもその考えを押し付けた。一人で何とかできるようになれ、って。『二十歳までは生んだ責任もあるし育ててやるけどそれ以降は私の人生に関かかわるな』、とか言われちゃってさ。義務感だけで育てられて、まともに育つかっていう話だよ」

「……ふぅん」

　匠たくみの告白にＬｕｎａルナは、一言だけ告げてストローに口を付ける。興味なさそうな反応であり、匠はこれ以上追及されることはないだろうと安あん堵どした。

　同時に、匠は自身に問う。

　──それだけじゃないだろう？

　むしろ、問題はそのあと。親に押し付けられた思想ではなく、自身が受けた体験こそが匠に今の孤独主義を植えつけた。

　旅の恥はかき捨て、というわけではないが、そもそもＬｕｎａと会ったのはただの偶然で、この先かかわり合いになることはないだろう。《戦せん極ごく》の舞台で顔を合わせても、今度はただの敵として倒すだけ──そう判断した匠は、やぶれかぶれになる。

　この際、全部吐き出してしまえ、と。

「親の離婚のせいで転校することになったのが、中学に入る前のことだ。きりがいいからって、俺が小学校を卒業するまでは親も離婚を待っていてくれたらしかった。あの頃の俺は、今振り返るとアレなんだけど、すごいお節介焼きだった。曲がったことが許せなくて、正義の味方気取りであっちこっちに首を突っ込みまくった。でもそんな性格のおかげか顔は広くってさ。友達も多いつもりだった。当時の俺は、それをちょっと自慢にしてた」

　自傷行為と同じだ。一言一句ごとに匠は自分の心が悲鳴を上げるのを感じる。

　もう一人の自分が必死に止める。それ以上喋しやべるな、と。

　こいつならもしかして、なんて淡い期待を抱くな。こいつも同じだ。頭の中でうるさいくらいにもう一人の自分は叫ぶ。

　それでもなお、匠は続けた。

「んで、転校の際にクラスのみんなから寄せ書きをもらうわけだ。友達も『向こうに行っても連絡するよ！』とか『ズッ友だよ！』とか書いてくれててさ」

　心臓を握りつぶし、腸はらわたをかき混ぜるような思いとともに匠はその続きを口にする。

「でも誰一人、連絡してこなかったんだ。それで思い知ったよ。俺が築いてきたものは、その程度の人間関係だったんだって。俺が骨身を折ってやったことは、しょせん俺の自己満足に過ぎなかったんだって」

　匠の告白にＬｕｎａが目を見開く。その反応に匠は、自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべた。

「なんだよ。……そんな、驚くような話じゃないだろ？」

「いや……ほんと、どこにでもある話で逆にびっくりした」

「だから話す前に言ったろ」

　呆あきれたように匠は、何度目かわからないため息をつく。それはＬｕｎａに対する呆れでもあったし、自分自身に対する呆れでもあった。

「俺に限らず、そんな経験してるやつごまんといるだろうよ。どこにでもあるからこそ、俺は怖くなったんだ。これがこの世界では珍しくないことなんだ、って」

　その現実と折り合いをつけられる人間は、山ほどいるだろう。

　だが、神か峰みね匠たくみはそれができなかった。

「だから、決めた。他人のために動くのはやめよう。他人を信用するのもやめようって。正直なところ、俺はミカ──パートナーのことも、完全に信じきれてない」

　匠は目を伏せる。肩を落とし、このままどんどん小さくなって消えてしまいたいと思いながら告げる。

「嫌になるよ。あいつはあんなに俺を信じてくれているのに、それを受け入れられない自分の器の小ささが」

　ずっと胸にため込んでいた澱おりを初めて吐き出した。その甲か斐いがあったのか、匠はようやく自分でも気づいていなかったことを理解する。

「あんた、前の例大祭フエスでパートナーをかばっただろ？　昔の俺は、それができたんだ。理屈とか抜きで、他人のために動けた。俺ができなくなったことをやってのけるあんたがうらやましくって……あの時、思ったんだ。俺ももう一度、自分じゃない誰かのために動ければって」

　Ｌｕｎａルナを助けようと思った理由。

　パートナーのために反射的に身を挺ていするその行動力に匠は、希望を見たのだ。

　自分もまた、孤高を気取らず生きられるんじゃないか。そんな可能性を感じても、匠は自分に変へん化かはないと思う。相変わらず偏屈で、人と交流することが怖い臆おく病びよう者もののままだ。

　そのことを改めて思い知らされ、口をつぐむ匠にＬｕｎａが、不意に声を柔らかくした。

「アンタが思ってるより、さ。優しいよ。アンタも、この世界も」

「え？」

　唐突で、抽象的な言葉に匠はわずかに視線を上げる。Ｌｕｎａは自分自身で告げたことが意外だったかのように、目を丸くしていた。

　後付けで理由を探すようにＬｕｎａは少しの間を置き、続ける。

「アンタ見てると、思い出す。逆に昔のアタシが、アンタみたいだった。幸せっていうのは量が限られていて、人間はそれを奪い合いながら生きていて……なら、つるむ相手が多いほど、しんどい思いをするハメになる。アイドルを始める前は、ずっとそう思ってた」

　アイドルを始める前は──その言い方に匠は引っかかる。

　ならば、今は違うということだ。

　一抹の期待にすがるように匠は顔を上げる。その目に映ったのは、クールな態度から一転して、妙にニヤついた顔だった。

　目を輝かせてＬｕｎａが、尋ねてくる。

「ライブって、行ったことある？　アイドルでも、ロックバンドでも」

「……いや、ないけど」

　Ｌｕｎａルナが、匠たくみが知るどんな顔とも違う表情を見せた。体の内側からこみ上げる興奮や、嬉うれしさが抑えきれない──そういう顔を。

「うちのグループの代表曲でさ、サビに入る前にみんなピンクのサイリウム折ってくれて、あの会場がぶわってピンクに染まる瞬間、たまんないんだよね」

　穏やかでいて、燃え上がるような光の海。Ｌｕｎａの口ぶりに匠も、薄紅色の幻視が見えるようだった。

「その一瞬があるから、アタシはアイドルやっててよかったって思える。メンバーとは方向性の違いでぶつかるときもあるし、ネットでアンチの書き込み見るとムカつくけど、それだけでぜんぶチャラになる。一人で生きてちゃ見られなかった景色が、ちゃんと焼きついてるよ、アタシの目には」

　今までの印象とかけ離れた、十代の少女らしい笑顔。他人に興味を持たないスタンスの匠が、珍しくＬｕｎａという人間に惹ひかれた。

「あんた、なんでアイドルになろうと思ったんだ？」

　匠の問いにＬｕｎａが、きょとんと目を丸くする。

「なんで、そんなこと訊きくの？」













「や、俺のイメージするアイドルと違うから。アイドルってもっと、「きゃはっ☆」とかしてるもんじゃない？」

「適材適所よ。そーいうのは別のやつの担当。アタシはクール＆ドライ担当だから」

「クール＆ドライってなんだよ。新素材の肌着かよ」

　Ｌｕｎａルナがまじまじと匠たくみを見る。

　かと思うと、急に体をくの字に折った。

　震える肩。口元を押さえているが笑い声は抑えきれず、それに交えてＬｕｎａは言う。

「ごめ……っ。ツボ入った……っ」

「え、ツボ？　別に今の、笑い狙ねらったわけじゃないんだけどっ？」

「ならっ、才能ある、アンタ……っ。降りてきてる、笑いの神……っ」

　釈然とせず匠は、ソイラテを飲みながらＬｕｎａの発作がおさまるのを待つ。やがてＬｕｎａは体を起こすと、涙をぬぐった。

「……あー、おかしぃ。『新素材の肌着かよ』、だって」

「マネしてるつもりなんだろうけど全然似てないからな、それ」

「アンタ、そういうことも言えるんだ？」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔の匠に向けられたのは、Ｌｕｎａの屈託のない笑顔。

　アイドルでも、《戦せん極ごく》で覇を争う敵でもない。

　ただの少女が、そこにいた。

　匠の胸が高鳴る。今のはちょっと、不意打ち過ぎた。思い返せば、女子と事務的じゃない話をすることなどいつ以来だろうか。勘違いするな、と匠は自分に言い聞かせる。

　どぎまぎする匠と対照的にＬｕｎａが、穏やかに語りだす。

「笑わせてもらったお礼に、教えたげる。って言っても、アタシだってありがちな理由だけどね。ベタなお涙ちょうだいかよって呆あきれられるくらい」

　そう前置きして、Ｌｕｎａが告げる。

「妹がね、入院してたの」

　匠は黙って、先を促す。Ｌｕｎａが再びストローに口をつけ、カップの中身を一口すすると続けた。

「生まれたころから体が弱くって、たぶん、病院にいた時間の方が長かったと思う。妹の唯一の楽しみは、アイドルだった」

　当時を振り返るようにＬｕｎａの目は、遠くなる。

「アタシはなにがいいのかわからなかったけどさ、妹はとにかくアイドルが大好きだった。アイドルに元気をもらって、そこに自分の未来を見ていた。そんな妹を元気付けたくて、言っちゃったんだよね」

『元気になったら、お姉ちゃんと一緒に、アイドルやろう？』

　Ｌｕｎａルナは自分の小指に目を落とす。

　その仕草はまるで、そこに交わした約束を思い出すかのようだった。

　匠たくみはＬｕｎａの口ぶりから、どうしても気にかかることがあって尋ねる。

「……もし、勘違いだったらごめん。あんたさっき、『入院してた』って言ったよな？」

　なぜＬｕｎａが、妹のことをずっと過去形で話しているのか。

　Ｌｕｎａがもったいぶることなく、その事実を明かす。

「死んじゃったんだ。アタシがライブやってる間に」

　匠は取り返しのつかないことをしてしまったように、声を絞り出した。

「……ごめん」

「なんでそこで謝るわけ？　……うん、でも、あんがと。ぼっち主義とか唱えちゃってる割には気ぃつかってくれるよね。アタシとチロを守ってくれたことも、そうだけどさ」

　Ｌｕｎａはカップを持ち上げると、それを揺らして中身をかき混ぜる。カラカラと氷がぶつかり合う音が長く続いた。

「危ないことはわかってた。メンバーも事務所もみんな、妹のとこ行けって言ってくれたけどさ、もしかしたら妹と同じ境遇のファンが観みに来てくれてるかもしれないじゃん。死ぬ前にせめてアタシたちの公演を見たいって人が来てるかも知れなくて、それなのにステージの上にアタシがいないってのはそのファンにとっての裏切りなわけ」

　一口。

　気持ちを整理するようにＬｕｎａはストローに口をつけ、告白を──懺ざん悔げを再開する。

「それはアイドルが絶対やっちゃいけないこと。千ち尋ひろは──妹は、アタシにアイドルでいてほしかったし、アタシもそれに応こたえた。正しいかどうかなんてわからない。でも一つだけはっきりしてるのは、その選択をした瞬間、『速水はやみ流る奈な』はこの世からいなくなったってこと。妹がずっと憧あこがれていた、ファンに愛されるアイドル──『Ｌｕｎａ』であり続けなきゃいけないってこと」

　Ｌｕｎａから語られる、ゆるぎない決意。

　同時にそれは、匠に一つのことを連想させる。

「速水……？　お前、ひょっとして──」

　あっけらかんと、Ｌｕｎａがうなずく。

「そ。速水征士郎あのバカの妹」

　愕がく然ぜんとした。まったくもって共通点が見み出いだせず、匠は胸中で「えー」となる。

　匠がマヌケ面をさらしたままでいると、Ｌｕｎａはにわかに真剣みを増した声で尋ねる。

「……アンタさ、あのバカ裏切ってこっちにつかない？」

　唐突な提案に匠は、しどろもどろになった。

「う、裏切るも何も、最初からあいつと手を組んだ覚えはないんだけど……」

「そうなの？　……そういえば、最初に会ったときアンタにはギルドに所属している表示、なかったかも。なんでいたの？」

「たまたまだよ。っていうか、なんであんたこそあいつが主催の例大祭フエスにいたんだよ。めっちゃ目の敵かたきにされてる感じだったし、仲がいいから遊びに来ました、ってわけじゃないだろ？」

　匠たくみの疑問にＬｕｎａルナは、しれっとした顔で返す。

「景品がよかったから。あのバカ主催の例大祭に参加するってのはイヤだったけど、みすみすこのチャンス逃すのはなー、って」

　言われてみれば、Ｌｕｎａがあの例大祭に参加する理由はそれくらいしか匠にも思いつかなかった。征せい士し郎ろうと直接戦いたいのなら《デュエル》を挑めば事が済むし、わざわざ危険を冒して敵地アウエーに来る必要はない。

　匠はふと、征士郎がその例大祭を開いた目的について思い出す。征士郎の推測が確かならばＬｕｎａは、チートを使って今の強さを手に入れているはずだ。

　そのことについて切り込むか──匠のつたない話術ではさりげなく聞き出すということはできないし、とぼけたところを暴き出そうという押しの強さもない。だが、先の例大祭での共闘──というか、チロをかばう姿が目に浮かぶ。

　Ｌｕｎａはそういうことをするやつじゃない。根拠のない確信があり、匠はあくまでも確認のつもりで最大限の何気なさを装い、話を振った。

「……そ、そういや、速水はやみ征士郎がお前にチート疑惑を持ってたんだけどさ」

　口にしてから匠は「何気なくもなんともねえ」と恥じ入る。穴があったら入りたくなるが、返事は思っていた以上に気が抜けたものだった。

「ちーと？　は？　どういうこと？」

　Ｌｕｎａはきょとんと目を丸くする。その様子はまるで「チート」という単語の意味も分かっていないようで匠はそこから説明する。

「えっと、要するに、あんたとそのパートナーがあまりにも強すぎるからズルしてるんじゃないか、って疑われてたってこと」

「なにそれ？　マジ、ムカツクんだけど。チロが強いのはズルじゃないってーの」

　露骨に顔をしかめるＬｕｎａに匠は、確認を取る。

「じゃあ、お前はチートなんか使ってないってことだな？」

「……使えたら、使ってたかもしれないけど。勝ちたい理由、あるし」

　ふてくされたように告げるＬｕｎａは、訥とつ々とつと語りだした。

「《戦せん極ごく》の優勝はもちろんだけど、その前にどうしても、あのバカに一泡吹かせてやらなくちゃいけなくってさ。でも、アタシ一人じゃちょっと自信ないっていうか……そこで、アンタが力を貸してくれれば勝算増えるかなー、って。前の例大祭で助けてくれたし、もしかして、って思ったんだけど」

「……期待させたようだったら、悪い」

　匠たくみはつくづく「らしくないことをした」と反省し、語尾が弱々しくなる。

　一方でＬｕｎａルナの声にはさらに力がこもった。

「今まで、ずっとあいつのやること見過ごしてきたけど……とうとう、絶対にやっちゃいけないこと、やられたワケでさ。いいかげんアタマ来たっていうか、さすがにここらで一発くらわせてやらなきゃ」

「やっちゃいけないこと？」

　問い返して匠は「しまった」と思った。どうせ答えは既に決まっている。『ぼっち主義』を唱える匠にとってはしょせんＬｕｎａは他人で、なにをされていようが、手を組むという選択はない。

　ずっと貫つらぬいてきた主義を、今さら曲げることはできない。あわてて匠は続けた。

「あ、悪い。な、なんでもない。話してくれなくて、いいから」

　Ｌｕｎａが値踏みするように匠の顔をまじまじと見つめると、小さくため息を漏らす。

「……そう。じゃ、これは独り言ね」

　独り言を止める権利は匠にない。苦虫をかみつぶしたような顔で匠はＬｕｎａの言葉を聞き流そうとするが、

「仕事、ドタキャンくらったって言ったじゃん？　それ、あのバカがやったの。金に物言わせて、もともとウチらが出るイベントに他の事務所のグループを差し替えさせてさ」

　口元にストローを持っていこうとする手を、つい止めた。

　Ｌｕｎａがそのまま、『独り言』を続ける。

「あのバカ、アタシがアイドルやってることにもともといい顔してなかったんだけど、今回みたいにわかりやすい形で邪魔してきたのは初めて。そういうことされるとこっちもあのバカの邪魔してやりたくなるってもんなんだけど、リアルの世界だと無理っぽいから。せめて、ゲームでくらいは悔しがる顔見たいかな、って」

　征せい士し郎ろうの資金力を匠は正確に把握していないが、Ｌｕｎａと征士郎のパワーバランスくらいは想像できた。高校生でありながらテレビで大人たちを相手に経済を語れるほど経営者として成功をおさめた征士郎と、まだ駆け出しアイドルのＬｕｎａでは単純に経済力で勝負にならないだろう。

　一年後にはＬｕｎａの所属する《プレアデス》が大ブレイクを果たしてＬｕｎａにもそれなりの収入があるかもしれない。

　だが、『今』の話をしているのだ。現時点でＬｕｎａには、征士郎が振るう金という力に対抗する術すべがない。

　Ｌｕｎａの悔しさは汲くみ取とれる。かといって二人の諍いさかいに割って入ることが自分にとってどれだけメリットがあるのか──などと匠たくみが考えていると、Ｌｕｎａルナがいきなりテーブルに手をついて身を乗り出した。

「ね？　アイツがどうやってあそこまで強くなったか、知ってる？」

　顔が近い、まつ毛が長い、肌がきめ細かい──と感じて匠は、Ｌｕｎａの唇に注目する。

　薄くグロスが塗られた唇が、すぐそばにあった。匠の視線に気づいたのか、Ｌｕｎａがうっすらと頬ほおを赤く染めて背中をソファの背もたれに預ける。

　耳まで顔を赤くし、帽子のつばを下げてうつむいているＬｕｎａに匠は「アイドルのくせに」と思う。だが、Ｌｕｎａ自身が言っていた。

　クール＆ドライ担当──そういうキャラということにしておけば、孤高を貫つらぬく態度はＬｕｎａがファンをつかむ要素になりえるのだろう。

　などと、冷静に分析しようとする匠も内心は天地がひっくり返るくらいに動転している。そんな状態ながらも匠は、なんとか声を絞り出した。

「い、いや、知らないけど」

　Ｌｕｎａも落ち着かないようにツインテールの毛先をいじりつつ、そっけなく続ける。

「それも結局は金に物を言わせてよ。無課金プレイヤーにとって、コンティニューってご法度みたいな風潮、あるじゃん？」

《クエスト》においては、《勾まが玉たま》を一つ消費することでコンティニューができる。これに制限はなく、言い換えれば《勾玉》がある限りクリアは可能なのだが、

「あぁ、あるある。俺も最初に言われたよ。『コンティニューしなきゃいけないっていうのはまだそのダンジョンに自分の実力が追いついていないってことだから、諦あきらめて育成やボックス拡張に玉使え』って」

「そうそう。……って、誰に言われたのそれ？　アンタ、ぼっちでしょ？」

「さっき言った、例外の一人だよ。ってか、俺がぼっちなのは関係ないだろ。話、もどしてくれ」

「ふぅん。ま、いいけど。ともかく、あいつに無課金勢のセオリーなんて通用しない。《勾玉》ジャブジャブ使ってのごり押しで、無課金勢がクリアするの諦めるようなダンジョンだってクリアしちゃう」

　匠もその攻略法を耳にしたことくらいはあった。金に糸目をつけない、スマートとは程遠い手段はこう呼ばれてさげすまれている。

「『玉攻略』……実在していたのかよ」

　匠の感覚ではありえないプレイスタイルだ。ただの高校生にすぎない匠にとっては、自分の使える金の限度というのが明確に見えている。

　そういうタガが外れているのは、金をいくら使っても気にする必要のない富豪か、もしくは、それほどの金を使ってでも例のウワサ──《戦せん極ごく》の勝者になった者は世界を思い通りにできるという眉まゆ唾つば物ものの情報を信じているか、だ。

　Ｌｕｎａルナは、気持ちを整理するスイッチとしているのか、またストローに口をつけつつ、肩をすくめる。

「ほんと、廃課金の典型よね。いつもは大事に金勘定してるのに、なにがしたいんだか」

　皮肉げな、薄い笑みを浮かべるとＬｕｎａは、不意にそれを真剣な眼まな差ざしに変えた。

「……とにかくさ、現実でもゲームでも、金で全部なんとかできるとか思ってるなら一発、キツいのお見舞いしてやりたい」

　Ｌｕｎａの一泡吹かせてやりたいという気持ちは匠たくみにもわからないでもない。だが──

「悪いな。やっぱり、主義は変えられない。誰とも手を組まない」

　誰にも肩入れしない。感情移入をすることなく、一人の世界を完成させる。そんな処世術を今さら捨てることはできなかった。

　Ｌｕｎａが浅く唇をかむ。その表情から匠が目をそらすと、

「そっか。ま、気が変わったらフレンド登録して」

　カップの残りを吸い尽くし、Ｌｕｎａが席を立つ。

「暇つぶし、付きあってくれてあんがと。おかげで決心、ついた」

「あ、ちょっと──」

　匠が引きとめようとする前にＬｕｎａが、自分に言い聞かせるようにつぶやいた。その言葉の重さに匠は、手を引っ込める。

　Ｌｕｎａが最後に残した一言──

『あのバカ、ぶっ潰つぶしてくる』

　その意味を匠が知るのは、数時間後だった。





　　　○






　居ても立ってもいられない、というのはまさに今の状況だった。

　Ｌｕｎａと別れた匠は、すぐに自宅へ向かう。店を出た直後はまだメンテナンス中だったが、どうか移動している間に終わっていてくれ──そう祈りながら自室にたどり着いた匠は、《戦せん極ごく》のアプリを起動する。先ほどの【接続エラー】の文字はなく、見慣れた画面が匠の目に映った。

　匠はアイコンをタップして、鳥居が現れるまでの時間がもどかしいように足を進める。その瞬間に訪れる、内臓が置き去りにされる感覚。強い負荷に匠は目を閉じ、息を殺してそれに耐える。

　やがて、ふっと体が軽くなった。地に足がついている感覚を取り戻すと匠は辺りを確認した。

　黄昏たそがれ時どきを思わせる、紅あかい世界。匠たくみは続いて、横を見た。

「タクミ」

　いつも通り、ミカが匠に抱きついてくる。先ほど触れ合えなかった分を取り返そうとミカが、ぐいぐいと体を匠に摺すり寄せる。

「思ったより早く、メンテが終わってよかったです。さっそく参りましょう」

　匠も気を取り直して、力強くうなずく。

「ああ。お前の新しい力、試しに行こう」

　その様子にミカも、「おや？」と思ったようだ。匠の顔を、まじまじと観察する。

「なにやら、やる気満々ですね」

　匠はミカの視線にくすぐったくなって目をそらし、ぽつりとつぶやいた。

「じっとしてる場合じゃないな、って思った。そう思わせるやつだったよ。……あれが、アイドルってやつなのかな」

　ミカの目がだんだんと半はん眼がんになっていく。その凝視っぷりに匠も戸惑ったが、

「ってい」

　ミカがいきなり、先ほど以上の強さで匠を抱き寄せてきた。

　慣れたつもりでいた匠だが、ミカの様子がいつもと違う。普段のスキンシップを凌りよう駕がする積極性に匠は、かろうじて声を上げるのがやっとのことだった。

「ちょ、ちょっと、なに!?　いきなりなんなの!?」

「浮気撲滅運動です。タクミが私ではなく、他の女のせいでやる気になっているようなので、タクミのパートナーが誰なのか思い出させてあげるべきかと」

　耳元でささやかれる言葉に匠の体温が上がっていく。自分の心臓の音が聞こえそうなほどで、匠はそれを意識するまいと声を張り上げる。

「わかってる！　お前がパートナーだってことはわかってるから！　ｈｓｈｓハスハスしないで！」

「遠慮なさらず。片時たりとも私のことを忘れないよう、その頭にしっかりと感触を焼き付けてください」

「──ッ！」

　匠はミカを振り払うこともできず、棒を呑のんだように硬直する。頬ほおをすりすり、胸をむにむに押し付けるミカはまるで、「これは私の所有物です」と主張するかのようだった。

　しばらくして、ようやくミカが匠を解放した。勢いに流されて妙なことをしないように理性を総動員していた匠は、気力を使い果たしてその場に崩れ落ちる。その様子を見てミカが、満足げに一息ついた。

「タクミもこれですっかり、骨抜きというわけですね」

「そういうことにしておく……」

　屈していない。耐えきったつもりだ。「絶対オッパイなんかに負けたりしない！」という意地を貫つらぬいたつもりで匠たくみは、緩慢な動きで四よつん這ばいから胡坐あぐらになる。

「ったく……やる気になったっていっても、対抗心とかそういうことだぞ？」

「しかし、タクミがそういう気持ちを持つことそのものが珍しいではないですか」

「……言われてみれば、そうだけど」

　他人がなにを言おうが関係ない。そういうスタンスでずっと生きてきた。

　そのはずだったのに、Ｌｕｎａルナは匠を動かしたのだ。ミカは感情が表れにくい顔に、珍しくそっぽを向かせて続ける。

「私にできないことを、あんな胸の平たい女がやってみせた。腹が立つのも当然です」

「それは、その……」

　拗すねるように頬ほおを膨らませるミカに、匠はどうフォローするべきかとあたふたする。一方でミカは、いつものポーカーフェイスのまま告げた。

「ですが、タクミがやる気になってくれたのは嬉うれしいです」

　ミカから、匠に向かって手を差し伸べられる。

「強く、なりましょう。Ｌｕｎａや、他のプレイヤーたちに負けないように」

「……あぁ。早く、あいつらに追いつこう。まずは新しい力に慣れるところからだ」

　匠はうなずき返すとミカに手を引いてもらい、ともに歩き出す。

　ぎこちない一歩。

　それでも匠は、自分が新たな一歩を踏み出した気がした。





　　　○






　スタミナの都合上、この一周でラスト。休まざるを得ないことを匠は歯がゆく感じるが、強くなっているという手ごたえは感じた。

　ダンジョンの最深層──全部で七体いるマガツのうち、最奥に控えるマガツを倒したミカは、そわそわと手を握ったり開いたりを繰り返した。

　怪け訝げんに思い匠は、問う。

「どうかした？」

「そろそろ……握ってもよさそうだな、と思いまして」

「握る？」

「ええ。この拳こぶしを」

　不意に、ミカの手首から先が霞かすむ。匠の目では追えなかったが、どうやら虚空に向かってジャブを放ったらしかった。

「タクミと契約を交わしてこの姿になって以来、重心というか体のバランスが掴つかめなくて培つちかってきた武の理ことわりを使えなかったのです。いわば素人同然で、打撃に関しても拳よりケガをしにくい掌しよう底ていを中心にしていたのですが……進化のおかげか、インパクトのタイミングがわかってきました」

　と、ミカは自分の手のひらを拳こぶしで叩たたく。ミカの言葉から匠たくみは進化して以降の戦闘を思い出す。

「そういやさっきの戦闘でもなんか、すごい移動してなかったっけ？　しゅ、縮しゆく地ち、みたいな？」

　匠もマンガで仕入れただけの知識なのでそれが本当に武術なのか知識が曖あい昧まいだったが、とりあえず正解だったらしくミカはうなずく。

「ええ。まだ距離は短いですが前後左右、問題なくできるようでした。後は距離を伸ばしつつ、初動の隙すきをなくしていきたいところですね」

　ゲームシステムに基づいたアビリティやスキルの使用ではなく、純粋にミカの武神としての性質が進化によって戻ってきているということだろう。改めてとんでもなく強力なパートナーを引き当てたものだと、匠は幸運に感謝する。

　スタミナが回復したら、ミカの勘がどのくらい戻っているのか確かめてみるか──と算段を立てたところでスマートフォンがＩＭインスタントメツセージの通知を告げた。匠は足を止め、送り主を確認する。

「テツさんだ。なんだろ？　ミカ。ちょっと待っててくれ」

「ごゆっくり。せっかくですから、他の技も使い物になりそうか試してみます」

「オッケイ」

　匠は大木のオブジェクトに向かって歩いていくミカの背中を見送り、素早く画面に指を滑らせる。鉄てつ舟しゆうの用件は、

【今ヒマ？】

　というもので、匠はとりあえずメッセージを返す。

【なんスか？】

【珍しい《デュエル》が行われるから、一緒に見ない？】

《デュエル》の観戦ができるというのはチュートリアルで説明されていたが、今までその機能を使ったことはなかった。他人に関心を持たない、という主義がそうさせていたのだが、鉄舟がわざわざ誘うほどということに興味を惹ひかれる。

【珍しい？】

【今から《清せい流りゆうファンド》のギルドマスターと、Ｌｕｎａルナが戦うって】

　匠はスタバで一緒にお茶をした別れ際にＬｕｎａが見せた後ろ姿を思い出す。

　決意のこもった背中。Ｌｕｎａがなにを思い戦いに臨むのか──同じプレイヤーとして、それが気になった。

【──行きます。すぐ、そっちに向かいます】

【じゃ、《ラウンジ》の本殿の前でいいかな？　そこにいるんで、シク・ヨロ】

　一連のやりとりを伝えようと匠たくみは、ミカに振り返る。

「ミカ。お待たせ──」

　刹せつ那な、生木がへし折れる鈍にぶい音が低く響いた。

　幹の半ばから折れた大木は、そのまま数十メートル先へと消える。以前もミカが大木をへし折ったことはあったが、あれが『なぎ倒した』のであれば、今ミカがやって見せたのは『吹き飛ばした』と言うべきものだ。

「ミカ、これって……」

　あんぐりと口を開く匠にミカは、ぷらぷらと手首を振って気難しい顔のままぼやく。

「これくらいですね。今のレベルで、ものになっているのは」

　その口ぶりからは、『本来の実力ならこんなものじゃない』という自負が伝わってくる。全盛期の力を取り戻したらどうなるんだ、と匠が想像しているとミカがお辞儀をするように頭を差し出してきた。

「ですが、誉ほめられるのもやぶさかではありません」

　催促をするような上目づかいに匠は、たじろぎながらもミカの頭に手を乗せる。

　わしゃわしゃと金髪を指先ですくようになでられ、心地よさそうに目を細めるミカ。匠は仕上げにポンポン、とミカの頭を軽くたたくとダンジョンの出口である鳥居につま先を向けた。

「じゃあ、《ラウンジ》に戻ろうか。テツさんに呼ばれてるんだ」

　匠がそう言うとミカはすぐに、苦虫をかみつぶしたような顔をした。

「なにか、よからぬ予感がしますが」

　ミカの反応に匠は、小さく肩をすくめる。

「ミカ、テツさんに対して妙に厳しいよな」

「あんなテキトーな人間を信じる方が、どうかと」

　と、会話をしながら鳥居をくぐる。同時に下りのエレベーターに乗ったような宙を浮く感覚が二人を包み、ダンジョンから《ラウンジ》へと景色が変わった。

　そこにひしめく人垣に匠は、思わず二の足を踏む。

「おわっ」

　鳥居から延びる参道は、匠たちが今までに見たことのないような人出に溢あふれていた。冷静沈着なミカでさえもその光景には目を丸くするほどだ。

「ここまで賑にぎわうのは、初めてですね」

「テツさん、見つけられるかな……」

　待ち合わせ場所に指定された本殿を目指し、匠たちは人の波をかきわけて進む。熱気に中あてられ、眩暈めまいがするような気分になりながらも匠はどうにか本殿へとたどり着いた。

「おーい、坊ぼんにミカ様。こっちこっち」

　群衆の向こうから二人に向かって手が振られている。人ごみをかき分けていくと、匠たくみのよく知る人物がそこにいた。

　和服に包まれた細身の体と髪の色が、ススキを連想させる。枯草と同じ色の髪は伸ばしっぱなしで、目元を完全に隠している。それでいて口元にはへらへらした笑みが張りついていて、正直言って匠はこの男に対してうさん臭いという評価がいまだにぬぐえない。

　この男こそが匠を《戦せん極ごく》に誘った人物、諫いさ早はや鉄てつ舟しゆうだ。現世では枯草色の髪と和装でなにかと目立つ鉄舟だが、異彩を放つ神々たちの中では埋もれてしまっていた。

　満員電車のドアから出てきたように一息つく二人に鉄舟が、飄ひよう々ひようと声をかけてきた。

「悪いね、急に誘っちゃったりして」

「いえ。俺も、この勝負が気になりますから」

「だよね。新進気鋭のギルドマスターと、チート疑惑のあるアイドルが《デュエル》するっていうんだ。僕たちに限らず、あらゆるプレイヤーがこの一戦に注目している。……ま、いろいろ買いこんできてあるからさ。坊も遠慮なく食べなよ」

　と、鉄舟は手にぶら下げたビニール袋を差し出す。中には酒とジュース、ツマミにお菓子が入っていて、完全にスポーツを観戦するノリのオッサンだった。

　匠とミカはその中から、スポーツドリンクとお茶のペットボトルを受け取る。

「お言葉に甘えて」

「いただきます」

　ずっと戦い通しだったこともあり、喉のどはカラカラだ。匠もミカもごくごくと喉を鳴らす。一息つくと匠は、改めて辺りを見渡した。

「それにしても、なんでこんなに人が？　そもそもＬｕｎａルナと速水はやみ征せい士し郎ろうが戦うって情報、どこから流れてるんですか？」

「《デュエル》を挑んだのはＬｕｎａだけど、速水征士郎がそのことをギルドメンバーに公開したんだって。そこから先は情報が《戦極》全体に伝でん播ぱ。どうやら速水征士郎は、Ｌｕｎａを見せしめにするらしいね。いやはや、悪趣味なことだ」

「……なるほど」

　匠は『征士郎ならそういうことをやりかねない』と思いながら、メインメニューから【観戦】のボタンをタップ。並ぶ《デュエル》からＬｕｎａの名前を見つけ、そのボタンに触れた。

【プレイヤー入場までしばらくお待ちください】という文字が表れたが、画面はすぐに切り替わる。征士郎とヤマトタケルが鳥居から、《デュエル》のフィールドへと入場する様子が映る。Ｌｕｎａとチロは先に来ていたのか、すでに社やしろを背にして立っていた。

　Ｌｕｎａがなにやら征士郎に向かって告げる。匠の横から画面を覗のぞきこんでいたミカが、催促してきた。

「タクミ。ボリュームあげてください。何か言っているようですが、聞こえません」

「ん……あれ？　スピーカー、調子おかしいかな？」

　スマートフォンの側面にあるボタンを匠たくみは連打するが、音声は一向に大きくならない。それを見た鉄てつ舟しゆうが、補足を入れる。

「『運営』が、プライベートに配慮ってことで音声はオフにしてるらしいよ。格闘技の試合を実況も解説もなしで見るような感じかな」

　鉄舟の説明にミカは、不満げな声を漏らす。

「それはなんとも盛り上がりに欠けますね」

「娯楽のためじゃなく、あくまでも敵の戦力を知るための機能ですからねぇ」

　と、苦笑を返す鉄舟。のんきに会話を交わしている二人の間で匠は、画面の両端──ＨＰバーの下に表示されている奉納点フエイスに気を取られていた。

　Ｌｕｎａルナはチロのレベルを上げるのにでも使ったのか、奉納点を【６５３，１７２】まで減らしている。それに対し、征せい士し郎ろうの奉納点は【２，９９１，５２２】──とてもじゃないが、太刀打ちできない戦力差だ。奇襲や工夫でどうにかなるとも思えない。引導を渡されに行くようなものだ。

　Ｌｕｎａもそれをわかっていないわけじゃないだろう。敢あえて征士郎に挑んだのは──

（それほど、許せなかったんだろうな）

　先ほどの会話から、Ｌｕｎａにとって『アイドル』というのがどれだけ大事なものか伝わってきた。妹の夢──『一緒に』という約束は果たされなかったが、それでもＬｕｎａは自分がアイドルであることに誇りを持っている。

　それを、金の力なんかで妨害されたのだ。征士郎にどんな言い分があるにせよ、匠はそのやり口に共感できない。

　やがて、鈴の音の代わりにスマートフォンが振動する。画面にはカウントダウンが表示された。

　周囲のざわめきが引き潮のように静まっていく。談笑していたプレイヤーたちは、一斉に自分の手元のスマートフォンに目を落とした。

「そろそろだね」

　鉄舟がそう言うと、画面の数字が『参』から『弐に』に変わる。匠は固唾かたずを呑のんで、《デュエル》の開始を待った。

　匠は画面に映るＬｕｎａと征士郎を見比べ、思いを馳はせる。人付き合いを嫌う匠が、珍しく言葉を交わすことになった二人。兄妹きようだいに見えないという印象は、こうして二人が向き合うとより強くなる。

　お互い、肉親に向ける目ではない。なにがあって二人がそうなったか匠は知らず、どちらが勝つのかも読めなかった。





　　　○






　匠たくみたちが鉄てつ舟しゆうと落ち合うのと、時間はやや前後する。

《隔かく離り世よ》にいくつも用意された、《デュエル》のための対戦フィールド。そこを先に訪れたのはＬｕｎａルナとチロだった。

　鳥居から現れた二人は社やしろまで並んで歩く。その間にＬｕｎａはメガネとキャスケット帽を外してバッグに押し込み、賽さい銭せん箱ばこの上に置いた。

　Ｌｕｎａはツインテールをほどき、そのリボンでチロの髪を高く結い上げる。戦闘の準備が終わると二人は目を閉じ、手と声を重ねた。

「「いつも、感謝。冷静、丁寧、正確に」」

　Ｌｕｎａが妹から教えてもらったおまじない。ずっと応援していたアイドルが円陣を組んでするという掛け声だ。

　すっ、と気持ちが落ち着き、戦意が研ぎ澄まされていく。目を開くと同時に足音がし、Ｌｕｎａは両目に敵を捉とらえた。

　鳥居の前に立つ征せい士し郎ろうは、不愉快さを隠そうとすることもなかった。Ｌｕｎａにとってなじみ深い、冷然とした声で告げる。

「……驚いたよ。お前から勝負をしかけてくるとはね。ここ数年はオレと口もききたくない、って感じだったのに、どういう風の吹き回しだ？」

　Ｌｕｎａも負けじと、トゲのある声を返す。

「言ったところでわかんないよ。他人を金かね儲もうけの道具として、見下ろすことしかできないアンタには」

「見下ろしてるのはお前だろう。ステージの上から、観客を」

　その言葉に反応したのは、チロだった。

「やっぱわかってないわね、あんた。おねえちゃんはね、一度だってファンを見下ろしたことなんてない。ステージの上下とか関係なく、みんな同じ景色を見られるような公演を目指してきた。それが、プロってもの。アイドルっていうのは──」

「黙れ」

　勝気な発言を斬きり捨てるかのように鋭く、征士郎が言い返す。その態度にチロは思わず言葉を失った。

　萎い縮しゆくするチロに征士郎が、さらに威圧的な態度で続けてくる。

「それ以上口を開くな。オレはお前が視界に存在するだけで不愉快なんだ」

　これから戦う相手だから、というだけではとうてい説明できない敵意。征士郎は憎悪がにじむ目でＬｕｎａルナをにらむ。

「忌々しいよ、本当に。死に目に会いに来もしなかったお前が、今さらなんでパートナーに千ち尋ひろの姿を望んだ？」

　今はもういない妹の面影を、征せい士し郎ろうもチロに重ねているのだろう。成長していればちょうどこれくらいだった──と。

　それは、Ｌｕｎａが自分のパートナーに求めた姿。後ろめたさがあるのかＬｕｎａは、顔をしかめた。

「たしかに、未練がましいって自分でも思う。後悔なんてしてないってカッコつけたくなるけど、やっぱりアタシはあの日の選択を悔やんでる」

　匠たくみに対しては強がって見せたが、それが本音だ。弱さを認めるようにＬｕｎａは、自分の体をかき抱く。

　次いで、告げられる言葉は対照的に強く、不退転の意志がこめられていた。

「だからアタシは変える。あの日の後悔をなかったことにする。……《戦せん極ごく》の景品を使って、この世界を、千尋が生きている世界にする」

　Ｌｕｎａの言葉に征士郎が目を見開き、息を詰まらせた。Ｌｕｎａは、相手の戦意を折るならここだ、と勝負に出る。

「アンタは、それでもアタシの邪魔をする？　言っとくけどアタシ、かなりマジだよ？」

　Ｌｕｎａの問いは、一いつ蹴しゆうされる。

「──今さら、よくもそんなことを言えたものだ」

　Ｌｕｎａは、自分に向けられるほの暗さを宿した瞳ひとみを毅き然ぜんと睨にらみ返かえす。Ｌｕｎａの態度にますます苛いら立だったように征士郎の語調が次第に荒々しくなっていった。

「治らない病気じゃなかった。金さえあれば、千尋を助けられた。お前がアイドルなんて目指さず、真面目まじめに働いていれば救えたかもしれないんだ、千尋を……っ！　それを今さら後悔しているだと!?　バカも休み休み言え！」

「それは無理だよ。アタシ、アンタみたいに頭よくないしさ。お金稼ごうとしてもバイト代くらいで、そんなんじゃ千尋の手術費用にぜんぜん足りない。だったら、せめて目標になりたかった。あの子が生きていたいって思える存在に」

「オレはあの日の屈辱を──病気の妹を前になにもできなかった無力感を二度と味わわないように、前に進んできた！　金ちからを手に入れるための努力を惜しまなかった！　それに引き替え、お前のみっともないザマはなんだ!?　いつまで千尋の幻影に縛られて、アイドルなんてお遊びをやっている!?」

　Ｌｕｎａは改めて兄について、「こういうやつだった」と思う。自分が間違っているなんて、露ほども思わない。Ｌｕｎａがさんざん景品の使い道について悩んでようやくこの結論を出したというのに、天然のエゴイストには迷いなど一欠けらもない。

　そんなだから、あんな不細工な方法も平然と取れるのだろうな、とＬｕｎａルナは小さく鼻を鳴らした。

「なんとでも言っておけばいい。アタシがムカついたのは、それとは別のことだし」

「別のこと？」

　征せい士し郎ろうが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。自分がなにをしたのか、どうして戦いを挑まれたのかまるで理解していない──そのことこそ、Ｌｕｎａが征士郎を見限った原因だ。

　Ｌｕｎａは改めて自分の体に渦巻く敵意を一箇所に──喉のどに圧縮する。

「アンタ、テレビ局に圧力かけてアタシらの出る番組、別のユニットに差し替えさせたでしょ？」

　征士郎は反論をしない。その沈黙をＬｕｎａは、肯定だと解釈した。

　Ｌｕｎａはふつふつと煮えたぎる腸はらわたから、絶対零度よりも冷たい声を出す。

「いくら払ったのか知らないけどさ、こっちはマネージャーが土下座してまで仕事とってきてくれて、メンバーもこのチャンスを手放すもんかって練習してきたのにそれが全部、水の泡。《戦せん極ごく》でもそう。わざわざ大枚はたいて例大祭フエス開いてまでアタシをハメて、そんなに金に任せてアタシの邪魔するのが楽しい？」

　Ｌｕｎａの口ぶりに征士郎は、さらに苛いら立だたしさを増したように眉み間けんのしわを深くする。

「勘違いするな。たかが嫌がらせごときのために使う金は、びた一文ない。別のユニットをテレビ局にねじ込んだのはそれが投資になるからだし、《戦極》についても異常な力を持つお前というイレギュラーを排除するためだ」

　征士郎の独善的な口ぶりは半ば予想できたものであり、Ｌｕｎａは小さくため息をつく。

「……ま、オーディションの段階で邪魔してくるとかだったら、まだアタシも我慢できた。でも今回の仕事って、すでにファンのみんなに告知されてたわけでさ」

　クール＆ドライを担当してきたつもりだった。

　ファンにこんな姿は見せられないな、と思いながらＬｕｎａは声を張り上げる。

「ファンをがっかりさせた落とし前だけはつけさせてもらう！　アイドルの意地、見せてあげる！」

　それはＬｕｎａが人生で初めて出す声だった。激しく、鋭く、熱い──決して許すことのできない敵に向かってだけ出せる声だった。

　凛りんと通る、Ｌｕｎａの声。

　対する征士郎は、ぞっとするほど冷たく吐き捨てる。

「……イライラするんだよ。お前が千ち尋ひろの遺志を背負ってますって面をしているのも、ロクな金も持たずにオレにたてつくのも」

　普段は朗らかな好青年という仮面の裏側に隠している冷徹さをむき出しにし、Ｌｕｎａに突き付けてくる。

「一つ、提案がある。両者の合意があれば《デュエル》に特殊ルールが適用できることは知ってるか？」

「使ったことはないけど、知識としては一応。で、なにするの？」

「全賭けオールインだ。奉納点フエイス、《勾まが玉たま》、アイテム。全部を賭かけてもらう。万が一にもＫＯし損なって、仕切り直しなんてなったら格好悪いだろう？」

「上等。アタシも、仕留めそこなったら面倒くさいと思ってたんだよね。受けるよ、そのルール。ここできっちり、しっかり、ぶっ潰つぶす！」

「潰す？　それはこっちのセリフだ。なにがアイドルだバカバカしい。お前の抱く理想なんて金の力の前では絵空事に過ぎないということ、教えてやる！」

　同時──最高潮まで二人の戦意が高まるのを待っていたかのように、戦闘の開始を告げる鈴が鳴る。

　すかさず、Ｌｕｎａルナたちは動いた。

「チロ！」

「ええ！　あたしたちに似合うのはもっと輝くステージ──こんな公演、とっとと幕引きにしちゃいましょ！」

　虚空から水が現れ、凝縮したそれは鞭むちとなる。フィールド全域を射程とするほどの長さを持つ鞭をチロが、神速で振るった。

　だが、征せい士し郎ろうとヤマトタケルも《ミリオン》と呼ばれる有数の実力者の一組。

　簡単にそれを食らってくれる相手ではない。

「ヤマトタケル！」

　征士郎の声にヤマトタケルが、無言のまま行動に出る。彼が手にした石剣を振るうと、鞭が空中で八つ裂きにされた。

　その現象にＬｕｎａは慎重になり、距離をとる。

「刃やいばが触れていないのに、斬きられた？」

「奉納はなかったし、装備しているアイテムの効果かな？」

　チロの分析にＬｕｎａは、眉まゆをひそめた。

「射程延長って、ＭＲミラクルレアアイテムでしょ。ほんと、これだから廃課金勢は」

　不機嫌そうなＬｕｎａと対照的に、チロにはまだ余裕がある。

「ま、うかつに踏み込むのは危険だけど、遠距離戦はこっちの十八番おはこなんだよね、っと」

　再び水の鞭を生成し、それを振るう。ヤマトタケルも勝負を急ぐことはなく、ロボットのように淡々と水の鞭に応戦した。

　観みる者が息を呑のむような攻防。幾重にも張り巡らされた戦略の末、ついにチロが動いた。

「おねえちゃん！」

　パートナーからの呼びかけにＬｕｎａは、すかさずスマートフォンの画面に指を滑らせる。【壱いち萬まん】という文字がＬｕｎａルナの背後に現れ、砕け散る。

「《バイパースティング》！」

　Ｌｕｎａが告げるとともにチロは、鞭むちを捨てた。

　踏み込み、相手に向かって五指をそろえる。ヤマトタケルが反撃しようとするが、それをもう片方の手で払い──

「ぁあああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに放たれる貫ぬき手て。ヤマトタケルはそれを警戒し、すぐさま後ろに跳ぶ。結果、チロの放った渾こん身しんの一撃はわずかにヤマトタケルの体を掠かすめるだけに終わった。

　チロが攻撃を外したからだろうか、征せい士し郎ろうが余裕でわずかに口元をほころばせる。

　しかし──Ｌｕｎａは、勝利を確信したように笑う。

「入った……もう、逃げられない！」

「なにっ？」

　征士郎が怪け訝げんそうに眉まゆを跳ね上げると同時──ヤマトタケルの膝ひざが、がくりと折れた。

　その様子にＬｕｎａは、不敵な笑みを浮かべる。

「効くでしょ？　その昔、大蛇を倒したっていう毒は」

　Ｌｕｎａの言葉に征士郎が、反射的に自分のスマートフォンを見る。画面に表示されているアイコンが、征士郎を苛いら立だたしげに吼ほえさせた。

「アルコールか！」

【酩めい酊てい】というステータス異常。それは数秒間、敵の行動を阻害するというものであり、

「おねえちゃん！　たたみかけるッ！」

「うん──行くよ！　《ペイン・レイン》！」

　Ｌｕｎａがスマートフォンの画面をタップすると同時に浮かぶ【伍ご萬まん】というエフェクト。チロが天に向かって手を掲げるとともに大気が緊張を孕はらみ、その場に存在する水分をすべて殺意に変えたような短刀の驟しゆう雨うが征士郎とヤマトタケルめがけて降り注いだ。

　動くことのできないヤマトタケルに代わって、征士郎がスマートフォンの画面に指を滑らせる。

「代替執行オルタナテイブ・攻ソード！」

【弐に拾じゆう萬まん】──光の数字が浮かび上がり、消えていく。同時に伸びる光の刃やいば。Ｌｕｎａの知るそれとは比べ物にならないほど長大な一振りで、短刀の雨が払いのけられた。

「笑わせてくれる。『アイドルの意地』っていうのは、この程度か？」

　挑発めいた声を上げる征士郎だが、Ｌｕｎａに動揺はなかった。

「うん。もちろん、そこまで楽らつ観かん的じゃない。……でもね、チロの本質は河。天からの贈り物を集め、恵みにも、災いにもする激流なわけで」

　Ｌｕｎａはチロに目配せをする。パートナーから力強いうなずきが返ってくるとＬｕｎａは、スマートフォンの画面に指を走らせて奉納点フエイスの半数近くを消費する大技を放つ。

【参さん拾じゆう萬まん】という光の文字が逆巻く力の奔ほん流りゆうに吹き飛ばされて消えていく。Ｌｕｎａルナは高ぶりのままに叫んだ。

「これが！　正真正銘の龍りゆうの顎あぎと！」

　かつて、ヤマタノオロチがスサノオに退治された際、その体から一振りの剣が出てきたという。

　内に秘めた刃やいばを、今ここに現出させる。Ｌｕｎａとチロは声を重ね、その名を告げる。

「「──《烈れつ流りゆう・アメノムラクモ》！」」

　征せい士し郎ろうに払われ、石畳を濡ぬらす染みとなっていた水滴が再び形を得る。

　龍が顎あごを閉ざすように、四方から水の刃が飛び出した。

　Ｌｕｎａたちは勝利を確信する。ステータス異常を与えた時点で、この結果は見えていた。膨大な奉納点に見合うだけの威力を持つその一撃を食らえば、ヤマトタケルといえどもひとたまりもないだろう。

　だが──

「皮肉なものだ。お前の体に宿るアメノムラクモ。それは別の持ち主の手に渡り、新たな名を得ることになる」

　征士郎が告げると同時に酩めい酊ていの効果が切れ、ヤマトタケルが体を起こした。

「解放するぞ、ヤマトタケル」

　征士郎がスマートフォンを操作すると同時にその数字は現れる。

【伍ご拾じゆう萬まん】──景色に溶けていく数字にＬｕｎａは愕がく然ぜんとする。切り札を使ったつもりが、相手はさらにその上を行っていたなんて──

　後悔はもう遅い。Ｌｕｎａが打開策を思いつく前にヤマトタケルが持つ石剣が輝きを放ち──

「《滅めつ龍りゆう・クサナギ》」

　剣を一ひと薙なぎする。

　その瞬間、征士郎たちを取り囲む水の刃が例外なく消え去っていた。

「なっ……！」

　その光景にＬｕｎａは目を疑う。だが、それだけに留とどまらない。

「え──？」

　チロが自分の身に起こったことが信じられない、と手元に視線を落とす。

　肘ひじから先が跡形もなく消滅していて、一拍遅れて黒い液体が吹き出た。

「チロ!?」

　崩れ落ちる小さな体を受け止め、Ｌｕｎａは呼びかける。半狂乱でチロの傷口を押さえ、黒い液体が流れ出ないようにしようとするＬｕｎａに征士郎は冷然と告げた。

「わかったか？　神々の強さの差──それは同時に、オレとお前の覚悟の差だ」

　チロの体を抱きしめながらＬｕｎａルナは、ありったけの声で叫ぶ。

「……わっかんないわよ！　覚悟ってなに!?　千ち尋ひろと同じ姿のチロを、迷いなくこんな姿にできるほど大事なものなの、それって!?」

　征せい士し郎ろうはＬｕｎａに憐あわれむような目を向けた。小さなため息がその口から洩もれたかと思うと、征士郎の声がにわかに熱を増す。

「オレにとって人生の目的は、あのときからずっと一つだよ。千尋を殺したこの世界に復ふく讐しゆうする。それだけがオレの生きがいだ」

「復……讐？　世界を相手にって……アンタなにするつもり？」

　Ｌｕｎａは寒気がする。たしかに見限るくらいに救いようのない奴やつだと思っていたが、それ以上だ。まさかここまで壊れているとは思っていなかった。

　怒りではなく恐怖を目にたたえて問うＬｕｎａに、征士郎は自分の望みを告げる。

「金のせいで人の命が左右される世界なんて、おかしいだろ。『金が足りない』なんてクソみたいな理由で千尋を殺すこの世界は、金の力でぶっ潰つぶされるべきだ。そのためにずっと金を貯ためこんできて、戦争でも何でも煽あおってやるつもりだったけど……神様ってのはいるもんだよねぇ！　認めてくれたんだよ、オレの努力を！　《戦せん極ごく》っていう、もっと確実に世界をぶっ潰すことができる可能性をくれた！」

「……呆あきれた。救いようのないバカ。そんな自己満足のために、アタシたちを巻き込もうってわけ？」

「そうだね、自己満足だ。だけどこのクソみたいな世界は、金を持っているやつほどその横暴がまかり通る。……だいたい、自分以外の誰を満足させる必要がある？　お前も昔、言っていたじゃないか。『人はみんなで幸せになることはできない。誰かの幸せを奪わないと幸せになれない』って」

　痛いところを突かれてＬｕｎａは奥歯をかみしめるが、毅き然ぜんと言い返す。

「それは昔のアタシの持論だよ。アタシはもう、知ってる。幸せは一定量のものを奪い合うもんじゃないって。関かかわった人の数だけ、大きくなるって」

　Ｌｕｎａは見てきた。人の数だけ膨れ上がる光を。人の数以上に幸せが生み出される瞬間を。

　Ｌｕｎａはお世辞にも、自分のことを器用な人間だとは思えない。妥協が嫌いで、言葉足らずで、多くの誤解と衝突を生んできた。

　そんな不器用な人間ですらわかったのだ。征士郎にだってそのチャンスはいくらでもあったはずだろうが、結局はこうして道が交わることはなかった。

「お前とここで議論をするつもりはない。お前がどう思おうが、オレは願いをかなえる」

　冷淡さを取り戻した声で征士郎がヤマトタケルに目配せをする。視線がＬｕｎａから外れたその時だ。

　チロが動いた。ずっとその一瞬を狙ねらっていたように、水の刃やいばを征せい士し郎ろうに向かって放つ。

　だが、ヤマトタケルも武神として祀まつられる一柱。チロの放った水流に、すかさず割って入った。

　不意打ちが失敗したことにチロは歯は噛がみする。そのことに捉とらわれず、すぐさまチロは頭を切り替えた。

「退ひくわ、おねえちゃん！　いったん、仕切りなおす！」

　ＨＰは残り二割弱。アビリティ──《フラッド・ブラッド》が発動するにはぎりぎり足りず、一発逆転も狙ねらえない。そう判断したチロはＬｕｎａルナに呼びかけて一目散に走りだす。

　一気に遠くなる背中に征士郎は、憎々しげに吼ほえた。

「この期に及んで、まだ悪あがきを……っ！　ヤマトタケ──」

　パートナーに呼びかけようとした征士郎が声を失う。鳥のくちばしを模した仮面に、斜めに線が入っていた。

　ピシリ、と硬い音。

　それに続いてヤマトタケルの仮面が、真っ二つに割れた。

「「──っ！」」

　征士郎が青ざめ、ヤマトタケルも仮面を支えて顔を覆い隠そうとするが一歩遅い。割れた仮面はヤマトタケルの手から滑り落ち、地面をたたいて軽い音を響かせた。













　敵から遠ざかりながら、かろうじて見えた仮面の下の顔にＬｕｎａルナは目を見開く。

「あいつ……あの顔」

　初めて剥はがれ落おちた、ヤマトタケルの仮面。

　その下から現れたのは、征せい士し郎ろうと瓜うり二ふたつの顔だった。





　　　○






　ざわつく《ラウンジ》。匠たくみも周囲と同様に戸惑いを見せる。

「どういう、ことだ？」

「どうもこうもないでしょ」

　鉄てつ舟しゆうがピーナッツを指ではじいて宙に飛ばすと、それを口で受け止めてから続ける。

「神がとる姿は自分とともに戦ってほしい存在の姿──プレイヤーの深層心理が描く願望そのものだ。ってことは、自分のパートナーに最もふさわしいのは自分以外いない、って思ったってことだろう。なかなか素敵な性格じゃないか」

　皮肉をたっぷり含んだ声が、そのまま匠に向けられた。

「坊ぼんだって、ああなっててもおかしくなかったんだぜ？　よかったね、金髪巨乳にしてもらって」

「俺が、あんなふうに……？」

　問い返す匠に鉄舟は、いつもの飄ひよう々ひようとした態度ではなく、もっと切実な声音で答える。

「自分しか信用しない。他者に自分の命運を預けられない。そんな器量の小ささが生んだのがあの姿さ。もっとも、坊と彼では大きな違いがあるけどね」

　匠は黙ったまま、その先を促す。

「速水はやみ征士郎はそんな自分を肯定した。自己愛と陶酔が生んだあの姿に対して……坊は、ずっと嫌っていたんだろう？　人を信じられない自分の弱さを」

　鉄舟の言うとおりだ。匠はずっと嫌で嫌でしょうがなかった。たった一度の別れを経験したくらいで、絆きずなを疑うようになってしまった自分が。それまでの「まっすぐに生きよう」という志を、いともあっさりと放ほうり出してしまった弱さが。

　口にするのもはばかられる矮わい小しようさを胸に抱えたまま生きるしかないと思いながら──だが、結局のところ、求めていた。




　──もう一度、俺を信じさせてくれる誰かがいてくれたら、と。




　それこそが、《戦せん極ごく》を続けていた理由。

　ミカというパートナーとの共闘をきっかけに、失ってしまった「誰かを信じる」心を取り戻せればと思いながら戦ってきた。

　そのことを見抜いていたのだろう。鉄てつ舟しゆうが穏やかな声で続ける。

「坊ぼんにはまだ、共に誰かと戦いたいという願いが残っていた。信頼し、信頼される──そんな絆きずなを分かち合うことができる戦友を求める心を捨ててなかった」

　匠たくみは自分の胸に手をあて、拳こぶしを握る。今、かろうじて手の中に残っているものを逃さないように、きつく、きつく──

　そんな匠に鉄舟は、重ねて告げる。

「偶然じゃないんだよ、坊。君が、ミカ様と出会ったことは。ぜんぶ、君の意志が導いたことだ」

　匠の中で鉄舟の言葉が反響する。

「……さぁて、ここからＬｕｎａルナが逆転するのはよっぽどのことがないと無理だろ。僕は先に帰らせてもらうよ。坊、君はどうする？」

　気軽に出せる答えじゃない。

　体をこわばらせたまま匠は、いつものように答える。

「……少し、考えます」

　タクミの答えに鉄舟は、口元をほころばせる。

「そうかい。うん、そうするといい。安易に流されるんじゃなく、悩み、答えを見いだせ。それができる人間だ、君は」

　ひらひらと手を振って、鉄舟の背中が消える。匠はうつむき、鉄舟の言葉を頭の中で繰り返した。

　匠はずっと考え続けてきた。自分が傷つかない方法を。誰に頼ることも、頼られることもなく『個』として自分の世界を完成させる方法を。

　それなのに今、思ってしまっているのだ。

　Ｌｕｎａの力になりたい、と。

　もしここでＬｕｎａのために動いて、また裏切られるなら──その痛みを想像するだけで匠の足は凍りつく。いつもどおり、見て見ぬフリをしてしまえばいい。そもそもこれはＬｕｎａが望んだ勝負だ。勝つも負けるも彼女の都合で、自分が横よこ槍やりを入れる義理も権利もない──

　そう考えたいのに、匠の頭からはＬｕｎａが見せた、屈託のない笑みが離れなかった。

　すがるように匠は、隣に立つパートナーの名前を呼ぶ。

「ミカ」

「なんでしょうか」

「……もし《戦せん極ごく》に勝って、お前が最高神とやらになって、世界を思い通りにできるとしたらさ、誰も傷つかない世界って、つくれるかな？　裏切ったり、裏切られたりとかのない、みんなが信頼し合える、そんな世界が」

　震える声で問う匠たくみに、ミカは即答する。

「構いませんが、それは本当にタクミの求める世界ですか？」

　その一言はまるで、匠の迷いを斬きり払うようなものだった。

　返す言葉を失う匠に、ミカは続ける。

「昔の話ですが──とは言っても神代までさかのぼるわけでもなく、私にとっては最近のことです。私が祀まつられている神社の近くにやんちゃ坊主がいましてね。正義感が強く、あっちこっちに首を突っ込みたがる子でした」

　淡々とした語り口からミカは、不意にその声音を柔らかくする。

「もちろん、そんなことをしていれば不要な衝突を生みます。……でもそのたびに彼はぶつかった人と仲良くなるのです。受けた傷の分だけ絆きずなを体に刻んでいくのです。わたしはその不器用さが嫌いじゃなかった。その子と戦場を駆けてみたいと思っていたものです」

　ミカの語る人物に憧あこがれと羨せん望ぼうを感じながら、匠は尋ねる。

「……そいつは今、どうしてるんだ？」

「鹿か島しまから別の土地に移った後に、不幸なすれ違いからちょっとひねくれてしまっていましてね。孤独主義とやらを唱え、他人との交流を絶つ選択をしました。その不器用さもかわいくあるのですが、わたしとしては当時のまっすぐさを取り戻すお手伝いができれば、などといらぬお世話を焼きたかったりするわけでして」

　と、ミカは匠の瞳ひとみを覗のぞきこんだ。深い輝きを宿した目が、匠を見据える。

「ずっと、戦いというものを見守ってきました。戦いは多くのものを失わせますが、時に得るものもある。私が軍神という職務を誇り続けられたのはそれを知っているからです」

　そう言ってミカは、手を差し出す。

「戦ったからこそ、得るものがある。刃やいばを交えたからこそ、相手の想おもいの強さを知る。タクミ。あなたがＬｕｎａルナに感じているのは、そういうものでしょう？　……まさか、恋愛感情などではないですよね？」

　冗談めかして告げるミカに対し、匠の手がゆっくりと持ち上がる。その間に胸に去来するのは、《戦せん極ごく》を始めてから関かかわってきた人々の顔だ。

　一人じゃ見られないという光景を語ってくれたＬｕｎａ。

　そのＬｕｎａを支えようといつも全力なチロ。

　鉄てつ舟しゆうもほのかも、ずっと助言を与え続けてくれていた。

　そして──今まっすぐに、正面からこちらを見据えているパートナー。

　それらを思い出し、匠は笑みをこぼし──

「……笑っちゃうよな」

　二つの手が、つながった。

「とっくの昔に、俺は一人じゃなかったのに」

　助けたいと思える存在がいる。

　その気持ちを後押ししてくれる仲間がいる。

　これで動かないというのならば、一生動けない。積み重ねてきたこの絆きずなから逃げ出すわけにはいかない。

　軍神とは思えないような華きや奢しやで柔らかい手。それでいながら、熱くほとばしるエネルギーを感じさせる手。

　強く、固く握り返される感触が、匠たくみを鼓舞する。

「──力を貸してくれ、ミカ！」

　震えていた声を、確固としたものに変えて匠はミカのまっすぐな視線に応こたえる。

「待っていました。その言葉を、ずっと」

　高こう揚ようする。自分の背中を押す衝動のままに匠は動く。スマートフォンを取り出し、

「──やば。スタミナ」

　回復するための《勾まが玉たま》はガチャで使い果たしている。匠は後先を考えない自分の行動を、呪のろいたくなった。

　もっとも、手が尽きたわけではない。最後の手段──課金という方法が残されている。

　母親への報告など、この際どうでもよかった。だが、この軍神の矜きよう持じはどうなるのか。自分に課金という負担を強いないよう、強くなろうとしてきたパートナーの意志は。

　ミカの気持ちを想像すると、申し訳なさがこみ上げてくる。それでもこれ以外の方法は思いつかず、匠は苦々しい想おもいでそのアイコンをタップし、

「ごめん、ミカ」

　ショップから、《勾玉》の購入を選ぶ。

　匠の選択をミカが責めることはなかった。

「誰かの力になりたいという心の尊さに比べれば、私の矜持など塵ちりほど軽いものかと」

　気軽に告げるミカは、なんてことのないように続ける。

「やってしまいましょう。浄財です、浄財」

　匠の心がいくらか軽くなった。主義を曲げることに抵抗はあるが、ゆっくりと指先が購入を決定するボタンへと伸びていく。

　逡しゆん巡じゆんを感じさせる動作。その煮え切らなさが、彼女の到着を間に合わせた。

「はいはーい、ちょっとストーップ」

　例のごとく、不意に背後からかけられる声。匠は体をすくめながらその人物──ほのかの出現に眉まゆをひそめる。

「また、あんたは急に……。今、取り込み中なんだよ。あんたがずっと言ってた課金するから、ここはお引取りしてもらえないか？」

　ほのかは「あらあら」と頬ほおに手を当て、おっとりと問う。

「それはありがたいけど、いいの？　確認しないで」

「確認？」

　匠たくみはほのかの指差す先──スマートフォンを見る。

　メッセージのアイコンの上に新着を知らす【１】という数字。直感に促されるまま匠はアイコンをタッチし、示されている文字を追う。

「詫わび《勾まが玉たま》、手配できてるんだけど」

　ほのかの言うとおりのことが、そこに書かれていた。

　匠は思わず子どものように目を輝かせた。

「恩に着る！」

　興奮する匠と対照的に、ほのかは飄ひよう々ひようとしたものだった。

「なんのことかしら？　こっちは、『運営』がやるべきことやっただけだけど」

「それでも、俺はお前に感謝してる。ありがとう」

　匠は告げ、スマートフォンを操作する。まずはギルドの設立を申請。それが成立するまで時間がどれくらいかかるか知らないが、その間に匠はＬｕｎａルナからのフレンド申請を許可する。

　ギルドの設立はすぐさま受理され、匠は続けてＬｕｎａをギルドに勧誘する。申請を送ると、そのことを伝えるために《戦せん極ごく》の通話機能を使った。

　向こうに電話に出る余裕があるとは思えないが、賭かけだ。匠は祈るような気持ちで、Ｌｕｎａと連絡が繋つながるのを待つ。

　時間ばかりが過ぎていき、焦りが募る。加速度的に不安が膨れ上がっていった。

（やっぱり、ムリか……）

　辛抱強く待つものの、心が折れそうになる。その時、ぷっつりと待ち受け音が途絶えた。

　ややあって、けだるげな声が返ってくる。

『もしもし？　なに？』

　匠は電話が繋がったことが我ながら信じられず、つい声を弾ませてしまった。

「Ｌｕｎａ！　聞こえるか!?」

『大声出さなくても聞こえてるって。ってか、なんでこのタイミングで連絡よこすかなぁ。アタシ今、めっちゃ取り込み中なんですけど』

「そっちの状況は把握している。今さっきまで見てたからな」

『だったら、なんで連絡してきたの？　ちなみにこっち、逆転狙ねらいで隠れてるとこだからこうやって会話してるのもマズいわけね？』

「なんとかする方法がある」

　そのために通話を選んだ。Ｌｕｎａルナが『メッセージを後で確認する』という手段をとらないように。後の祭りにならないように。

　Ｌｕｎａから返事はない。匠たくみは勝手に先を促されていることにして、続ける。

「ギルドの代替戦闘執行権だ。あんたたちに代わって、俺たちが征せい士し郎ろうを倒す。もうギルドの登録申請送ってるから、あとはそれを受理してくれるだけでいい」

　スピーカーの向こうから、息を呑のむ気配がした。

　ややあって。Ｌｕｎａから返ってきたのは戸惑うような、絞り出した声だ。

『なんで……アンタがそこまでしてくれるわけ？』

　改めて問われると、匠は口ごもる。だが時間は惜しく、取り繕いようのない想おもいを言葉にする。

「信じさせてほしいんだ。俺は一人じゃないって。……見せてほしいんだよ。あんたが話してくれた、世界が同じ色に染まるっていう一瞬を。俺が子供のころには、当然のように見ていた景色を。そのためには、征士郎を倒してライブができるようにしなきゃだろ」

　Ｌｕｎａが笑顔で語った、光のあふれる場所。匠はそれに焦がれ、一心に願う。

「頼む。見せてくれよ。人が一つになる瞬間を。それがあるなら俺はもう、傷ついたってかまわない」

　Ｌｕｎａはため息をつくと、彼女らしからぬ情けない声を出した。

『……そうだった。言っちゃったっけ、そんなこと』

　一拍、Ｌｕｎａは呼吸をはさむ。迷いながらも結局、その問いを口にした。

『勝算、あるの？』

「ああ」

　匠はちらりと、隣に立つパートナーに目配せをする。

「俺のパートナーは、最強の軍神だ。負けるわけがない」

　匠の答えにＬｕｎａが、呆あきれたような声になった。

『なにそれ？　そんなんで、アタシを納得させるつもり？』

「正直、それ以上のことは言えないんだけど」

　言いよどむ匠にＬｕｎａが、小さく笑う。

『でも、アタシがアンタの立場でも同じことすると思う。同じこと、言うと思う。アタシのパートナーがチロだから信用しろ、って。理屈とかじゃなくて……それが、信じるってことだって』

「じゃあ」

『うん。頼めた義理じゃないけど──』

　匠はＬｕｎａから、震える声で祈りを託される。

『──お願い。アタシの代わりに、あのバカぶっ潰つぶして』





　　　○






　匠たくみの体は、瞬時に転送された。

　事情を飲み込んでいるのか、対戦相手が変わっても征せい士し郎ろうに驚いた様子はなかった。声に落胆をにじませて征士郎が、暗い瞳ひとみを向けてくる。

「……こんな形で、君と相対するなんてね」

　匠は冷静を装うが、内心では心臓が破裂しかねないほどに怯おびえていた。いざ対たい峙じしてみると、征士郎のプレッシャーは生半可なものじゃない。よくこんな相手を前にして毅き然ぜんとしていたものだと、Ｌｕｎａルナの胆きもの太さに感心した。

　匠は声が震えていることを悟らせないように、小さく、平板に告げる。

「少なくとも、あんたより共感できるよ。あいつの生き方は」

　緊張で喉のどが渇く。足に力をこめていないと、いまにも膝ひざが震えそうだ。

　ビビリっぷりに我ながら呆あきれるほど。それでも、自分に言い聞かせる。

　目の前の人間みたいになるよりはマシだ、と。

「あんたが《戦せん極ごく》で勝った結果、なにをしたいのかは知らないけどさ……少なくとも、あんたにだけは勝たせちゃいけないと思った。自分しか愛せないような、キモい性格の奴やつに世界を思いどおりにする力なんて、渡しちゃいけないと思った」

　匠を値踏みするようにじっと見据えていた征士郎が、おもむろに口を開いた。

「いくらだい？」

「は？」

　唐突な問いに匠は虚を突かれる。どういう意味か考えていると、征士郎が続けて告げる。

「なんか興が冷めちゃったよ。こんなバカらしい《デュエル》を続けるくらいなら、君に金を握らせてご退場願った方がいい。君も勝てるかどうかわからない勝負するより、確実に金をもらって普通の生活に戻るのが得なんじゃないかな？　戦力差だって、このとおりだし」

　征士郎がスマートフォンの画面を向けてくる。言われるまでもなく匠は、この《デュエル》が成立した瞬間に敵と自分の戦力差を確認していた。

　ＨＰバーはＬｕｎａからの引き継ぎで、二割を切っていることを示す赤に染まっている。その下に表示されている数字──奉納点フエイスは匠が【３７８，５６６】なのに対し、征士郎は【２，２９１，５２２】。先ほど尋常じゃない奉納点を費やしてＬｕｎａを退けてもなお、六倍以上の差がある。

「君のパートナーの姿を見るに、進化でもしたんだろ？　それで、勝てるかもって思ったわけだ。でも結果は見ての通り。君たちじゃ勝てない。それともなにかい？　そのなけなしの奉納点フエイスを使って、ちょっとでもオレの奉納点を削ってみせる？　いいよ、別に。その程度の損失すぐに取り戻す。スタミナなんて、金さえ使えばいくらでも回復できるんだからね」

　饒じよう舌ぜつな征せい士し郎ろうに対し匠たくみは、いつもどおり相手の目を見ることもできないまま訥とつ々とつと返す。

「……悪いけど、もう金とかそういうことで引き下がれない。こっちは、金じゃ手に入れられないものを得られるかどうかっていう瀬戸際なんだ」

　口にしていくうちに匠の胸の中でもやもやしていたものが徐々に形を得ていく。やがてそれは確固たるものとなり、匠は口を開いた。

「ずっと生きづらい世界が嫌いで、その生きづらさを受け入れられない自分も嫌いで……でも、Ｌｕｎａルナは言ってくれたんだ。俺も世界も、俺が思っているより優しいって。それは俺が誰かにずっと言ってほしかった言葉だった」

　口下手ながら、想おもいを言葉として紡ぐことで匠は決意を固めていく。




「だから、もう一度戦う。俺じゃない、誰かのために！」




　匠の宣戦布告に征士郎は、声を荒らげた。

「……イライラさせるなぁ。こっちは譲歩案出してるつもりなのにさぁ！」

　征士郎の怒号とともにヤマトタケルが石剣を横なぎに払う。それが開始の合図となり、匠は攻撃を避よけるとともに仕掛けた。

「《ペイル・ネイル》！」

　二万点分の奉納をしたエフェクトが匠の背後に浮かび、消える。同時、ミカの正面の空間が帯電した。雷光は徐々に杭くいを思わせる鋭く、細長い形を得た。

　ふりかぶった拳こぶしをミカは、杭の尻側に叩たたき込こむ。杭が押し出され、瞬時に加速した。

　空気を切り裂いて飛ぶ杭をかわして、征士郎がつぶやいた。

「飛び道具を持っているっていう情報はなかったけど──進化の結果、というわけか」

　同時に、ミカの体が消える。縮しゆく地ち──特殊な歩法によってミカは、瞬時に征士郎の真横に回った。

　すかさず体重を乗せた拳を放つミカ。しかしそれは、ヤマトタケルの石剣にはばまれた。

　交差する刃やいばと拳。振るわれる刃をミカは上体だけの動き──ボクシングでいうところのスウェーバックでかわし、上体を後ろに倒したままアッパーを放つ。

　ミカの拳は手ごたえを得ず、風を切るだけに終わる。ヤマトタケルは一度大きく距離を取り、高こう揚ようした目でミカを見つめ、

「驚いたな。久しぶりに戦いらしい戦いができそうだ。ずっと、作業みたいに敵を駆逐することしかできなくて鬱うつ々うつしてたんだよ」













　けど、と言葉を挟み目元を鋭くする。

「今のチャンスを逃したのはまずかったね」

　言われるまでもなく、匠たくみとミカもわかっている。手の内が明らかになっていないファーストコンタクトこそが、格下である自分たちが大番狂わせを起こせる最大のチャンスだった、と。

　匠たちに悔しがる暇も与えず、ヤマトタケルが二度、三度と続けざまに石剣を振るう。そのたびに刃やいばの直撃を受けていないはずの石畳や神木に斬ざん撃げきの痕こん跡せきが刻まれていった。

　不可視の刃から逃れるようにミカは走り続ける。匠もミカの動きに連動しつつ動くが、さすが《ミリオン》の一角──間合いすら詰めさせてもらえないというのが現状だ。

　ミカも己の体術──縮しゆく地ちを駆使したヒット・アンド・アウェーでなんとかして自分の間合いにヤマトタケルを入れようとするが、どうしてもリーチの差で決定打に至らない。攻めあぐねるミカを嘲あざけるように、ヤマトタケルが声を発した。

「踏み込みが浅いね。打撃が軽いよ？」

「あなたはずいぶんと口が軽くなりましたね」

　挑発を返すミカにヤマトタケルが、余裕の笑みを見せる。

「声で、オレとセイシロウが同じ存在だとばれる可能性があったからね。顔を隠す必要がなければ口も開くさ」

「なるほど。その姿を恥と思えるだけの羞しゆう恥ち心しんは残っているのですか」

「まぁ、ナルシストにもほどがあるよね。それでもオレは、こいつが嫌いじゃない」

　剣の鋭さはそのまま、攻撃に交えてヤマトタケルが哄こう笑しようする。

「こいつは、すべてをぶっ潰つぶすつもりだ！　戦いを司つかさどる神のプレイヤーとして、これ以上ふさわしいやつがどこにいる!?　お前もオレと同じ軍神だけど、プレイヤーに恵まれなかったな！」

　ミカは鋭く振るわれる連撃をかわしつつ、呆あきれたように言い返す。

「戦いという言葉に対する解釈の違いでしょうか──底が浅いですね」

「ほざけっ！」

　ミカは技の限りを尽くして奮戦するが、匠たくみには気になることがある。

　ちらり、とミカたちの攻防からスマートフォンに視線を落とす。そこに表示されている数字──残り時間が匠を焦らせる。

　通常の《デュエル》だったらランク差やＨＰ差から計算される奉納点フエイスを失うだけだが、今回は全賭けオールインという特殊ルールだ。残りＨＰが一ドットでも相手より少なければ、この《デュエル》を挑んだ本来のプレイヤーであるＬｕｎａルナもその代行を買って出た匠も、すぐさま《戦せん極ごく》から追放される。

　だが、そうはならない。匠には確信ではないが、勝算がある。息をひそめてそれを待っていると、ヤマトタケルが笑い声をあげた。

「どうする、セイシロウ!?　このままでも勝てちゃうけど、それってオレたち的に、ありだと思う？」

「ぶっ潰すに決まってるだろ？　貧乏人に見せてやるのも悪くない。圧倒的な、力ってものを！」

「ははっ、さすがオレだ。まったくもって同感だよ！」

　ヤマトタケルが、まるでその力を誇示するように石剣を振り上げる。同時──

「《シューティング・エッジ》！」

　征せい士し郎ろうが十万点分の奉納をしてスキルを発動させる。刹せつ那な、ヤマトタケルの石剣に光が宿った。

　光の尾を引いて石剣が振り下ろされる。それに合わせ、天から流星雨のように光の剣が降り注いできた。

　とっさに匠はミカに呼びかける。

「ミカ！　こっちに！」

　隙すき間まなく降り注ぐ剣を避よけることは、ミカといえども不可能だ。ならば当然、匠にも無理なことで、選択肢は『防ぐ』という一点に限られる。

「代替執行オルタナテイブ・防ガード！」

　使用する奉納点フエイスは、向こうと同じく十万。これで、匠たくみの残りの所持奉納点はおよそ二十五万──防御のためだけに三割近くも奉納点を消費するのは言語道断だったが、そうせざるを得ない状況だった。相手と同等の奉納点を使わなければこの攻撃は防げない──いや、使ってでも時間稼ぎにしかならないと匠の経験が告げている。

　ミカが匠の隣に滑り込むと同時に、光の盾と剣の驟しゆう雨うが激突する。一発一発は軽いものの、さすがに数が多い。やがて、盾に罅ひびが入った。

　ガラスの割れるような音とともに盾が砕ける。広範囲の攻撃は、ミカだけでなく匠も対象にしているものであり、匠が攻撃を受ければ勝負は決する。

　ミカとしては選択の余地がなかったのだろう。降り注ぐ刃やいばからかばうように、匠の体を抱きしめた。

「ミカ！」

　ミカの背中から漆黒のダメージエフェクトが噴き出る。それをものともせずにミカは、匠の胸を押した。

「……下がって！　まだ、負けたわけではありません！」

　その声音に突き動かされ、匠は次の手を考える。その間にヤマトタケルが目の前に迫っていた。

「リタイアしておきなよ。古臭い軍神はさぁ！」

　ヤマトタケルが振りかぶった石剣が、ミカの体を切り裂く。ＨＰバーがみるみるうちに削れていき、一割を切ったことを示す点滅を始めた。

　減少はなおも止まらず、敗退に向けて近づいていく。勝利を確信した征せい士し郎ろうとヤマトタケルが獰どう猛もうな笑みを浮かべたその時だ。

　バーの減少が、消滅する直前でぴたりと止まった。

　ミカの全身からは、負傷を意味する黒い液体がとめどなく流れている。それでもミカは倒れず、むしろ反撃の拳こぶしを放ってくる。

「バカな……なぜ、倒れない？　確実にＨＰを削りきったはずだ！」

　狼ろう狽ばいする征士郎にミカは、静かに告げる。

「さすが、と言いましょう。私のアビリティが発動したのは、あなたたちで二度目です」

　まだ《戦せん極ごく》を始めたばかりのころ、例大祭フエスで運悪く稀レ少アマガツに遭遇してしまったことがある。何とか勝てたものの秘策であったはずのスペシャルガチャに頼ってしまったことを反省して匠は、《クエスト》も《デュエル》も勝てる相手を選んでいた。以来、匠たちは、このアビリティの恩恵を受けたことはない。

　アビリティの名前は《軍神の意地》──効果は、バトル中に致死ダメージを受けたとき、一度だけＨＰを一％残した状態で踏みとどまるというものだ。

　そして匠は戦闘前に、アビリティを反映させるフレンドとしてＬｕｎａルナを選んでいる。ＨＰが一割をきった今、チロのアビリティ──《フラッド・ブラッド》の効果によって全ステータスが八倍まで引き上げられる。

　ミカが地面を蹴ける。今まで詰められなかった距離は一瞬でゼロになり、腕を一ひと薙なぎする。ヤマトタケルがそれをいなそうとするが、無意味。速度も、膂りよ力りよくも、すべてが八倍になっているのだ。剣もろとも吹っ飛ばされ、地面を転がる羽目となった。

「なんだ……なにが起こっている!?」

　征せい士し郎ろうが混乱して声を上げる。ヤマトタケルが追撃を入れられる前にすかさず受身を取り、その場を脱した。

「セイシロウ、動じている場合か！　迎え撃て！　全力でだ！」

「全力？　こんな、たかが降りかかる火の粉のような、とるに足らない相手にか!?」

「出し惜しみをしていられる場合か！　もう一度《クサナギ》を使え！」

「くっ……！　こんなやつらに！」

　征士郎が歯は噛がみをしている間にミカは、畳みかける。

　高まったステータスが軍神に最盛期の動きを取り戻させる。すかさず、足もとから蜘く蛛もの巣状に亀き裂れつが入るほどの力で地を踏みしめる。

　その反動をすべて乗せた、渾こん身しんの肘ひじがヤマトタケルの脇腹に入る。ヤマトタケルの体が『く』の字に折られたが、ミカの動きは止まらない。

　前のめりに傾くヤマトタケルに対して追撃──まるでヤマトタケルの方から導かれるように、ミカの拳こぶしが鳩尾みぞおちに吸いこまれる。人差し指と中指の付け根がそっと触れたと思った刹せつ那な──

　衝撃がヤマトタケルの体内で破裂した。

　炸さく薬やくに火をつけたように征士郎の体が吹っ飛ぶ。外がい家か拳けんの絶招ひつさつわざを参考にして編み出したのが今の一撃──

「《孤こ影えい》。これを撃てる程度には、勘が戻りましたか」

　ミカは、続けて征士郎に振り向く。ヤマトタケルを排除したからには、プレイヤーである征士郎へのダイレクトアタックで決着をつけるのが最良の手段だ。

　次の一撃で勝負を決める。圧倒的と思われた戦力差を覆し、勝利を手にする。

　そのための一歩を踏み出した刹那──ミカの膝ひざが、地面に吸いこまれていった。

「これは……っ!?」

　ミカの鳩尾に浮かぶ格子状の光。それに全身の力が吸い取られるように、体の力が抜けていく。

　その醜態をあざ笑うように征士郎がしゃがみこみ、ミカと視線の高さを合わせて語る。

「《プリズン・オブ・ドーマン》──保険として装備してきたけど、まさかこいつの世話になるとはね。膨大な《勾まが玉たま》を費やしてガチャを回した価値があるってものだよ。そいつは、ＨＰが五割を切った時に、相手の全ステータスを一分間ゼロにする呪いデバフを発生するっていうアイテムでね。……残り時間は三〇秒。悪いけど、オレの勝ちだ」

　勝ち誇ったように笑う征せい士し郎ろうにミカは、毅き然ぜんと返す。

「……倒さないので？　代替執行オルタナテイブで私を攻撃する、絶好の機会だと思いますが」

「もちろんタイムアップを狙ねらうなんてことはしないさ。でも、その残りＨＰはよくない。たった一発入れただけで勝負が決まったんじゃ、こっちの気は晴れないんだよね」

　征士郎の言い草にもミカは、眉まゆ一つ動かすことはなかった。それが征士郎の癇かんに障ったのか、声を荒らげた。

「気に食わないな。それが敗者の態度か？」

「いえ、なるほどと思いまして。戦いの前に、不慣れにも煽あおったのはこのためでしたか」

「煽った……？」

　征士郎が息をのみ、なにかを探すように視線を巡らせる。だが、その時にはもう勝負は決していた。

　なにかとは他でもない、征士郎を煽った人物。ミカは端然としたまま、自分『たち』の勝因を告げる。

「先ほどから見えていなかったでしょう？　それが、この軍神のプレイヤーです」

　ずっと、人との接触を恐れて視線から逃れるように生きてきた匠たくみが身につけていた処世術。人目につかないことについて匠の右に出る者はいなく──

　ミカという閃せん光こうの陰に隠れていた匠は既に、征士郎の背後だ。

「まさか、ずっとこの瞬間を……!?」

　征士郎が恐怖で顔を引きつらせる。この瞬間のため匠は戦いの開始──いや、征士郎と会ったその瞬間から振る舞っていた。

　匠は信じていた。征士郎が、自分を侮ってくれていることを。

　征士郎が目をつけているのはミカのステータスで、匠にできることはないと見下し戦力として計算に入れていないことを。

　おっかなびっくり生きていたからこそ培つちかわれた観察眼。匠は征士郎の慢心を見抜き、この結果にいたるように立ち回り──訪れたのではなく、引き寄せた好機を逃すものかと、声を張り上げる。

「代替執行・攻ソード！」

　匠の背後に浮かぶ【拾じゆう萬まん】というエフェクト。それは間違いなく、征士郎のＨＰを削り取るのに充分な奉納であり、この距離なら外すほうが難しい。

　征士郎の背に乗せた手から光の剣が伸び、その体を貫つらぬいた。

　傷口から、間かん欠けつ泉せんのように吹き出る黒色の液体。口からもそれを流し、征士郎が激げき昂こうで声を荒らげる。

「……ざけんな。タケミカヅチにならともかく、こんな、どこにでもいるようなやつに、オレが出し抜かれるだと……っ!?」

　深々と突き刺さる刃やいばを握りしめ、その事実を認めまいとする征せい士し郎ろうに匠たくみはかぶりを振る。

「いいや、速水はやみ征士郎。あんたを倒したのは俺じゃない。あんたがＬｕｎａルナを敵に回さなければ──Ｌｕｎａが俺に絆きずなの大切さを思い出させなければこの結末は訪れなかった。あんたは金の力を信じすぎ、人の力を軽んじすぎたんだ」

　征士郎に対してずっとたまっていた鬱うつ憤ぷん。それを晴らせた高こう揚ようが口を軽くさせ、珍しく匠は声を張り上げ、

「ざまあ、廃課金！」

　高らかに告げると同時に、光の剣を横に振り払った。

　征士郎の体が地面に倒れこみ、重い音を立てる。敵のＨＰバーがきっちり削れていることを確認すると匠は、脱力した。

　一方で、ミカの顔色は優れなかった。なにかを警戒するように、張り詰めたままだ。

「タクミ。おかしいです」

　ミカはなにかを待つように耳を澄ませる。ややあって彼女が口にした言葉は、

「──ファンファーレが、聞こえません」

「え？」

　言われてみれば、《隔かく離り世よ》は静まり返ったままだ。どういうことだ、と匠が怪け訝げんに思ったそのときだった。

「──ムカつくんだよ。なんでオレが負けなきゃならねぇ!?　テメェらみたいな貧乏人が、オレに逆らえるはずがねぇんだ！　そのために、どんなことでもして金を稼いできた！　テメェらは自分の無力を嘆いて、ぶっ潰つぶされるためだけにいるんだよォ！」

　征士郎が体を起こし、呪じゆ詛そを孕はらんだ声で一帯の空気を震わせる。普段の温厚さをかなぐり捨てた征士郎の本性に匠の足が凍りついた。

「絆なんて曖あい昧まいなものに、どれほどの値打ちがある!?　そんなあやふやなものにすがりつくやつ、反へ吐どが出る！　ウゼェ……ウザすぎだぜ、テメェら！　だから……潰れろよ！　今すぐ、ぶっ潰れろ！　ヤマトタケル！　いつまで寝てるつもりだ!?」

　ミカの一撃で遠くに飛ばされていたヤマトタケルが征士郎の声に反応する。立ち上がったかと思うと体をくの字に折り──

　その体が、爆はぜた。

「──ッ！」

　衝撃的な光景に匠は、とっさに目を逸そらす。四散したヤマトタケルの肉体が征士郎を包み込み、発酵するパン生地のように膨れ上がっていった。

　やがて、増殖した肉体が形を得ていく。

　その姿はまるで、ダンジョンでプレイヤーたちを阻む異い形ぎよう──マガツそのものだ。

「なにが……起きているんだ？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやく匠たくみに、ミカは端然と返す。

「どうもこうもないです。まだ相手に動きはない様子。ならば今のうちに、きっちり引導を渡してあげましょう」

　手のひらに紫電を走らせるミカを、匠は慌てて止めた。

「ま、待て、ミカっ。一撃もらったら終わりだ。慎重に行こう」

「それは、そうですが。嫌な予感がします。できれば、一刻も早くアレを消し去りたい」

　二人がやりとりを交わす間にも征せい士し郎ろうと一体化したヤマトタケルの体は変へん化かを遂げていく。骨が砕け、肉がちぎれるような音が連続して膨れ上がっていくその巨体に匠は、生理的嫌悪を感じた。

　その時、手の中でスマートフォンが震える。匠は藁わらにもすがる思いで、発信主が誰かも確認せずに画面をタップした。

「もっ、もしもしっ」

『匠くん、無事っ？』

　スピーカーから返ってきたのは、意外な人物の声だった。

「ほのかっ？　どうして」

　ほのかとはフレンド登録もしていなければ、電話番号を交換などもしていない。疑問に対する答えは、簡潔なものだった。

『運営権限ってやつよ。で、どう？　無事なの？　決着ついたと思ったら観戦の画面に乱れが出て、こっちじゃ確認できないのよ』

　そういうことだったか、と匠は納得して現状を説明する。

「今のところは。……一つ教えてもらいたいんだけど、今の状況って《戦せん極ごく》のシステムに最初から組み込まれていることなのか？　課金で使える、特別なルールでＨＰがなくなっても勝負続行、みたいな」

　話すべきことを整理するように一拍──間を置いてからほのかの答えが返ってくる。

『……この前の接続エラー。あれって、運営のシステム内に入った部外者が意図的に起こしたものみたいなの』

　匠はその事実を、自分が知る言葉に置き換える。

「ハッキング、ってことか？」

『そうね。うちの部署の管轄外だから断言できるわけじゃないけど、そういうやつだと思う。で、確認したらわたしたちが知らない、新しいシステムが実装されていたの。システム名は《ｃｒｏｓｓｉｎｇ》──日本語にすると《交こう神しん》、ってところかしら』

「新しいシステム……チートみたいなものか？」

『っていうよりは、チートの出来損ない……不具合バグの一種だって。担当者が「クソみたいなコード書きやがって、ハゲろ」って愚痴ってる』

「バグか……まぁ、バグってるよなぁ」

　征せい士し郎ろうたちの目を覆いたくなるような変へん貌ぼうが、これ以上ない説得力を持たせていた。秩序をゆがめ、認められることのない力を求めた末路──それが今、目の前にあるものなのだ、と匠たくみは理解する。

『今、助すけっ人とを向かわせるわ。それまで踏ん張ってちょうだい』

　その言葉を最後に、通話は切れる。匠は盛大にため息をついた。

「簡単に言ってくれるよな」

　目の前で起こる変貌はまだ止まらない。内側から迸ほとばしる力に耐えきれないように爆はぜ、その傷を埋めてはまた爆ぜる。自じ壊かいと成長を繰り返しながら増幅するそれが行きつく先はまるで──

「詫わび玉じゃすまないぞ、これ」

　昔見た、怪獣映画のような様相を呈していた。

　以前戦った、巨大マガツをも凌りよう駕がする異い形ぎよう。佇ちよ立りつしているだけに見えた巨大な異形が、不意に鞭むちのような触手を振るった。

　匠が反応するよりも早く、ミカが匠の体を抱きかかえて跳ぶ。足元を通り過ぎていった触手はそのまま、地面をならすように木々や社やしろを薙なぎ払はらった。

　肉塊が徐々に形を得て、タコともイカとも言いがたい不気味な姿を取る。丸い巨体の中央に切れ目が入ったかと思うとそれが上下に開き、巨大な眼めを覗のぞかせた。

　金色の瞳ひとみがぎょろりと匠たちをにらむ。ずっと他人の視線を意識してきた匠が、瞬時にその危険性を悟った。

　あの視界に入ってはならない。遠くへ──あの視線を振り切れるほど、彼方かなたへ。原始的な本能に突き動かされて、匠は叫ぶ。

「ミカ、離れてくれ！　限界まで、遠くに！」

「はいっ！」

　ミカは匠を抱えて、縮しゆく地ちで移動できる限りの距離を飛ぶ。一度だけでなく、二度、三度──ボロボロの体に鞭を撃つように連続で地を蹴けり続けるが、認識が甘かった。

　敵の射程は、それをものともしないほどに長大だったのだ。

　匠たちを貫つらぬかんと触手が伸びる。ＨＰは残りわずか。一発もらったら即座に終わり、匠に迷う暇はなかった。

　ミカの腕の中で匠は、伸びてくる触手に向かって手をかざす。

「代替執行オルタナテイブ・防ガード！」

　五万点分消費して壁を作った刹せつ那な、ガラスが砕けるような音が響く。

　奮発したつもりの防御もたやすく破られる。匠たくみは反射的に、触手が届くより早く重ねて告げた。

「代替執行オルタナテイブ・防ガードッ！」

　今度は十万点──再び光の盾が匠たちと触手の間に立ちふさがる。採算など考えていられる状況ではない。とにかく、この一撃を防ぐ。それだけのためにありったけの奉納点フエイスを投入した。

　分厚い盾に一発で罅ひびが入る。だが、一発だけとはいえ耐えてくれた。

　それが匠に考える時間を与える。この状況を打開できる策はあるか、と。

　助すけっ人とはまだ到着せず、奉納点は【８，５６６】と端数を残すのみ。ＨＰは風前の灯ともしび。ステータスはチロのアビリティのおかげで八倍まで上がっているが、焼け石に水だろう。

　何か打てる手は──考え続ける匠にミカが、無理な跳躍の代償に息も絶え絶えになりながら告げた。

「タクミ。スマホ、なにか、光ってないでしょうか？」

「え？」

　匠は手元に視線を落とす。ＬＥＤライトのアプリでも誤作動させてしまったか、と思ったがそうじゃない。

　スマートフォン全体が、輝きを放っていた。

　そのまま匠は操作を続ける。画面の中でも一際強い輝きを放つアイコン──スペシャルガチャが、まるで「自分を使え」と言っているかのように光を放っている。

　匠は、はっとして気づく。フレンドを救援し、救援されることによって貯たまる縁ポイント──それが、この《デュエル》でスペシャルガチャを使えるまで貯まっていたのだと。

　すかさずスペシャルガチャのボタンをタップする。画面がおみくじ箱を表示した。

　これは、賭かけだ。スペシャルガチャといえども、都合よく当たりを引けるとは限らない。期待外れに終わる可能性もある。

　それでも、残された最後の一手。匠は藁わらにもすがるのではなく、自分の手で幸運を引き寄せるくらいのつもりで意識を研ぎ澄ませる。

　目的のアイテムが出るのを祈りながらレアガチャを引いていたのとは比べ物にならない集中力。匠は確率すらも越えて願いをかなえようと、スマートフォンを天高く掲げ──

「来ぉおおおおい！」

　気合とともにスマートフォンをシェイクさせると、スピーカーから機械的な音が響く。

　それに続き、福音が響いた。

　ガチャは引いたレアリティによって音が違うが、最上級のレアリティを引いたときの音だ。匠は期待をこめて、画面を見る。

　引いた効果は《未来からの福音フユーチヤー・コール》──未修得のスキルをランダムで、奉納点の消費をすることなく使用できるようになるというものだ。匠たくみは過去にもこれを引いており、自然と一つの期待をする。

（頼む！　もう一度、あのスキルを──）

　おそらく、ミカの持つ最大威力のスキル。タケミカヅチの象徴ともいえる直ちよく刀とうの姿を匠は思い描き──

　その祈りは、届いた。

「──来た！　行くぞ、ミカ！」

「ええ。この力……全部乗っけて、撃ち抜きます」

　拳こぶしを構えるミカの前で雷光が集束する。その大きさは《ペイル・ネイル》の比ではない。雷が最終的に得たのは、長大な直刀の姿だった。

　巨大なマガツさえも斬きり伏せる一刀。匠は画面に示されているその名を呼び、音声認証をする。

「《轟ごう天てん・フツノミタマ》！」

　匠の声が、ミカの真の力を解放する。拳に押し出され、加速する直刀。それは刀というよりはまるでレーザービームだ。

　一条の極光となった剣が、マガツの巨体に届く。一瞬で貫つらぬくというわけにはいかなかったが、分厚い肉に食い込んだ刃先は徐々に深く沈んでいった。













「　　　　　　　ッ！」

　光に灼やかれながらマガツが、人の声ならざる怒号を放つ。征せい士し郎ろうの意識が残っているのか、また「ふざけるな」と罵ば声せいを上げているのだろう。

　怨えん嗟さに満ちた声が大気を震わせる。その間にも光は巨体を抉えぐり、ついに──

　直ちよく刀とうが肉の塊を穿うがち、空に消える。

　同時に醜しゆう悪あくな姿は、溢あふれかえる光の奔ほん流りゆうとなって爆散した。





結．







　匠たくみたちの姿が消えたフィールドの一角──

　マガツを思わせる醜悪な巨体は閃せん光こうに引き裂かれ、その中から同じ顔をした二人の青年が地面に放ほうり出されていた。

　その片割れ──速水はやみ征士郎は目を覚ます。記憶には霞かすみがかかっており、戦っていたはずの自分がなぜこうして寝転がっているのか思い出せない。

　先ほどまでの敵は目の前にいない。ならば自分が勝ったのだろう。当然のように征士郎は考え、うつろな思考のまま視線を巡らせてパートナーの姿を探す。

「ヤマトタケル？」

　傍かたわらに横たわっていたパートナーが目を覚ます。頭にかかる靄もやを振り払うように首を振ったその時──

「なんじゃ。せっかく馳はせ参さんじたというのに、もう終わってしもうているではないか」

　門の向こうから紅あかの髪をした少女が、カーディガンのポケットに手を突っ込んだまま歩み寄ってきた。

「アマテラス……なぜ、お前がここに？」

　呆ほうけた顔をする征せい士し郎ろうにアマテラスが、顔をしかめる。

「自分がどうなったのか、まるでわかっておらぬ、か。それはそれで哀れよのう」

　そのままさらに歩を進めるアマテラスに、征士郎の苦い記憶が呼び起される。圧倒的な、敗北の経験が。

「来るなっ！　それ以上近づくんじゃない！」

「安心せい。どっちみちヌシは、もう終わっておる。バグの残ざん骸がいとして残るくらいなら、きれいさっぱり消してやった方がヌシのためじゃ」

　自分の身に何が起こったのかもわからないまま征士郎は、恐慌に任せてパートナーをけしかけた。

「ヤマトタケルッ！」

　ヤマトタケルが剣を構え、飛び出す。一瞬で詰まる両者の距離。にもかかわらずアマテラスは片手をポケットから抜き、のんびりと髪先をいじっていた。

　だが、ヤマトタケルの刃やいばがアマテラスの体に届いたその刹せつ那な、肩からわき腹にかけて袈け裟さ懸がけに裂かれたのは、ヤマトタケルの体だった。

「……っ！」

　漆黒の飛沫しぶきを立てながら、ヤマトタケルの体が崩れ落ちる。目を見開き、地面に吸い込まれていくヤマトタケルを傲ごう然ぜんと見下ろしてアマテラスが吐き捨てた。

「阿あ呆ほうめ。少しばかりレベルが上がったところで、妾わらわの魔鏡を破れるとでも思うたか」

「そん……な」

　悪夢でも見ているかのように征士郎はよろめく。ポケットからもう一方の手を出したアマテラスが、握っているスマートフォンの操作を始めた。

「己の攻撃を跳ね返されて負けるというのは、武神の恥じゃろう。せめてもの情けじゃ。ほんの少しだけ、妾の本気を見せてやる」

「や、やめろ……っ！　頼む！　お願いだ！　前だって見逃してくれたじゃないか！　今度はいくら払えばいい!?」

　懇願する征士郎にアマテラスは、盛大なため息をついた。

「やれやれ……せめて散り際くらいは潔いところを見せてほしかったが、とんだ無様を見せ付けてくれる」

「やめろぉおおおおお！」

　現実を受け入れるまいという征士郎の絶叫に対し、アマテラスがぞっとするほど静かに宣告する。

「目障りじゃ──塵ちりも残さぬ」

　征士郎とヤマトタケルを囲むように赤い風が渦巻く。次の瞬間、アマテラスの背後に【伍ご佰ひやく】とエフェクトが浮かび──

「《紅こう炎えん葬そう》」

　紅あかい世界に、より鮮烈な紅ぐ蓮れんが咲いた。

「「がぁあああああ！」」

　二つの声が、天を貫つらぬく火柱の中に消えていく。後には何も残らず、最初からアマテラスしかいなかったかのような静寂に満ちた。

　静まり返る世界。そこに、拍手の音が響き渡った。

「お疲れ様です。いやー、見事なお手際で」

　参道を歩きながら、人影が声をかけてくる。アマテラスは小さくため息をついた。

「──ヌシか。疲れてなどおらぬよ、これくらい」

「そう言ってもらえると助かります」

　へらへらした笑みを返す人影に、アマテラスは軽けい蔑べつをこめて鼻を鳴らす。

「今後は、このような些さ事じに妾わらわを引っ張り出すのはやめてもらいたいものじゃな。どうせヌシはこの結末を視みていたのじゃろう？」

　アマテラスは目を眇すがめて、目の前の人物を見つめる。

「──のう？　テツ」

　鋭い視線に臆おくすることなく人影──諫いさ早はや鉄てつ舟しゆうは肩をすくめる。

「まさか。カミサマじゃあるまいし、僕の目は未来なんて見通せませんよ」

　それが詭き弁べんであるとアマテラスは知っている。前髪に隠された目がなにを見ているのか、彼女は聞かされていた。

「……テツよ。ヌシの目に映るのは、いまだに絶望かや？」

　その問いに鉄舟はまぶたを閉じる。そこに映るものに思いを馳はせるように一息つき、

「今は、見える気がします。あなたを閉ざす闇やみを切り裂く──」

　語りながら、その姿を思い浮かべる。

「──閃せん光こうが」

　鉄舟の目が見るのは、本来の愚直さを取り戻そうとする少年と、それを支える金色の軍神だ。





　　　○






　ファンファーレが響く。匠たくみは今度こそ余力を使い果たし、地面に倒れこんだ。

　極度の緊張から解放された匠の疲労は限界だった。もう、まぶたを開けているのも億おつ劫くうだ。このまま泥のように眠りこみたい。

　遠ざかる意識の中、匠の耳はかろうじてミカの声を捉とらえた。

「タクミ、避よけてください。そこ、危ないです」

「え？」

　匠たくみが目を開いたときにはもう遅い。

　折り重なるようにミカが匠の上に倒れこんできた。

　ミカの尻が匠の腹を押しつぶす。内臓が行き場をなくし、空腹でもないのに腹と背がくっつくかと思った。尻の感触を楽しむ余裕など、当然あるわけもない。

　ミカは匠の上に折り重なり、抑揚のない声で謝罪をする。

「すみません。重いでしょうが、もう動くことができなくて」

「お、俺もそうだよ……」

　お互い、息も絶え絶え。

　だが、胸には充実感が満ちていた。

　匠の胸に初めての──いや、きっと幼いころは当然のように得ていた感覚が宿る。無性に心地よく、意識を手放してしまうのが惜しくなってしまう。熱くなった体を受け止める石畳の冷たさを、ずっと感じていたいと思ってしまう。

　それでも疲労は耐え難く、閉じかける瞼まぶた。

　その寸前に見えた顔が、匠の意識をすんでのところでつなぎとめた。

「あの……お疲れ」

　Ｌｕｎａルナが匠を案じるような、不安げな顔で覗のぞきこむ。匠はかすみかけた意識で、なんとか声を絞り出す。

「え？　あ、あの、なんで、あんたが？」

「わかんないけど、《ラウンジ》で観戦してたら、アンタたちが目の前に来たから」

　Ｌｕｎａの言葉によると、ここは《ラウンジ》らしい。頭がふわふわして前後もわからない匠にＬｕｎａが、そわそわと髪先をいじりながら声を絞り出す。

「……あんがと。この借り、絶対に返す」

　礼を言うのは匠の方だ。Ｌｕｎａのおかげで、また自分じゃない誰かのために動けた。おかげで全身を包んでいるのは疲労だけでなく、達成感だ。

　それでもＬｕｎａが借りを返したいというのなら、匠には一つ望むことがある。

「じゃあ……見たいな。あんたが言ってた、一人じゃ見られないっていう景色」

　匠はＬｕｎａが言っていた桜色の光の海を思い浮かべる。きっと本物は、こんな想像をはるかに超えてすごいのだろうな、という期待を込めながら。

　一方で、匠たちの横では、チロとミカが言葉を交わす。

　拗すねたように唇をとがらせていたチロは、不承不承といった感じで口を開く。

「ちょっと、見直してあげる。やるじゃない。あんたも、あんたのパートナーも」

　ミカは全身をつつむ倦けん怠たい感かんを忘れたように、珍しく得意げな顔をチロに見せた。

「当然です。なにせ、軍神とそのプレイヤーなので」

　その時だ。ジャラ、ジャラ……と多くの金属がぶつかり合う音がした。

　チロは、びくっ！　と背すじを震えさせて、Ｌｕｎａルナの袖そでを引く。

「おねえちゃん！　金の亡者が来たわ！」

「げ。ごめん、アタシ、あの人苦手だから。悪いけど、退散させてもらう」

　去ろうとしたＬｕｎａが、ためらいを見せる。数秒の迷いの結果、Ｌｕｎａが匠たくみの手を両手で包み込んできた。

　いきなりなにを──と目を見開く匠にＬｕｎａは、ぶっきらぼうに告げる。

「アタシの握手券とか、自分で言うのもなんだけど超プレミアになる予定だから。とりあえず、今日のところはこれでお礼、ってことで」

　早口に告げられた匠は、頬ほおを緩める。

「あぁ、サンキュ。友達に自慢するよ」

　匠の言葉にＬｕｎａが、意外そうに目を丸くする。

「友達いたの？　アンタ」

「いや、いない」

　それは匠なりの自虐的な冗談で、以前にスタバで話した時のようにＬｕｎａが脈絡もなく噴き出す。

　のんきに笑うＬｕｎａにもどかしくなったように、チロは語調を強くして急せかした。













「おねえちゃん！　早く、早く！」

「はいはい、わかったわかった。あー、おかしぃ」

　遠ざかっていく二つの足音。入れ替わりに匠たくみの目に映ったのは、緋ひ色いろの袴はかまだった。

　匠はその顔を確認しようとするが、それはかなわなかった。下から見上げると胸が邪魔をして顔が見えないのだ。

　これほどの胸の持ち主、そうはいない。匠はすぐそれが何者なのかわかったし、想像した通りの声が耳に届いた。

「あらあらー。近ごろ順調にお仕事もらえてるみたいだし、課金してもらおうと思ってたのに逃げられちゃった」

　などとぼやくと彼女は、しゃがんで匠たちを覗のぞきこむ。

「匠くん、ミカさま、大丈夫？」

『浄財』と書かれた賽さい銭せん箱ばこで豊満な胸を支える少女──ほのかに、匠とミカは蚊の鳴くような声で答える。

「なんとか、な」

「もう指一本動かせませんが」

「じゃ、ちょっと元気が出るお話しましょっか。これ、今回の報酬」

　ほのかは匠の手からスマートフォンを取り上げると、二人に見えるように画面を向ける。そこに表示されている奉納点フエイスもアイテムも匠が見たことがないもので、何度も瞬まばたきを繰り返した。

　その顔がよっぽど間抜けだったのか、ほのかは小さく笑い声をこぼす。

「ふふっ。『自分がミリオンになったのが信じられない』、て感じかしら？」

「さすがに見慣れない画面すぎるっていうか……あ、ごめん。金づる、リタイアさせちゃって」

　いつものほのかの態度を思い出して謝罪する匠だが、意外なことにほのかの声は穏やかなものだった。

「そうね。『運営』としては、そんなプレイヤーを失ったのはちょっと惜しいかなーとも思うんだけど、個人的には面白いことになったかな、なんて」

　一拍置いて、ほのかの声色が変わった。

「速水はやみ征せい士し郎ろうは『アマテラス打倒』っていう目的のために、資産を自分の強化だけでなく全体の底上げに使っていた。それが失われたっていうことは、速水征士郎のバックアップを失ったプレイヤー──《清せい流りゆうファンド》の面々に大きな影響を与えるでしょうね。課金をしなくてもギルドの援助のおかげで生きながらえていたプレイヤーたちが駆逐される、混こん沌とんの時代がやってくるわ」

　今の一戦が周囲にどれほどの影響を与えたのか──普段は息を殺し、なににも干渉しないようにと生きてきた匠たくみにとって、ほのかが伝えることは重い意味を持つ。

「速水はやみ征せい士し郎ろうの遺志を継いで彼らと手を組むのも、放置するのもあなた次第。……今までどおり、フレンドに頼らず戦うことだってできるわ」

　試すように告げるほのかに匠は、気力を総動員して答える。

「……今さら、スイッチ切り替えるみたいに生き方を変えることなんかできないし、フレンドもやっぱり極力増やしたくはないんだけど」

《戦せん極ごく》と出会って一ヶか月げつ。その間に次々と起こった出来事が匠を変えつつある。

「でも、ちょっとずつ変えたいとは思った。戦いっていう手段を通して相手を理解していこうっていうか……『戦って、倒す』だけじゃなくて、そいつが何のために戦ってるのか考えて、わかり合えればって」

　訥とつ々とつと語る匠からは、以前のハリネズミのような拒絶のオーラが消えていた。その様子を見てほのかは、目を糸のように細める。

「今なら、わかる気がする。あなたが鍵かぎだと、あの人が言っていた理由が」

　鍵。ほのかの言葉の真意を問いただすことなく、匠の意識が遠ざかる。なんとか意識を繋つないでいたが、とうとう限界だった。

　眠りに落ちる間際、匠は思う。

　この戦いの先に、自分が望んだものがありますように、と。





あとがき




　お久しぶりです、あるいは初めまして。内うち田だ俊しゆんです。

『光陰矢のごとし』、という言葉がありますがまさにその通りで、気づけばあっという間にアラサーと呼ばれる年齢なわけで。「腰が痛い」「腰が痛すぎて仕事ができるわけがない」とか思っているうちに、無事この『戦極ヤヲヨロズ』の刊行と相成りました。ベッドに横たわって、落語を聞きながらソシャゲをやっている間だけは、腰の痛みを忘れられます。

　技術の進化は日進月歩、と思いきやいつのまにか電話が携帯ゲーム機を兼ねるような時代になっていまして。ゲームの通信をするのにケーブルを必要とする世代だった自分からすれば、それこそ光の速さでゲームは進化しているように感じます。今後ゲームは、コミュニケーションの形はどうなっていくのか──なんて考えることなく、気楽に書かせていただこうと思います。

　というわけで始まりました、『戦極ヤヲヨロズ』。あの神様が金髪巨乳になったり、あの神様がロリ巨乳になったりと、とんだバチ当たりな話もあったものですが八や百お万よろずの神々には広い心でお見逃しいただき、読者の皆さまもどうか末永くおつきあいいただければ幸いです。

　なお、筆が遅いせいでなかなか実行には移せないのですが、できれば時間を作って行きたいですよね。北ほつ海かい道どうの、乳ちち神がみ神社。名前が素晴らしいじゃありませんか、乳神神社。




　最後になりますが、謝辞とさせていただきます。

　担当の中なか道みちさま。力不足な作者でなにかとご迷惑をおかけしました。今後も隙すきあらばロリババアの出番を増やしかねないので、その都度止めていただきたければ幸いです。

　イラストの、天あま凪なぎ青せい磁じ先生。毎回イメージ通りのイラストを仕上げていただきましたが、特にチロについてはイメージ以上のものをいただいて見るたびにテンションを上げさせてもらいました。

　編集長の万ゆる木ぎ様や校正様、営業の方、その他出版までに関かかわっていただいた方々。皆様のご助力があって、今回もこうして本を出させていただくことができました。

　そして、この本を手に取ってくれた読者の皆さま。作者としては、『続きが読みたい』と思ってもらう以上の喜びはありません。皆様にとってこれが、その一冊になっていれば幸いです。

　それではまた二巻でお会いできますように。





二〇一四年　九月　内うち田だ俊しゆん　
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